
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　無数の雷舞う、魔王城。

　その最奥『煉れん獄ごくの間』にて、ついに長き戦いの決着がつこうとしていた。

　白銀の剣を振るうのは人々から勇者と称される、姫騎士アーネリア。美しいブロンドはすでに煤すすで汚れ、あちこちの傷からは鮮血が滴っている。

　だがアーネリアの剣は今、見事に魔王の胸へと突き立てられていた。

「観念しろ、煉獄の魔王ヴァルヴァラン！　我が仲間たちの痛み、世の人々の苦しみ、今こそ思い知るがいい！　この世界にお前の居場所はない。煉獄へ還かえる時だ！」

　まるで舞台のような玉座で刺し貫かれているのは、煉獄の魔王ヴァルヴァラン。この世のありとあらゆる魔術を極めた、絶世の美女である。

　ヴァルヴァランは世界のほぼすべてを手中に収めた、最強の魔王。幾多の魔獣を従え、幾多の国を滅ぼした、無敵の存在──そのはずだった。

　しかし黒曜石のごとき魔導の鎌はすでに柄から折れ、白く豊かな胸には白銀の剣が突き立てられている。紅あかい唇から洩もれるのは、怨えん嗟さと驚きよう愕がく。

「ありえぬ、この私が敗れるなど……っ！　私は煉獄の魔王ヴァルヴァランだぞ……!?　おのれ姫騎士アーネリア、いくら勇者とはいえ、貴様のような小娘に……っ！」

「私一人の力ではない！」

　アーネリアは強く言い放ち、剣にマナの光が集っていく。

「これは私の仲間たちが道を開いてくれた結果だ。狂戦士ハラミ、拳けん法ぽう家かマイ、魔術師ケー、そして解放軍の同志たち！　皆の想いが我が剣に宿っていると知れ！」

『煉獄の間』には先んじてヴァルヴァランと死闘を演じた仲間たちが倒れていた。赤髪の狂戦士、青髪の拳法家、黒髪の魔術師、彼女たちのおかげでアーネリアの剣は魔王へと届いた。

　そして今、原初の力たるマナが集い、剣が明星のように輝きだす。

「散れ、魔王！　今こそ世界は真の平和を取り戻すのだ──ッ！」

　放たれんとしたのは、真の勇者だけに宿る、必殺の一撃。

　しかしそれが炸さく裂れつするより一瞬早く、ヴァルヴァランが獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

「まだだ！　まだ私は滅びぬ……っ！」

　その言葉に呼応するように、突然、四体の魔獣が出現した。魔獣たちはアーネリアとヴァルヴァランを囲むように四方へ分かれ、次の瞬間、床に複雑怪奇な魔法陣が出現した。

「これは……っ、まさか禁きん呪じゆの類たぐいか!?」

「その通りだ、アーネリアよ！　貴様の剣技、実に見事だった。もはや私は助からん。ゆえに異世界へ転生する！」

「い、異世界へ転生だと!?」

「そう、この魔術、名付けて『魔王転生』！　我が命を異世界へ誘いざなう、究極の術式だ！」

　魔法陣が業火のような光を放ち、世界に穴を開けそうなほどの密度のマナが放たれた。

　アーネリアは即座に直感する。ヴァルヴァランの言葉は噓ではない。これは世界を渡る禁断の魔術だ。

「させるものか！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと同時、剣の光が反転する。力を放つのではなく、力を飲み込む方向へ。

　魔法陣の光は白銀の剣へ吸い込まれ、その魔術の術式はアーネリアへも流れ込む。

　ヴァルヴァランは驚きに両目を見開いた。

「なんだと……っ!?　姫騎士アーネリア、貴様、何をする気だ!?」

「共に転生するのさ。お前が世界を渡って逃げるというのなら、私も世界を渡って追いかける。どこへ去ろうとも、正義の名の下に必ずお前を討つ！」

「正気か、貴様……っ!?」

　ヴァルヴァランの叫びが木霊し、魔法陣の業火が一気に膨れ上がった。魔術の炎は魔王と勇者を飲み込み、さらには四方の魔獣たちも飲み込んだ。

　肉体が光に溶けていくような痛みを感じた。アーネリアは歯を食いしばりながら、わずかに背後を振り返る。そこには仲間たちが倒れているはずだ。まだ息はあったはずだ。せめて最期に言葉を残そうとして……アーネリアははっと両目を見開く。

　瀕ひん死しの重傷を負っているはずの三人の仲間。彼女たちが今まさに魔法陣のなかへ入ってきたからだ。

　狂戦士ハラミ、拳法家マイ、魔術師ケー。彼女たちは光によって肉体を崩壊させながらそれでもアーネリアに近づいてくる。

「ったく、あたしらを放っておいて、どこにいこうって言うんだよ、アーネリア？」

「わたしたち、死ぬ時は一緒だよ？　生まれ変わるんなら、なおのこと一緒」

「お供しますよ、アーネリア。私たちはどこまでだって」

「お前たち……っ。すまない。いや、ありがとう……っ」

　一瞬、涙が浮かんだ。だがカッと目を見開いて涙を弾はじき飛ばし、アーネリアは剣を強く握り直す。

「さすがは私の見込んだ仲間たちだ！　勇者は私一人ではなかった。断言しよう、お前たち全員がこの世界の勇者だったのだ！」

　仲間たちが後ろから寄り添い、全員で白銀の剣を握る。ヴァルヴァランはどうにか魔術的な繫つながりを絶とうとするが、皆で握った剣が光を放ち、魔王を完全に捕ほ捉そくする。

「くっ、小こ癪しやくな小娘共め……っ！」

「さあ、どこへなりとも連れていくがいい！　煉獄の魔王ヴァルヴァラン、たとえ世界の果てだろうと我々はお前を逃がしはせん！」

　そして魔法陣の炎が天高く舞い上がった。それは魔王城の天井すらも焼き尽くし、高く高く空へと伸びていく。

　勇者たちと魔王、そして配下の魔獣たちの姿は業火のなかに消えていった。天に舞う炎の柱は、まるで新天地へ続く階段のようだったという。

　この日、悪しき魔王とその勢力は大地から一掃された。世界は平和を取り戻した。

　美しき四人の勇者たちの命を代償として──。
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　京都の神じん宮ぐう丸まる太た町まち駅。

　本ほん天あま沼ぬま久く美みは改札を出ると、ピンク色のキャリーケースを引いて丸太町橋を渡っていく。鴨かも川がわのゆったりとした流れを見ていると、自然に『やっと着いた』という感慨が湧いてくる。

　久美はどこにでもいる平凡な少女だった。髪を後頭部で手軽に結わえ、実用性重視の量販店のメガネを掛けている。一応、この春からは京都の美大に通う予定だ。

　そんな久美はとある通りで足を止めた。

　長旅の疲れを吐息と一緒に吐き出す。

「到着っ、と。お父さんたちと一緒なら新幹線で一瞬なのに、苦学生は辛つらいわね」

　東京からここまで、お金がないので鈍行である。

　親のありがたみが今さらになって身に染みてくる。でもこれからは一人暮らしなので、甘えたことは言ってられない。それに。

「懐かしいなぁ」

　体は疲れていたが、久美の表情は明るかった。

　足を止めたのは、一軒の古い店の前。木造の二階建てで、昭和の雰囲気が漂っている。

　看板に書かれている店名は『駄菓子　おばけ屋』。

　久美は今日からここに住み、大学に通いながら店も開ける。つまりは一国一城の主あるじである。

「なんだかまだ実感ないけど」

　それでも頑張っていこうと思った。父から預かってきた鍵かぎを取り出す。鍵穴を回し、駄菓子屋の入り口にもなっている板戸に手を掛けた。

　さあ、ここから始めよう、わたしの新しい生活を。

　そうして気持ちも新たに板戸を開いた、矢先。

　──薄暗い店のなかで何かが動いた。

　人影だ。施錠されていたはずのおばけ屋に人がいる。それも複数。

　久美は息をのんだ。

「だ、誰……っ!?」

　その声に反応し、人影が一斉にこちらを向いた。

「ウウッ！」

「グルル……っ！」

「ガウッ！」

　響いたのは獣のような唸うなり声。

　久美の背後から陽が差し、店内の様子が明らかになる。

　床には無数の駄菓子が食い荒らされており、そこにいたのは──三匹の野犬。否、野生化したような三人の少女だった。

　一人は燃えるような赤い髪の少女。店内のベンチの上で膝ひざを折り、手のひらで小粒のチョコを湯水のように貪むさぼっている。

　一人はショートカットの青髪の少女。床に直じか座ずわりしていて、その唇からは酢ダコの足がはみ出ている。

　一人は背の高い黒髪の女性。やはり床に座っていて、足元にはキャベツっぽいスナックの欠片かけらが散乱している。

　彼女たちの目は理性をドブに捨てたかの如く殺気立っており、ほとんど裸の体になぜかダンボールを巻いている。

　久美はまったく状況を飲み込めなかった。とにかくワケが分からず、何一つ理解できない。ここは日本だ。古都・京都だ。現代日本の雅みやびな京都で、自分の目の前に広がっているこの光景はなんなんだ。

　後ずさりし、気づけば悲鳴を上げていた。

　だが少女たちはまったく頓とん着ちやくせず、再び駄菓子を食い始める。

　大事な商品がどんどん消費されていくのを見て、さすがに黙ってはいられなかった。

「な……なんなのよ、あんたたち……っ、ちょっと食べるのやめなさい！　それはおばけ屋の大事な商品なのよ……っ」

　しかしその一言がいけなかった。

　声を掛けた途端、三匹の獣が顔を上げ、こちらをロックオンした。まるで新しい獲物を見つけた、と言わんばかりに瞳ひとみのギラつきが増していく。

「え、ちょっと……噓でしょ？」

　頰を引きつらせて後あと退じさる。

　次の瞬間、少女たちが凄すさまじい勢いで飛び掛かってきた。赤、青、黒。三つの色がさながら死神の鎌のように迫ってくる。ひっ、と喉のどから声が洩もれ、背筋が凍りついた。

「い、いやああああああああああっ！」

　木造の店内に久美の悲鳴が響き渡る。

　この時の本天沼久美にはまだ知る由もなかった。
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　駄菓子を貪る、三匹の獣。彼女たちこそ、魔王を打ち倒すべく転生してきた、気高き異世界の勇者たち──の残念な成れの果てだということを。




　　　　◇　◇　◇




　久美がおばけ屋で勇者たちと邂かい逅こうする、半日ほど前のこと。

　鴨川を四し条じよう大おお橋はしで渡り、道なりに進んだ先にある、とある神社。

　時刻は夜の二十一時を過ぎた頃。すでに社務所が閉じていることもあり、石畳の敷地内には人影はない。

　唯一例外があるとすれば、社のそばにやたらクオリティの高い巫女みこさんポスターが貼ってあったが、イラストである以上、その潤んだ瞳が驚きに見開かれることはなかった。

　月明かりが降り注ぐなか、突如、神社に異変が起きた。

　境内の真ん中に風が舞い、虚空に星のような光が満ちる。光は闇を食らうように膨れ上がり、出現したのは魔法陣。

　幾度かのスパークを放った後、魔法陣は突如弾け、そして消えた。

　やがて境内が静けさを取り戻した時、そこには──少女の姿があった。

　髪は赤く、歳は十五歳ほど。境内の敷石の上、魔法陣のあった場所で眠るように倒れている。

　その瞼まぶたがパチッと開いた。目を覚ましたのだ。

「……どこだ、ここ？」

　呟つぶやき、しかし次の瞬間には体が反射的に動いていた。跳ねるように飛び起き、臨戦態勢で周囲の気配を探る。戦場では一瞬の油断が命取りになる。思考するよりも早く、防衛本能が体を動かしていた。

　赤髪の一部が獣の耳のように持ち上がり、音を聞く。

「敵は……いないな」

　注意深く確認し、少女はようやく警戒を解いた。

　彼女の名はハラミ。

　解放軍のリーダー・姫騎士アーネリアに仕える、狂戦士である。

　敵がいないことを確認すると、ハラミは自分のすぐ後ろに手を伸ばした。そこには仲間が倒れている。

「マイ、起きろ。マイ」

「ん……？　ハラミ？」

　肩を揺すられ、青髪の少女が目を覚ました。

　ハラミと同じく、解放軍のメンバーである。名前はマイ。

　マイは拳けん法ぽう家かで、ハラミと同じく前衛で戦うタイプだ。よって瞼を開けた瞬間、やはり素早く構えを取った。

「ハラミ！　敵は……!?」

「大丈夫だ。魔獣の気配はない。ゴブリンもオークもこの辺りにはいないみたいだ」

「……そっか、良かった。でも……この感じはなに？　なんだかすごく体が重い」

　マイの構えには、平素の鋭さがなかった。腕や足の動きは精彩を欠いており、重りでもつけられたかのように全体がぎこちない。ただ決戦で負った傷は全快していた。

「あたしもだ。体にぜんぜん力が入らん」

　ハラミは同意しながら拳こぶしを握ったり開いたりする。

　やはり体が他人のものかのように弱々しい。いつもならこの拳には石を軽く握にぎり潰つぶせるだけの力がある。けれど今は小さな木の実すら砕けそうにない。

「もしも今、魔獣に囲まれたら間違いなく死ぬな」

「やめてよ。縁起でもない」

　マイが眉まゆを寄せると、ボサボサの青髪がうねるように揺れた。彼女は生まれてからの十四年間をほぼ修行の山やま籠ごもりに費やしている。よって自分の見た目にあまり頓着がない。

「でも本当、なんでこんなに力が入らないの？」

「それは──マナがないせいよ」

　マイの疑問に答えたのは、三人目の仲間だった。

　黒髪の女性、名前はケー。解放軍の参謀である。

　ケーも目を覚ましたらしく、メガネの位置を直しながら立ち上がった。

　彼女は魔術師だ。ハラミやマイのように前衛に出ることは少ないが、後衛からの援護に長たけていて、魔術にも詳しい。

　だが二人に比べて体力で劣るので、立ち上がってすぐふらりとよろけた。

　すかさずハラミとマイで左右から支える。体に力は入らないが、細身のケーを支えるぐらいならなんとかなる。幾度となく乗り越えてきた戦場での窮地に比べれば、この程度は造作もない。

「……ありがと、ハラミ、マイ。辛つらいわね、マナがないのって。鍛えてる二人ならともかく学者畑の私にはかなり応こたえるわ」

「礼なんていいよ。それよりケー、マナがないってどういうことだ？　あたしには意味が分かんないぞ」

「簡単な話よ。たぶん、ここは──もとからマナが存在しない世界なの。私たちの世界と違ってね」

　ケーのその言葉によって、ハラミとマイは同時に理解に至った。

　マナとは世界に根付く、原初の力のことだ。

　魔術師はマナをエネルギーとして魔術を行使し、戦士や拳法家も体内のマナを爆発させて超人的な力を発揮する。

　ハラミたちにとって、マナとは空気のように当たり前に存在するものだった。

　それがない、ということは一つの事実を実感としてもたらした。

　マイが自分の手のひらを見つめて呟く。

「……わたしたち、異世界にきたんだね。ヴァルヴァランの『魔王転生』に割り込んで」

　ケーが「そうね」と頷うなずいた。

　ここはマナのない世界。追い詰められたヴァルヴァランが逃げようとした場所。つまり自分たちは異世界にやってきたのだ。

　ケーは知的にメガネを押し上げる。

「この世界では私たちの力は極端に制限される。もうかつてのようには戦えないかもしれないわ」

「普通の人間になっちゃったってことか？　そりゃ困ったな」

　ハラミは大して困ってなさそうな顔で腕組みし、その直後、「……へっくち！」とくしゃみをした。呆あきれ顔をするのは、マイ。

「ちょっとハラミ。緊張感が無さすぎるよ。わたしたちが戦えないって、存在意義にも関わることなんだから……って、へっくち！」

　言ってる途中でマイもくしゃみをした。

　それもそのはず、彼女たちは目を覚ました時からほぼ裸に近い格好だった。

　おそらく『魔王転生』の影響だろう。転生前の服の切れ端のようなものは残っているがほぼ布切れだ。防寒には適さない。

　でも……それでもちょっと不自然だわ、とケーは思案顔になる。

　ハラミは獣人の血を引いており、環境の変化には殊更強い。マイも拳法家の滝行などで寒さには慣れている。ヴァルヴァラン配下の四将が街を氷漬けにした時だって、二人は平然と戦っていた。

　いくら普通の人間レベルになったからと言って、二人がここまで寒がるのはおかしい。

　なのに一体、どうして……？

　自分も肌寒さを感じて腕を擦さすりつつ、ケーはやがて一つの可能性に至った。

「ひょっとしたらこれもマナがないことの影響なのかも。魔術や超人的な力を使えないだけじゃなく、私たちの場合、マナがないと根本的な生命活動すら危ういのかもしれない」

「ん？　つまりあたしたち、このままだと死ぬのか？」

　狂戦士のハラミは平然と訊たずねてきた。ケーも魔術師として冷静に答える。

「その可能性は高いわね……。もしくは死にはしなくても、理性が溶けて獣のようになってしまうかも……」

　えっ、とマイが動揺する。

「でもこの世界にはマナがないんだよね？　それじゃあ、どうしようもないじゃない」

「大丈夫よ、マイ。方法はあるわ」

　ケーは細い指で自分の唇を指す。

「何か食物を摂取すればいいの。私たちはもともとマナに囲まれて生きてきた。少量なら体内でマナを生成することができるはずよ」

　ああ、とマイの顔に理解が灯ともる。

「そのために何か食べればいいのね。つまりは修行と一緒だ。肉食って、鍋なべ食って、とにかく食えば強くなる！」

　拳法家らしくグッと拳を握る。隣でハラミも真似して拳をグッとする。

　ピンチであっても解放軍の仲間たちは揺るがない。頼もしさを感じつつ、ケーは表情を和らげた。

「そうね。だからまずは食べ物を探しましょう。見たところ、街が戦火で焼かれている様子もないから、落ち着いて探せば食べ物ぐらいすぐに見つかるはずよ。──あ、でもその前に……」

　ケーは苦笑を浮かべる。

「まずは何か着るものを探しましょうか？　私たちはともかく、お姫様のアーネリアを裸のままにしておくわけにはいきませんし。ね、アーネリア？」

　冗談めかして言い、ケーはアーネリアを見ようとして──その視線がさ迷った。

　メガネ越しの瞳ひとみがハラミの方を向き、マイの方を向き、さらに周囲を見渡して、瞬まばたきをする。

「……アーネリアは？」

　えっ、とマイも慌てて周囲を見回す。

「あ、あれ……!?　いない!?　ハラミ、アーネリアは……!?」

「んん？　あれ？　……いないな」

「いや、いないなじゃなくて……っ！　ハラミ、わたしより先に起きてたよね？　その時にアーネリアいなかったの？」

「そういえば……いなかったな」

　今気づいた、という顔のハラミだった。

　途端、マイとケーは青ざめる。

「「いや、いないじゃダメでしょ!?」」

　ハラミの右肩がマイによってガックンガックン揺さぶられる。

「アーネリアはわたしたちのリーダーなんだよ!?　いなかったらまず最初に！　いの一番に！　捜さなきゃでしょ!?」

「あー、でもほらアーネリアって、あたしより強いし。だから心配しなきゃいけない人間にカウントしてなかった」

　どこかのんきな言葉を聞き、ケーも左側からガックンガックン揺さぶる。

「マナがないと彼女も普通の人間なのよ!?　この世界にはヴァルヴァランも転生してきてるんだから、ひょっとしたら──」

　襲われてしまうかもしれない。と、ケーは皆まで口にできなかった。アーネリアのことがあまりに心配で、言葉にすることすら憚はばかられたからだ。

　だがその危機感はマイと、そしてハラミにも伝でん播ぱした。

　一瞬の間。それを破ったのは他ならぬハラミだった。さすがに事態の深刻さに気づき、冷や汗がだらだらと流れ始める。

「捜そう」

　ぽつりと言い、その直後。

「急げーっ！」

　三人は一斉に駆け出した。







　半裸の少女たちが全力疾走で神社を出る。

　鳥居をくぐった先は京都特有の碁盤目状の街並み。真っ直ぐな道路に沿って二、三階建ての低い建物が並んでいる。

　慣れないアスファルトの地面だったが、慌てているハラミたちは気にも留めない。「アーネリア！　どこだ、アーネリア!?」と呼びかけ、ばたばたととにかく直進し、やがて四条通りの交差点に出た。当然、そこには車が走っている。

「おわ、なんだあれ!?　馬車か!?　でも馬がないぞ!?」とハラミ。

「もしかして魔物!?　倒す？　倒す？」とマイ。

「待って！　敵意を感じない。この世界の乗り物かしら……？　でも今はそんなことよりアーネリアよ！」とケー。

　幸運なことに信号は青だった。運転席のドライバーたちが啞あ然ぜんと見ていることには気づかず、ハラミたちは横断歩道をひた走る。

「見ろ、なんかでっかい洞穴みたいなのがあるぞ！」

　ハラミが指差したのはアーケードの入り口だった。

　入っていくと、ガラス製のカラフルな天井があり、商店が所狭しと並んでいる。そこには人通りも多く、突撃してきた半裸の少女たちを前にし、人々はぎょっとする。

　その視線によって我に返ったのは、ケー。年頃の女性であるケーは慌てて仲間たちを制止する。

「ストーップ！　二人とも止まって！」

「なんだいきなり!?」

「立ち止まってる場合じゃないでしょ!?」

　年下二人組はこの状況も意に介さない。よってケーは素早く実力行使に出た。後ろから二人の首へ手をまわし、アーケードの小さな路地へ飛び込む。

「おわ、何すんだ、ケー!?」

「どこにいくの!?」

「いいからこっち！」

　駆け込んだ先には業務用のボックス式ゴミ箱があった。ぶつかると分かったが、勢いがついてしまって止まらない。ゴミ箱の縁につまずき、そのままダイブ。三人はゴミ箱へ頭から突っ込んだ。まるで噴火のようにゴミが舞い上がった。

「イテテ……酷ひどい目にあった」

　大破したゴミ箱からハラミが這はい出してくる。その頭にはバナナの皮が載っていた。

「もうなんなのよ、ケー。ハラミじゃないんだからこんな時におふざけはやめてよ……」

　マイもその横から顔を出す。こちらには髪の間から魚の骨が飛び出ている。

　しかしケーだけは出てこない。ハラミとマイは不思議そうに首を傾げる。

「ケー？　早く出てこいよ」

「ゴミがクッションになったし、別にケガもしてないよね？」

「そ、そうだけど……っ。この状況で出ていけるわけないでしょっ」

　ケーは生ゴミの海で縮こまっていた。

　京都は観光地である。地元の人間はともかく、彼女たちの奇行に対して、観光客たちが物珍しさで集まっていた。路地の向こうにはすでに人だかりが出来ている。

　ケーには京都のことも観光客のことも知る由はないが、彼らがこちらの世界の人間だということは見れば分かる。

　つまりは、裸を見られたら恥ずかしい相手だ。ケーはもう涙目だった。

「ハラミもマイも体隠して！　私たち、今何も着てないんだから！」

「えー、別にいいだろ？　減るもんでもないし。ケーだって昔、スライムに服溶かされた時は気にしてなかったろ？」

「あれは死にかけてたからよっ」

「山で修行してたら、まわりはだいたい裸だよ？」

「それは野生動物ばかりだからでしょっ」

　年下組では埒らちが明かない。

　アーネリアがいたらこんなことには……っ、とケーは頭を抱える。

　すると、ハラミがゴミ箱のなかで何かを発見した。

「こんなのあったぞ？　でっかいから体に巻けば？」

　ごそっと発掘されたのは、大きな分厚い紙だった。

　しかし紙にしては丈夫そうで、しかも固い。そのくせ折り曲げようとすると、簡単に折れ曲がってくれる。体に巻くにはちょうどいい材質だった。

　それはこの世界でダンボールと呼ばれるものだったが当然、ケーたちは知る由もない。

　もはや体を隠せるならなんでもいい、とケーはダンボールを体に巻きつけ、ハラミとマイもノリで同じようにし、直後──三人の心に稲妻が走った。

「こ、これは……っ！」

　戦慄おののくケー。

「なんかヤバいくらい暖かいぞ……っ！」

　新しいオモチャを見つけたようなハラミ。

「ええ、すごいっ、まるで腹かっさばいたコカトリスの体内みたい……っ!?」

　山育ちのマイは微妙に物騒だ。

　ケーは驚きよう愕がくした面持ちで体のダンボールを撫なでる。その表情は真剣そのものだ。

「これはおそらく……マジックアイテムだわ」

「マジックアイテムだって!?」

「確かなの、ケー!?」

　大型ゴミ箱のなかで、魔術師の才女は神妙に頷うなずく。

「二人とも思い出して。かつてヴァルヴァラン配下の四将・北の玄げん武ぶ帝ていと戦った時のことを」

「北の玄武帝、覚えてるぞ……っ」

「辺境の街が氷漬けにされた時の戦いね……っ」

　魔王ヴァルヴァランには四将と呼ばれる、四人の最強の配下がいた。

　その一角、北の玄武帝と戦った時のこと。

　恐るべき氷の魔術によって、滞在していた辺境の街一帯が氷漬けにされてしまった。ハラミとマイはそれでも応戦できたが、アーネリアやケー、それに解放軍の同志たちは耐性がなく、なんと凍死寸前まで追いつめられてしまった。

　そこで役立ったのが伝説のマジックアイテム『炎竜の羽衣』である。

　千年前にフレアドラゴンの強きよう靭じんな鱗うろこによって編まれたというこの羽衣は、街一つを氷漬けにする四将の魔術すら撥はね除のけ、結果、解放軍は玄武帝を撃退することに成功した。

　ケーたちにとってはまさしく命を救ってくれた伝説のアイテムである。

「私たちを温めてくれているこの紙……この薄さでこの防寒性能は尋常な道具じゃない。これは間違いなく『炎竜の羽衣』クラスの伝説のマジックアイテムよ。驚いたわ……マナがなくてもこの世界には魔術に匹敵するような技術があるみたい。私たちの世界だったらこの紙一枚で城一つは買えるはずよ」

「城一つ!?　ヤバいな、この紙！」

「アーネリアにも持っていってあげよ！　『伝説のアイテムだから着てね』って言って渡したら、きっと泣いて喜ぶよ……っ」

　ハラミたちはゴミ箱からさらにダンボールを発掘し、「伝説！　伝説！　城一つ！」と仰々しく掲げる。

　ちなみに人だかりの視線は、すでに哀しいものを見る目になっていた。

　しかし体を隠すことができたので、ケーももう怯ひるまない。

　ハラミがアーネリア用のダンボールを小脇に抱え、三人はついにゴミ箱の外に出た。路地から顔を出すと、観光客たちは恐れ戦おののいたように道を空ける。

　メガネを押し上げ、ケーは言った。

「さあ、一刻も早くアーネリアを見つけなきゃ。ハラミ、耳で辺りを探れない？」

「任せろ！　……あ、ダメだ。目を覚ました時はできたのに、どんどん聞こえづらくなってる」

　赤髪の耳を動かすが、ハラミの表情は冴さえない。

　最初に敵がいないか確認した時は体内に少量のマナが残っていたが、それも動いているうちに使い切ってしまったのだ。ガス欠を表すようにダンボールに包まれたお腹がぐ～っと鳴る。

「……お腹減った」

「……ごめん、ケー。わたしもなんだか頭がクラクラしてきた」

「マナ不足のせいだわ。事態は深刻ね。アーネリアを捜す前に、やっぱり食べ物を見つけないと……っ」

　ケーは忙せわしなく辺りを見回す。すると、ハラミが「あっ！」と前方を指差した。

「あそこにご飯があるぞ！」

　彼女たちを遠巻きに見ている人だかりの向こう、そこに中華料理屋があった。

　ハラミが指差したのは店前の食品サンプルである。

　グリンピースが載った、黄金色のチャーハン。ハラミたちはチャーハンという料理は知らないが、見た目から炒いためた穀物だというのは理解できる。

　スポットライトに照らされたチャーハンの輝きは美しく、腹の虫を誘う輝きはまるで酒場の踊り子の如し。

「あれ食べよう！　あれ食べてアーネリアを捜そう！」

「待って、ハラミ！　落ちてるものを食べちゃ駄目よ！」

　ハラミが今にも飛び出しそうになり、ケーが慌てて手を引っ張る。

　しかしすぐに振り向き、ハラミは言った。

「いや、あれは食べていいやつだ。落ちてるけど、食べていいやつだ！」

「落ちてて食べていいものなんてないでしょ!?」

「ケー、思い出せ。南方の砂漠の民のことを」

「砂漠の民……あっ」

　ケーの表情に理解が灯ともる。

　かつて解放軍が大陸の南方を解放しようとした時のこと。

　砂漠に覆われたその地方は、すでにヴァルヴァランに支配されてしまっており、人間は奴隷にされていた。よって民たちは表立ってアーネリアたちを支援することができなかった。しかも南方は砂漠に覆われた土地。アーネリアたちは満足な食料を確保できず、補給不足に陥った。そんな時である。

　街の隅に小さなパンが落ちているのをハラミが見つけた。

　砂漠の民が魔王軍の目を盗み、決死の思いで届けてくれたパンだった。

　その思いに勇気をもらい、解放軍は怒ど涛とうの勢いで南の朱す雀ざく帝ていを追い払った。

「つまり……あれは食べていいご飯だ！　落ちてるご飯は、食べていいご飯だ！」

　ケーの手をすり抜け、ハラミは走った。

　空腹が獣人の本能を呼び覚ましたのか、両手をついて犬のように全力疾走。

　ダンボールを着た少女が犬走りで近づいてきて、観光客たちはどよめき、ハラミを避ける。

　赤髪の少女の胸に灯るのは、熱い使命感。

　アーネリアを見つける。そのためにあのご飯を食べる。

　本能のなかにも確かな意志が息づいていた。しかし、

「いただきま──ずっ!?」

　むしゃぶりついた途端、黄金色のご飯は砕け散った。

　プラスチック製なので当然である。しかし異世界からやってきた彼女たちには未知の物品だった。

「……これ食べ物じゃない」

　丈夫な歯でガリガリと咀そ嚼しやくし、プラスチック片を吐き出した。

　追いついてきたケーとマイが瞠どう目もくする。

「噓っ!?　どう見ても食べ物だったのに、なんて圧倒的な技術なの。興味深いわ……っ」

「ケー、感心してる場合じゃないよ。ハラミじゃなかったら間違いなく大ケガしてた。だからこれは……っ」

　ハラミの表情が一瞬で鋭さを増す。

「ヴァルヴァランの罠わなか……っ！」

　赤髪を振り乱し、瞬時に警戒態勢。

　マイも構えを取り、ケーはその背後で周囲に気を配る。

　三人の横では中華料理屋の自動ドアが開いたり閉じたりしており、店員の女性が迷惑そうな顔をしているが、そんなことは重要ではない。

　ハラミたちは極限の危機感を抱いていた。

　路上に置かれた、無防備なご飯。その正体はガラスのように固い偽物だった。

　これは明らかにハラミたちへ向けた罠だ。しかもこの罠を張った人物は、間違いなく南方の砂漠の一件を知っている。

　そんな相手は煉れん獄ごくの魔王ヴァルヴァラン以外にはありえない。

「なんてこった……あたしたちがまごまごしてる間に、ヴァルヴァランはとっくに準備を済ませてたってわけだ」

　ハラミは舌打ちしたい気分で我流のファイティングポーズを取る。

　マイが構えたまま、背中を合わせてくる。

「ハラミ……いつもの武器は？」

「クリムゾンボルトなら持ってない。起きた時にはもうなかった。たぶんこっちにきた時に失くしちゃったんだ」

「……分かった。何かあったらわたしが打って出る」

「舐なめんな。素手だってあたしは無敵だ」

　胸を張った負けん気を受け、マイが「……ハラミらしいな」と薄く苦笑する。

　するとケーが緊迫した声で指を差す。

「二人とも前！」

「「──っ！」」

　二人は瞬時に体の向きを変え、赤と青の髪が夜風に揺れた。

　視線の先、謎の大柄な男がこっちに近づいてくる。

「オーマイガー」

　サングラスを額まで上げ、首には一眼レフを下げ、大きなキャリーケースを引いている。

　この世界で言う、一般的な外国人観光客だった。

　しかし彼女たちにはそんな常識はない。警戒していると、観光客の男性は目に涙を溜ためて近づいてくる。

「ジャパンはとても平和で豊かな国と聞いていまシタ。バット、こんなガールたちがダンボールを巻いて、飢えに苦しんでいるなんて……見過ごせまセーン」

　ハラミたちはひそかに戦せん慄りつした。

　言語がまったく分からない。異世界の言葉だからだろう。目の前の男は泣きながら何かを訴えているが、「ウガガ、ガウ、グルル！」としか聞こえなかった。

　そして男は懐に手を入れると、何かを取り出した。

「ドーゾ、これで何か食べて下サーイ」

　細長い紙。

　それはこの世界の『千円札』だったが、当然、ハラミたちは知る由もない。

　警戒レベルが一瞬で跳ね上がる。反応が速かったのは、拳けん法ぽう家かのマイだった。

「あれはまさか……っ！」

　隣のハラミを背後に突き飛ばし、単身で前へ出る。

「マイっ!?　どうした!?」

「思い出して！　孤島の戦いのことを……っ！」

「……っ！」

　ハラミはマイの言わんとしていることに気づいた。

　かつて解放軍が大陸から離れた、孤島に遠征した時のこと。

　東と西の四将が結託して攻めてきて、解放軍は壊滅寸前にまで追い詰められてしまった。

　なかでもアーネリアたちを苦しめたのは、魔獣の召喚符である。本来、魔獣の召喚には高位の魔術師が数十人規模で必要となる。しかしこの召喚符には予あらかじめ魔獣が封じられており、儀式無しの大規模召喚を可能にしていた。

　東の青せい龍りゆう帝てい、西の白びやつ虎こ帝ていが用意していた召喚符は一瞬で孤島を魔獣だらけにするほどのものだった。しかし間一髪、マイが拳法の奥義に覚かく醒せいすることで召喚符をすべて駆逐し、魔獣の出現を阻止。四将を追い払うことに成功した。

　今、目の前の男がかざしているものは、件くだんの召喚符に酷似している。

　ここに至り、警戒は確信に変わった。

「天てん破ぱ死し叫きよう拳けん・二代目免許皆伝、『破岩のマイ』！　いざ参る──ッ！」

　己おのが武器たる拳こぶしを構え、マイは疾風の如く駆けた。

　男は受け取りにきたのだと勘違いし、にこやかに差し出す。

「ハーイ、あげまーす。この千円があれば、なんでも手に入りますヨ」

「くっ、間に合わない……っ」

　召喚符の恐ろしいところは、かざすだけで魔獣が出現してしまうことだ。

　おそらく数秒後にはこの一帯は魔獣だらけになっている。文字通りの絶体絶命。しかしマイは諦あきらめなかった。

　体内の残ったマナを総動員し、拳を地面に叩たたきつける。

「破──ッ！」

「オウ、ビッグバースト!?」

　アスファルトの地面が砕け、盛大な粉ふん塵じんが舞い上がった。

　男は完全にこちらを見失っている。マイは青髪をなびかせ、背後に叫んだ。

「今のうちに逃げよう！　一いつ旦たん離脱！」

「なに？　敵を前にして逃げるのか!?」

「マイの言う通り、今はアーネリアを見つけるのが先決よ……っ！」

　ハラミは渋ったが、ケーが即座に賛成し、一同は風のようにその場から離れた。

　あとに残ったのは困惑している人だかりと、チャーハンの食品サンプルがかみ砕かれていることに気づき、「えー……」と引きつっている中華料理屋の店員。

　そして親切な外国人観光客。

「ひょっとして、ジャパニーズ大道芸だったですカ？　オウ、すごーい。でももっと芸をしたらまだまだ稼げたでしょうニ。まったく──」

　彼は残念そうに千円札をひらひらさせる。

「──レイドバッカーズナマケ者たちですネ」







　アーケードを出た三人は鴨川沿いを北に移動していた。

　川と並行している散歩道を警戒心むき出しで進む。もはやどこから魔王の手先がくるか分からない。精神を極限まで研ぎ澄まし、敵陣のなかを行軍するように殺気立っていた。

　ダンボール姿で鬼気迫る少女たちを見て、通行人たちは怪け訝げんな顔をしている。

　ぱっと見は無害な市民たちだ。しかしそこにも敵が潜んでいるかもしれない。ハラミたちの警戒心が解けることはなかった。

　そうこうしているうち、とうとうマイが力尽きてしまった。先ほど全力の一撃を放ったせいだろう。しばらくするとケーも動けなくなった。もともと後衛の魔術師なので、むしろよく保もった方だと言える。

「ハラミ……」

「私たちは置いていって……」

「そんなわけにいくか」

　二人を背負い、ハラミは歩き続ける。だんだん夜が深まり、人通りもなくなってきた。

「アーネリア、どこだ。アーネリア……」

　どんなに歩いてもリーダーの姿はない。名を呟つぶやいても、どこか遠くで犬が「わんわんわん！」と吠ほえている声しか聞こえない。

　やがて朝日が昇る頃には、ついに理性が溶け始めた。ケーの言っていた通りだ。過度なマナ不足によって、少女たちは人間性すら失っていく。

　しかしそれが怪我の功名となった。

「ガル、ル、ル……」

　ハラミには獣人の血が流れている。人としての理性を失ったことで、逆に五感の冴さえが際立った。

「食べ物の、におイ、だ……っ！」

　鼻先が天を向き、カッと両目が見開く。マイとケーを背にハラミは疾駆する。

　四角く整備された街中を駆け、いくつかの寺の横を通り過ぎ、やがてたどり着いたのは古い駄菓子屋だった。本能のまま、裏口のドアを蹴け破やぶり、匂いのもとへと駆けていく。

　そこにあったのは──輝くようなお菓子の山。

　背負われた二人もピクッと反応した。三人は理性を失ったまま、野犬のようにお菓子に飛びつく。

「ガルルッ！」

「グルル……っ！」

「ガウッ！」

　食う。食う。食う。腹いっぱいになって少し眠り、目が覚めてはまた食う。そんなことを繰り返し、いつの間にか夜が明けていた。それでも食い続け、やがて昼近くなった頃。

　──突然、店の板戸が開いた。

　現れたのは、メガネを掛けた地味な少女。威圧感はなく、殺気もない。さすがに敵とは言えない雰囲気だった。ゆえに三人は一瞬だけチラ見した後、少女を無視して食事を再開した。

「な……なんなのよ、あんたたち……っ、ちょっと食べるのやめなさい！　それはおばけ屋の大事な商品なのよ……っ」

　その一言がいけなかった。

　三人の注意が再び少女へ向く。脳裏に浮かんだ言葉は一つ。

　──新しイ食べ物ダ。

「え、ちょっと……噓でしょ？」

　かつての勇者たちは一切の躊ちゆう躇ちよなく、飛び掛かった。

「い、いやああああああああああっ！」

　哀れな少女の悲鳴が響き渡った。




　　　　◇　◇　◇




　久美は子供の頃からおばあちゃんっ子だった。夏休みや冬休みには東京から京都のおばあちゃん家ち──このおばけ屋にきて、一緒に駄菓子を食べるのが楽しみだった。

　だからおばあちゃんが亡くなり、もう店も畳まなきゃいけないと両親から言われた時、久美は断固として反対した。『だったらわたしがおばけ屋を継ぐ！　大学も京都にして、おばけ屋から通うから！』と豪語し、結果、本当にこうして引っ越してきた。

　おばあちゃんのおばけ屋を絶対守る。

　それが自分の信念だ。他には何も望んでいない。

　なのに、なんでわたしがこんな目に遭わなきゃいけないの!?　わたしが何したっていうのよ……っ!?

　野生化した謎の少女たちに襲われそうになり、久美は心の底から叫んだ。

「だ、誰か助けて──っ！」

　すると飛び掛かってきている三人のうち、黒髪の女性がはっと目を見開いた。

「助けを求める声がする……っ。どこかに敵が？　……いや襲っているのは……私たち!?　解放軍の私たちがなんてことを……っ。──ハラミ！　マイ！　止まりなさい！」

　女性は慌てたように赤髪と青髪の少女の首根っこを摑つかむ。

「助けを求める民に応こたえるのがアーネリアの意志です！　その私たちが民に悲鳴を上げさせてどうするんですかっ!?」

　宥なだめようとしているようだが、残り二人の勢いは簡単には止まらなかった。

　赤と青の荒波が女性を引きずるようにして、こちらの目の前まで迫る。

「ひいっ!?」

　久美の前髪スレスレのところで、二人分の口がガキンッと閉じた。

　冷や汗が噴き出る。あと数センチ手前に迫られていたら、前頭葉がリンゴのように食いちぎられていただろう。

「な、なんなのよもう……っ」

　腰が抜け、背後のキャリーケースへもたれるようにへなへなと座り込む。

　一方、二人の少女は女性に抱えられ、夢から覚めたように目をぱちくりしていた。

「んー？　……ふあ～、よく寝た。なんだ、もう朝か？　それとも敵襲か？」

「なんか……びっくりするくらい美味おいしいものを食べてた気がする。もしかして……夢だったの？　残念。あんな美味しいもの、丸焼きにしたリザードマンの砂肝以来だったのになぁ……」

　何やら意味不明なことを言っている。啞あ然ぜんとしていると、黒髪の女性が疲れたような声で言う。

「……ハラミ。とりあえず今、襲撃めいたことをしてしまったのは私たちの方よ。マイも美味しいものを食べてたのは夢じゃなくて……たぶん現実」

　女性は気まずそうにちらりと背後を振り返る。そこには彼女たちが散々食べ散らかした駄菓子の山があった。おそらく店に残っていた在庫だろう。

　黒髪の下の視線が久美の方を向く。

「……あの、事情を説明させて下さい。多大なご迷惑をお掛けしたようなので、ちゃんとお話しします」

　その表情からはすでに野犬のような殺気は消えていた。







　久美はまだ呆ぼう然ぜんとしている。座り込んだままの状態でいたら、女性が矢継ぎ早に説明とやらをしてきた。こっちは聞くなんて言っていないのに。

　その説明によると、黒髪の女性はケーというらしい。

「（外国人ってこと……？）」

　とりあえず、すらりとしたプロポーションは日本人離れしていた。

　赤髪の少女の名前はハラミ。

「（ハラミ……？　って、お肉のハラミ？　いやいやそんな名前ある？　どこの国の人間よ？）」

　と思ったが、下手なことを言って、またこっちが肉扱いされたら堪たまらないので言わずにおいた。

　青髪の少女はマイ。

「（うわ、この子、よく見たらすごい可愛い……）」

　少なくとも見た目だけは。でも自分の可愛さに自覚がないらしく、口の端についた酢ダコの汁を手の甲で雑に拭ぬぐっている。素材は良いいのに勿もつ体たいないと思った。

　さて。

　このケー、ハラミ、マイの三人はなんとこの世界の人間ではないとのこと。

　本人たち曰いわく、異世界の魔王だかなんだかを追って転生してきたのだという。

「ちなみに私の職業は魔術師です」

「あたしは狂戦士だ」

「わたしは拳けん法ぽう家か」

　三人はダンボールを巻いた格好で胸を張る。

「…………」

　とりあえず開いた口が塞ふさがらなかった。黙っていると、ケーの説明がさらに続く。

　三人は異世界で魔王を倒すための解放軍をやっていたらしい。そして解放軍にはアーネリアというリーダーがいた。

　しかし転生先のこの世界で目が覚めると、アーネリアの姿がどこにもない。三人は必死にリーダーを捜した。拾ったアイテムで寒さを凌しのぎ、落ちてたご飯の罠わなに掛かりつつ、敵の召喚符とやらもどうにか防いで──アーネリアを捜し続けた。

「でも途中で私たちは理性を失ってしまったんです。原因は体内のマナ不足のせいでしてハラミがこちらのお店を見つけてくれて助かりました。お店には迷惑を掛けてしまいましたが……」

　ケーは申し訳なさそうな顔をする。

「食料を補給し、体内のマナ生成が可能になって、私たちは理性を取り戻せたようです。そのためにこちらの商品を無断で頂くことになってしまいまして……申し訳ありません」

「そういえば、なんかこっちの世界の言葉も分かるようになってるね」

　マイが横で言い、ケーが頷うなずく。

「おそらく『魔王転生』の効果ね。マナ不足が解消されて、術式が正しく作用するようになったんだわ。ヴァルヴァランも異世界で言葉に困るような術式は組まないだろうから」

「ふーん、便利だなー」

　後頭部に手を当て、ハラミが他人ひと事ごとのように言う。

　一方、ケーは取り繕うように笑みを浮かべた。

「以上がこれまでの私たちの事情です」

「……なるほどぉ」

　久美は腕組みで仰々しく頷いた。

　つい勢いに流されて話を聞いてしまったが、おかげでよく分かった。

　関わっちゃいけない人たちだということが、すごくよく分かった。

「とりあえず警察に電話するわね」

「けーさつ……？　──警察!?　術式の効果で意味が分かりました！　それはこの世界の騎士団的なものですよね!?　ちょっと待って下さい！」

　ケーが慌てて腕を摑んできた。止めるというよりは懇願するような形だ。

「私たちは怪しいものではありません！　それは今、お話しした通りです！」

「そのお話を聞いて、怪しさ大爆発だって改めて分かったのよ！」

「噓は何一つ言ってません！」

「だったらなおのこと怖いわ！」

　拝むようなケーの腕を振りほどき、指を突きつける。

「いーい？　あんたたちが巻いてるのはマジックアイテムなんかじゃなくて、ただのダンボール。落ちてたご飯はただの食品サンプルで、あと……しょうかんふ？　とかいうのは聞いた限りただのお金よ、お金！　適当な噓言ってるのなら腹立つし、本気で言ってるならヤバいやつじゃない！」

「噓でもヤバいやつでもありません！　私たちは本当に異世界から転生してきたんです。姫騎士アーネリアと一緒に！」

　縋すがるようにケーはさらに言う。

「アーネリアに会っていただければ分かるはずです！　彼女のカリスマ性はあらゆる民の心を動かしてきました。我らが姫騎士に会って頂ければ、理屈を超えて真実がお分かりになるはずです！」

「いや、もういいから。そもそも、その……アーネリア？　って人がいないから、あんたたちはウチの店に忍び込んだんでしょ？　だったら会って真実がお分かりになるとか無理でしょうが」

　それは……っ、とケーは言葉に詰まった。

　黒髪の下で形のいい唇が哀しそうに嚙かみ締められる。その表情はひどく追い詰められていて、なぜかこっちが悪いことをしているような気持ちになってしまう。

　見当違いの罪悪感から逃れたくて、久美は目を逸そらした。

　そして、ふと眉まゆを寄せる。

「ん？　なにあれ……？」

　道路の向こうから何やら丸っこいものが走ってくる。

　全体がモコモコしていて不定形。裁縫に失敗したぬいぐるみのような形をしている。でもたぶん……生き物だ。なぜなら短い四本の足をジタバタさせて走ってきている。

「わんわんわん！」

　……え、犬？

　鳴き声を聞いて、一応、犬だと分かった。でもにわかには信じられない。それほどまでに意味不明な姿形である。なんなら足元とかちょっとキラキラしてるし。

「わんわんわんっ、わん！」

　犬はおばけ屋の店先にやってきて、ケーに向かって吠ほえ始めた。

　しかし自称・魔術師はまったく耳を貸さない。思い詰めた表情を継続しており、必死に考え込んだ言葉を久美へと話す。

「確かにアーネリアは今、この場にいません。ですが彼女の輝きと美しさは常に私たちの心を照らしています。もしも彼女が近くにいれば、私たちは必ず気づくはずです。少しだけ時間を下さい。きっと彼女をここへ連れてきて、私たちの境遇を証明してみせま──って、犬？　なんで犬？　えっと……邪魔だからちょっとどいていてね？」

　ケーの手が控えめに犬を押し退けた。しかし予想よりもずっと体が軽かったらしく、犬は「わうん!?」と鳴き、ボールのようにポーンッと飛んでいった。

　その先にはケーと同じく思い悩んだ顔のマイがいる。

「確かにアーネリアがそばにいると、不思議と心が温かくなるよね。寝てる時でも『あ、そばにいてくれてる』ってなんとなくいつも分かったし。アーネリアが近くにいたら、わたしたちはすぐに気づくと思う」

「わんわんわん！」

「ん？　は？　犬？　なによ、うるさいわね」

　マイが両手でころんと犬を押し退ける。犬は「わうん!?」と目を剝むき、さらに転がっていく。その先にいるのは、図ずう々ずうしくまた駄菓子を食べているハラミ。

「本人には絶対言わないけどさ。あたしたちはアーネリアのために命を懸けるって決めてるんだ。アーネリアの敵はあたしたちが倒す。たとえばこんなふうに！」

「ぎゃうん！」

　ハラミの颯さつ爽そうとしたサッカーボールキックが犬に直撃。ゴールネットを揺らさんばかりに店外へ吹っ飛んでいく。

　……いやなんなの、あの犬？

　正直、ケーたちの話なんてぜんぜん耳に入らなかった。

　それよりもＵＭＡユーマのような不思議犬の様子が気になって仕方ない。

「……京都特有の犬とかじゃないわよね？　あんなの子供の頃には見たことないし」

　道路の方を見ると、犬はポーンポーンッと軽やかにバウンドしていた。そのまま二、三度弾んだかと思うと、空気の抜けた浮き輪のようにべたーっと大人しくなる。

　……し、死んだ？

　さすがに心配になって見てこようか迷っていると、路地から人が出てきた。

　男が二人。

　中国人……っぽい男と、ネパール人……っぽい男だ。

「おー、いたいた、いたヨ。こいつだネ。夜通し鳴いてた、うるさい犬」

「保健所のみなさーん。こっちデス。よろしくお願いしマース」

　中国人っぽい男があごヒゲを撫なでて言い、ネパール人っぽい男が手招きすると、路地から保健所の車がやってきた。

　車体後部のバックドアが開き、犬はぐったりしたまま、備え付けの檻おりへと入れられた。

「丸焼きにして店に出したいとこだけど、日本人のお客は犬を食べないからネ。無料で保健所に引き取ってもらうのがベターよ」

「最後の晩ばん餐さんデースね。犬さん、良かったらウチの店のナン食べますか？」

　ネパール人っぽい男が懐から楕だ円えん形のパンを取り出し、檻のなかへ差し出した。

　犬はまだ無意識のようだったが、すんすんと鼻を鳴らし、ナンをぺろりと飲み込む。

「……わん？　わんわん、わ……わた、わた……し……」

　バックドアがバタンッと閉められ、男たちは「保健所のみなさん。あとヨロシクー」と去っていく。

　車にエンジンが掛かり、車体が揺れる。

　その振動で犬はパチッと目を開けた。

　そして叫ぶ。こっちを向いて、人間の言葉で。
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「私がアーネリアだあああああっ！」




　度肝を抜かれた。久美は目を見開いて背後を振り返る。迷惑な不審者たち相手だが、さすがにこの驚きは反射的に共有したくなってしまう。

「ちょ、聞いた今の!?　犬がっ、犬が喋しやべったわよ！」

　ケー、マイ、ハラミの三人は鳩がガトリングガンを食らったような顔で固まっている。

　返事がないので、久美は興奮気味に捲まくし立てた。

　なんで驚かないのよ、と久美は不満顔。

「ね、なんとか言いなさいよっ。あんたたちも聞いたでしょ!?　すっごい流りゆう暢ちような日本語で『私があーなんとかだ』とかなんとか」

　と、言って、ふと首を傾げる。

　あーなんとか、ではなく、もっと明確な単語だった気がする。それもついさっきまで聞いていたような単語だ。

「なんだったっけ？　確か、ア、ア、アー……」

　宙を見つめて考える。と、同時に三人の硬直がようやく解けた。

　自称・魔術師、自称・拳けん法ぽう家か、自称・狂戦士の三人は鳩がレーザービームでも放つような顔で一斉に叫んだ。

「「「アーネリアだーっ！」」」

　途端、怒ど涛とうの勢いで店から飛び出した。……久美を巻き込みながら。

「はあ!?　ちょ、何!?　なんなのよ!?」

「あれがアーネリアです！　先ほどからお話ししていた、私たちのリーダー！　姫騎士アーネリア！」

「いや、あれ犬じゃない!?」

「犬だけど、アーネリアです！」

　落ち着け、と言いたい。でも彼女たちに言って聞くような様子はなかった。

　保健所の車はすでに出発している。まだスピードは出ておらず、三人はその後ろを全速力で追いかけていた。

　ちなみに久美のことはハラミとマイが丸太のように担ぎ上げている。山賊に捕まった村娘のような気分だった。

「ねえ、わたしは関係ないでしょ!?　下ろしなさいよ！」

「んー？　だってアーネリアに会わせるって話だったろ？」

「アーネリアのカリスマ性を感じれば、あなたもきっと色々信じてくれるはずだしね？」

「無理！　犬にカリスマ性感じるほど、感性豊かじゃないわよ!?　っていうか、あんたたち、本人が近くにいたら絶対気づくとか言ってなかったっけ!?　思いっきり足あし蹴げにしてたわよね!?」

　痛いところを突かれたという様子で、ケーが走りながら目を逸らす。

「やー……私たちもさすがに犬になってるとは思わなかったので。おそらく『魔王転生』の術式が失敗したんですね」

「んで、さっきのパンみたいなのを食べて言葉が話せるようになったのか。あたしたちみたいに」

「理性を失くしてる様子はなかったから、その辺りはさすがアーネリアだと思うけど」

　何がさすがなのかは謎だが、そうこうしているうちに保健所の車は大通りに出ようとしていた。

　運よく信号待ちで一いつ旦たん止まっている。チャンスとばかりにハラミが速度を上げた。

「あたしがいく！　マイ、荷物を頼んだ！」

「了解！」

「ちょっと！　荷物って誰のことよ!?　って、きゃあ!?」

　久美の頭を持っていたハラミがぱっと手を離す。

　間髪を容いれず、マイがバランスを取り、久美はお姫様だっこの状態になった。

「あ……」

「どうしたの？」

「い、いや別に……」

　マイのアイドル並みの顔が目の前にきて、女同士ながらちょっと照れてしまった。

　一方、ハラミは一気に加速し、車に追いついていた。バックドアに張り付き、ガラスにべたーっと顔をつける。

「アーネリア！」

　犬──アーネリアはぬいぐるみのような体で鉄格子に駆け寄った。

「ハラミ！　お前、さっきはよくも私を蹴飛ばしてくれたな!?」

「あー……それは気のせいじゃないか？」

「気のせいなものか！　背中にあとがついてるぞ、きっと！」

「あ、それなら大丈夫。今のアーネリア、どこが背中かもよく分かんないから」

「そういう問題か!?」

　怒涛の勢いで叫び、どこが背中でどこが腹かも微妙な犬の姫騎士は、前足で鉄格子をべんべん叩たたく。

「とにかく助けてくれ！　どうやら野良犬と間違えられてしまったらしいのだ！」

「やー、今のアーネリアって犬だし、家ないし、野良犬で間違ってないんじゃないか？」

「そういう問題かーっ!?」

　犬の姫騎士は毛並みをギザギザにして叫んだ。逆にハラミは嬉うれしそうに笑った。

「冗談冗談。アーネリアが元気そうでよかった」

　屈託のない笑顔を向けられ、アーネリアははっと気づいた顔になる。

「す、すまない……っ。お前たちは命を捨ててまで私についてきてくれたのに、肝心の私とはぐれてしまって、きっと大変な思いをしただろうな」

　ポークウィンナーのような小さなしっぽが垂れ下がる。しかしハラミは快活に八重歯を見せた。

「なあに、気にすんな。こうしてまた会えたんだからさ」

　とりあえず、と拳こぶしを握る。

「このガラスと檻、ぶち抜くぞ！」

「あっ。待て、ハラミ！　マナがないこの世界だと、お前の一撃も──」

　ボフンッ、と耐圧ガラスが拳を弾はじく音がした。

「痛いって!?　手首捻ひねった！」

　言わんこっちゃない、とアーネリアは檻のなかで身を乗り出す。

「ここでは私たちは普通の人間なんだ！」

「アーネリアは犬だぞ!?」

「その件はもういい！　とにかくマナがなければ以前のような力は出ない。多少、体内でマナを生成できても理性を保つ程度が関の山だ！」

「じゃあ、どうすればいいんだ!?　あ、そうか。この馬車の前にまわって、御者を倒せばいいんだな」

「いやそれも違う！　私が一晩かけて集めた情報だと、これは車という乗り物だ。御者も馬も存在しないから──あっ」

　信号が青に変わった。ハラミをドアに張り付かせたまま、車は発進してしまう。

「おわっ!?　勝手に動いた！　あたしも一緒に攫さらう気か!?」

「落ち着け、ハラミ！　すぐに降りろ！　いやもう危ない。なんとか摑つかまってろ！」

　アーネリアは焦った様子で叫ぶ。その間も車は進み、スピードを上げていく。後方から一部始終を見つめ、久美は啞あ然ぜんとした。

「な、何やってんのよ、あの子……っ。車に張り付くとか危ないでしょうが。常識ってものがないの!?」

「すみません、なにぶん異世界からきたもので……」

「その異世界って与太話はもういいから！」

「でも犬のアーネリアが喋るとこ、見たでしょ？」

「そ、それは確かに見ちゃったけど、常識じゃ説明出来ないけど……っ。って今はそんな場合じゃなくて！」

　マイにお姫様だっこされたまま、久美は頭を搔かきむしる。

　こうなったら乗りかかった船だ。気が進まないがしょうがない。

「とにかくあの犬を連れ戻せればいいのね!?」

「出来るんですか？」

「あの馬車を倒せるの!?」

「倒さないわよ！　極めて常識的な方法で解決するの」

　本来なら保健所に電話一本すれば済む話だ。だが今は車にハラミがへばりついてしまっている。早急に車に追いつき、安全に降ろさないといけない。

　よって取るべき手段は一つだ。久美は高らかに右手を上げ、言った。

「ヘイ、タクシー！」

　呼び声によって、そばを走っていたタクシーが急停車。

　見れば、ドライバーがなぜか驚いた顔をしている。考えてみると、小汚いダンボールを巻いた美少女にお姫様だっこされながらタクシーを止めるのは、あんまり常識的とは言えなかった。穴があったら入りたい。でも今はへこんでいる場合じゃない。

「前の車を追って下さい！」

「は？　お客さん、悪いけどドラマじゃないんだから、変なトラブルはちょっと……」

　タクシーに乗り込んで頼み込むと、ドライバーに思いきり渋られた。当然の反応だとは思う。

「いやトラブルとかじゃないんです。ほら見て下さい、あれ！　赤い髪の女の子が前の車にへばりついてますよね!?」

「つまりトラブルじゃないんですか……？」

「ト、トラブルはトラブルなんですけど……っ。えっとつまりあれはわたしの……親しん戚せき？　ってのは苦しいか、髪が赤いし。ああ、そうだ、ホームステイ！　ホームステイにきた外国人の子が飼い犬を保健所に連れていかれそうになって車にへばりついちゃったんです！　だから急いで追いつかなきゃいけないの！」

　自分でもなかなか苦しい理屈だと思ったが、ドライバーはどうにか納得してくれた。

　タクシーはすぐに追いつき、ケーとマイがウインドウから必死に叫んで、なんとか保健所の車に止まってもらえた。

　しかし一難去ってまた一難。今度は警察官が久美たちの前に立ちはだかった。

「駄目だよ、君たち。こんな危ないことをしたら。犬を取り戻したかったのは分かるけど保健所の人たちに迷惑だろう？　はい、それじゃあ順番にお名前教えてね」

　交差点を出たところで、運悪くハラミを巡回中のおまわりさんに見つけられてしまったのだ。さらには追っていたマイとケーもダンボール姿である。

　無事にアーネリアは返してもらえ、保健所の車とタクシーは去ったものの、久美たちは道路の脇で警察官から職務質問を受ける羽目になった。

「ええと、本天沼久美です。一応、この春から大学生です」

「本天沼久美さんね。はい、次、赤い髪の君は？」

「ハラミだ」

「はらみ……？　それが名前なのかい？　外国の方かな？」

「外国じゃない。異世界だ。あたしは別の世界からやってきたハラミだ」

　アーネリアをサッカーボールのように雑に抱え、ハラミは答えた。警察官は困惑。

「……じゃあ、苗みよう字じはなんていうのかな？　苗字、つまりはファミリーネームのことなんだけど」

「ない。あたしはただのハラミだ。獣人の子孫には家柄なんてないからな」

「……真面目に答えてくれるかな？　『ただのハラミ』だとね、それ日本だと『ただの肉の部位』だから。ファミリーネームを言ってくれれば、こっちもまだ譲歩できるけど、ミノとかハラミじゃ調書が書けないんだよ」

「よく分かんないな。じゃあ、それでいいよ」

「うん？」

「ミノにする。あたしは今からミノ・ハラミだ」

「…………」

　警察官の顔が険しくなっていき、久美は慌てて間に入った。

「すみません！　この子、まだ日本語に慣れてないだけなんですっ」

「……まあ、いいけどね。じゃあ、もう一度訊きくよ？　お名前は？」

「ミノ・ハラミだ」

「よし、署までご同行願おうか？」

「すみません！　違うんです、おまわりさんをからかってるんじゃないんです！」

「そう言われてもねえ」

「いやあの……じ、実はこの子、本当にミノ・ハラミって名前なんです！」

「……ミノっていうのは本官が言った単語だよね？」

「ぐ、偶然の一致です。ほら漢字もちゃんとありますから、わたし、書きますね！」

　警察官の調書に勢いで『三み乃のハラミ』と書く。苗字のところはとっさの当て字だ。全部カタカナよりは多少真実味が出るだろう。

　正直、信じてはいないだろうが、警察官は久美の必死な様子を不ふ憫びんに思ってくれたらしい。ハラミのことはそれまでにして、今度はマイの方を向く。

「次、君の名前は？」

「マイよ」

「……ファミリーネームは？」

「ないわ」

「君たちねえ……」

「君たちとかじゃなくて、わたしのことは敬意を込めて『マイさん』って呼びなさい」

「……なんだって？」

「あなた、こっちの世界の騎士団でしょ？　なのに、なんなのその貧弱な体は？　己の肉体を鍛える者として、わたしの方が明らかに格上よ。だから敬意を込めてちゃんと呼びなさい。わたしのことはマイさ──」

「──まいさか！　この子の苗字は舞まい坂さかって言うんです。なんか色々言っているのは不思議ちゃんの妄想です。名前書きます！　はい、書きました！」

　警察官の額に青筋が浮かび出したのを見て、久美は必死に話題を転換。マイの言こと葉ば尻じりから無理やりに苗字を作り、調書に『舞坂舞まい』と記入する。

　もう勢いで乗り切るしかない。久美は強引にケーへと話題を変える。

「はい、次！　ちゃんと名前を言って！　苗字もね！」

　と言いつつ、まともな答えが出ないことはすでに予想している。ケーがおかしなことを言い始めたら即座に誤ご魔ま化かそうと身構える。

　しかし意外にもケーは空気を読んでいた。小声で久美へと囁ささやいてくる。

「（大丈夫です。私は現在の状況についてきちんと理解出来ています。ご心配なく）」

「（ほ、本当？　信じていいのね？）」

「（もちろんです。私は解放軍では参謀をしていましたから、状況の把握と対応は本業のようなものです）」

　黒髪をなびかせ、ケーは警察官へと向き直る。

「お待たせしました。私はケーと申します。ファミリーネームは──」

　メガネの奥の視線が素早く周囲を観察する。

　目を留めたのはそばにあった店の『スナック　草くさ薙なぎ』という派手な色の看板。

「草薙と申します。字はこうです」

　久美の手から調書を受け取り、達筆な字で『草薙』と記入。すると警察官の顔から険しさが多少和らいだ。それを見て、久美も胸を撫なでおろす。しかし。

「そして、名前の字はこう書きます」

　メガネの奥の視線がちらりと見たのは、古いコンビニの看板。そしてケーは『草薙』の苗字のあとにこう書いた。アルファベット一文字で──『Ｋ』と。

　警察官が『ん？』と眉まゆを寄せる。まともな相手かと思ったら違うのか、という顔だ。

「確認するよ。草薙……Ｋさんってことでいいのかな？」

　警察官の手が調書へ伸びる。途端、ケーは笑顔のまま拒絶した。

「あ、それ以上、近寄らないで下さい。私、男性が嫌いなので」

「は？」

「一応、きちんと会話はしますのでご心配なく。でもそれ以上、近寄らないで下さい。男性のムサ苦しい空気が嫌なんです」

　警察官の頰はピクピクと引きつっていた。やっぱりコイツも本官をからかっている、という顔だった。久美は横で頭を抱える。

「……あの、おまわりさん。違うんです。何が違うのかって言うともう言い訳も出てこないけど、とにかく違うんです」

　しかしもう耳を貸してもらえない。国家権力の化身は重々しく言った。

「三乃ハラミさん、舞坂舞さん、草薙・Ｋさん、そして本天沼久美さんね。それじゃあ四人とも──」

　死刑宣告のように告げられた。

「──署まできてね。話はそこで聞くから」




　　　　◇　◇　◇




　数時間後。

　夕方になったおばけ屋に久美と異い世せ界かい人びとたちの姿はあった。

　店とは戸で仕切られている場所に居間があり、畳にちゃぶ台と座布団、あとはテレビが置いてある。

　何枚も重ねた座布団にでんっと座っているのは、彼女たちのリーダーである。

「改めて自己紹介をさせてもらおう。私が解放軍を率い、魔王ヴァルヴァランを追ってこの世界にやってきた、姫騎士アーネリアだ」

　威厳ある口調だった。

　だが犬だった。

「本天沼久美、君のおかげで私は本当に助かった。仲間たちも色々と世話になってしまったようだ。心から礼を言わせてくれ」

　アーネリアは大仰に頭を下げる。……頭と胴体の境目はイマイチ分からないが。

「……いや、うん。お礼はいいんだけどさ……」

　ちゃぶ台に肘ひじをつき、なんでこんなことに……、と久美は頭を抱える。

　警察署への連行後、当然のように異世界人には身元を保証するものが何もなく、輪をかけて面倒なことになりかけた。そこでダメ元なのを承知で、久美が京都の数少ない知り合い──おばけ屋の両隣の住人たちに連絡してみたところ、なぜかさらりと釈放になった。

　あまりに上手うまくいったので逆に怖くなりつつも、どうにかおばけ屋に帰ってきて、ついでに流れで彼女たちも連れてきてしまい、なんとなく流れで自己紹介をし、なんとなく今に至るのだが……目の前で犬が喋しやべっている状況はやはり頭が痛くなってくる。

「……口にするのも抵抗があるんだけど……ええっと、アーネリアだっけ？　……あんたたちは本当に違う世界からやってきたの？」

「その通りだ。私たちは元の世界で『煉れん獄ごくの魔王』ヴァルヴァランと戦い、あと一歩のところまで追いつめた。しかしヴァルヴァランが『魔王転生』の術式で、こちらの世界に逃げてしまってな。それを追って、私たちも転生してきたんだ」

「それで……アーネリアだけ転生に失敗し、犬の姿になってしまったというわけですね。道理で捜しても見つからないはずです」

　横に座っている『ケー』改め『草薙・Ｋ』が大きくため息をつく。どうやら最初にアーネリアに気づかなかったのも致し方なし、ということにしたいらしい。

　さらにその横では『マイ』改め『舞坂舞』が「ほー……」とテレビを興味ぶかそうに見つめている。画面には流行の女性アイドルグループが映っていた。異世界にはアイドルなんていないから珍しい……とかだろうか？

　さらにその横──というか、久美の真隣では『ハラミ』こと『三乃ハラミ』が身を乗り出してきていた。

「なあなあ、久美！　さっきのタクシーっていうやつ、すごいな！　馬もいないのにギューンッて走ってきてびっくりしたぞ。あれ、あたしも乗りたい！」

「あーもう耳元でうるさい。知らないわよ。自分で勝手にしたら？」

　ハラミがずいずい顔を寄せてくるので、頭を押さえつけて押し退ける。

　向かいでは犬が大物っぽく笑っていた。

「はっはっは、ハラミがそんなに機嫌よく話すなんて珍しいな。良いいことだ。久美、ハラミと仲良くしてくれてありがとう」

「……これが仲良くしてるように見えるならどうかしてるわよ」

　手のひらの下で「タクシー！　タクシー！」とのたまうハラミを押さえつけ、久美は思いっきり顔を顰しかめる。

　だが犬のリーダーは取り合わず、座布団の上で居住まいを正した。……犬が座り直してるようにしか見えないけど。たぶん居住まいを正してるのだと思う。たぶん。

「ヴァルヴァランは悪しき魔王。この世界でも悪事を企もうとするはずだ。我々は早急に奴を見つけ、倒さなければならない。この世界の人々に迷惑は掛けられないからな」

「今まさにわたしに迷惑が掛かってるんだけど？」

「頼れる者のいない異世界で、久美のような協力者を得られたことは幸いだった。これからも一つ、よろしく頼む」

「そりゃあまあ、犬のリーダーやら無銭飲食するダンボール娘たちに協力する人なんていないでしょうけどね……って、うん？」
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　ジタバタするハラミを押さえたまま、首を九十度傾ける。

「これからもよろしく頼む……ってどういうこと？」

「ん？　Ｋたちとそういう話になってるんじゃないのか？」

「なってないわよ！　なんでわたしがワケ分かんない異世界人たちとよろしくしなきゃいけないの!?」

「そうは言っても、この世界の常識を鑑かんがみるに……私たちのことを受け入れてくれる者などそうそういないだろう？」

「そりゃそうよ！」

「しかも私たちには現状、拠点がない。それどころか宿すらない。なので済まないが、しばらくここで厄介にならせてほしい。安心しろ、久美。早急にヴァルヴァランを見つけ出し、この世界の平和は私たちが必ず守る」

「いやいやいや！　世界はどうでもいいから、わたしの新生活を守ってよ……っ!?」

　全力で拒否しようとしたが、アーネリアはお姫様っぽく泰然としている。居座る気満々でなんなら王族の風格すら漂わせていた。……犬なのに。

　Ｋも完全にアーネリアサイドで「私も多少の家事ならお手伝い出来ますから」と言って間を取り持とうとしてくる。舞の方は相変わらず「……可愛い。いいなぁ……」とテレビのアイドルに夢中になっていて、ハラミの「タクシー！　タクシー！」という熱いタクシーコールも鳴りやまない。

　久美は体を捩よじって頭を抱えた。

「もう嫌ぁ！　なんなのこの状況はーっ!?」

　今日何度目かの久美の絶叫がおばけ屋に木霊した。







　本天沼久美、十八歳。亡き祖母の駄菓子屋を継ぎ、京都の美大に通う新生活は──こうして苦難のスタートを切ったのだった。








第二章　魔王転生






　煉獄の魔王ヴァルヴァラン。

　幾多の街を焼き、幾多の国を滅ぼし、その悪名は世界の果てまで轟とどろいていた。

　ヴァルヴァランを魔王たらしめた要因を挙げようとすれば、十や二十では足りない。

　たとえばヴァルヴァランの率いていた、魔獣の軍団。魔獣とは古来より人間を脅かす悪しき存在であり、相当に高位の魔術師たちでなければ、容易に使役出来るものではない。

　しかしヴァルヴァランはいかなる秘術を用いたのか、各地の魔獣をたったひとりで意のままにまとめ上げ、どんな騎士団でも敵かなわない最強の軍団に変えてしまった。

　また戦力という意味では配下の四将の存在も大きい。ヴァルヴァランに付き従うこの四体の魔獣はそもそもは世界の四方に君臨する魔獣の王であったという。それがヴァルヴァランの傘下に入ることでさらなる力を与えられ、人間と同等の知性と知略を手に入れた。その狡こう猾かつな罠わなの数々には多くの戦士たちが苦しめられた。

　だがヴァルヴァランを魔王という超越的な存在にした最も大きな要因は、内在するマナの膨大さであった。マナとは世界に根付く、原初の力である。人々は皆、世界──つまりは自然界のマナを享受することで生きている。体内で少量のマナを生成することはあっても、それはあくまで補助的な役割しかない。自然界のマナで生かされているからこそ、人々は世界の平和を願うのだ。

　そんななかヴァルヴァランは、生まれた時から体内に世界と比肩する量のマナを有していた。自然界からの享受など必要としない。言わば巨大なマナ貯蔵庫である。

　己が世界と同等ならば、世界に頭こうべを垂れる必要はない。

　この世を征服せんとするのは彼女にとってもはや必然であった。

　アーネリアという稀き代たいの勇者がいなければ、かの世界はヴァルヴァランによって焦土と化していたことだろう。

　しかしその姫騎士アーネリアと解放軍の勇者たちでさえ、ヴァルヴァランを仕留め切ることは叶かなわなかった。

　魔王転生。

　輪りん廻ねという不可視の法則を術式として解析し、意のままに操ることを可能とした、まさしく世界と同等の魔王にのみ許された秘術。

　その御み業わざにより、ヴァルヴァランは異世界へと転生した。四将という恐るべき配下たちを共に連れて。

　かの世界を恐怖の混こん沌とんに叩たたき込んだ魔王。その存在が我らの世界にどれほどの脅威をもたらすのか、それはまだ誰も知らない──。







　ヴァルヴァランは深い眠りの淵ふちから目を覚まし、ゆっくりと瞼まぶたを開いた。

　目覚めと同時に確認するのは、自らの生。

　胸の内に鼓動を感じる。指を動かすと、拳こぶしを握ることができた。足の方も同様だ。

　……生きている。私は……生きている。

　唇が鮮やかに弧を描く。

　……ふふ、成功だ。私は転生した。新たな世界にやってきた……っ。

　勝ち誇った笑みで、体を起こす。

　そして周囲を観察した。寝かされていたのは上質なソファーだった。魔王の寝所としてはやや物足りないが、貴族が所有する程度の高級品であることは寝心地で分かる。

　部屋は薄暗く、見慣れない家具がいくつも並んでいる。

　……ふむ、少し『知識』が必要だな。

　瞼を軽く閉じ、集中を高める。『魔王転生』には転生先の知識を補完する術式を組み込んである。程なくして、求める知識が湯水のように流れ込んできた。

　目の前にあるのは液晶テレビ。どうやらこの世界の情報媒体のようだ。ソファー右手にある設備はダイニングキッチン。あそこで調理などをするらしい。部屋奥にはケージがあり、何匹かの小動物がいる。おそらくペットか何かだろう。

　部屋の形状からして、ここはマンションという集合住宅の一室のようだ。

　身の回りのことはこれでだいたい分かった。ヴァルヴァランはさらにこの世界の統治状況などの知識を得ようとして──眉まゆを寄せた。

　……なんだ？　術式がこれ以上働かん……。

　どうやら『魔王転生』はすべて成功というわけにはいかなかったらしい。目の前の家具などの情報を得たきり、術式に齟そ齬ごが出てきた。

　おそらく言葉程度はもう話せるだろうが、それ以外の知識は直接見聞するしかなさそうだ。

　仕方ない。あとは……目の前の女に訊きくか。

　ヴァルヴァランはすっと視線を下げる。ソファーとテレビの間には小型のリビングテーブルがあり、そこにひとりの女が寝ていた。

　歳は二十五ぐらいといったところか。服が床に脱ぎ散らかされており、本人はキャミソール一枚というあられもない姿だ。テーブルにビールの缶が散乱しているところを見ると晩酌をしたまま寝落ちしたのだろう。

　なんとも気の抜けた寝顔だった。それだけでこの世界の安穏さが想像できる。

　だがそうして見ていると、パチッと女の瞼が開いた。まさかこちらの視線に気づいたわけではないだろうが……女はどこか隙のない笑みで瞼を擦こする。

「あー、よく寝た。……で、あんたの方も起きてたのね、お嬢ちゃん」

　……お嬢ちゃん？

　この絶世の美女を前にして『お嬢ちゃん』とは……ずいぶん面白い冗談だ、とヴァルヴァランはソファーに背を預け、大仰に足を組む。

　そこでふと気づいた。

　……ん？

　足が短い。決してオークのような短足というわけではないが、艶なまめかしかった長い足がまるで頼りない細枝のようになっている。

　……これはどういうことだ？

　慌てて両方の手のひらを見つめる。やはり小さい。蓮はすの葉のようだった手のひらが今は小さな紅葉のようになっていた。
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「何を不思議そうな顔してるのよ、お嬢ちゃん？」

「ぶ、無礼者っ。お嬢ちゃんなどと、誰に口を……利いている……のか」

　怒鳴りつけたつもりが、どんどん尻しりすぼみになった。

　声が幼い。まるで年端もいかない幼子のような声だった。

「わ、私……わた、し……わたしは……」

　わなわなと震え、顔を上げる。

「お、女っ。鏡を持て！　今すぐに！」

「ああん？」

　ドスの利いた声が返ってきて、ビクッと肩が震えた。煉れん獄ごくの魔王にあるまじき醜態だったが、心より先に体が反応してしまっていた。

　女はテーブルを乗り越え、こちらの頭を強く摑つかむ。

「駄目よー？　目上の人にはちゃんとした言葉遣いをしなきゃ。学校で習わなかった？」

「だ、誰が目上かっ。わたしは煉獄のまお──」

「──二度言わせる気？」

「す、すみませんでした……っ」

　異様な殺気に背筋が伸びた。怖い。なんだかすごい怖い。解放軍の狂戦士と同じくらい危険な匂いがする。

　女は頭から手を放し、にこりと笑う。やはりどこか安心できない、怖い笑顔だった。

「よしよし、いい子ね。お姉さん、素直な態度はとっても好きよ？　子供もペットもやっぱり素直じゃなきゃ可愛くないわよね」

「…………で、ですよねー」

　子供とペットを同列とは、魔王が言うのもなんだが、どんな世界なんだろうかここは。

「んで、鏡がほしいんだっけ？　だったら確かここに……」

　女は服と一緒に放り出されていたハンドバッグをごそごそと漁あさり、四角い板を取り出した。術式で組み上げておいた知識からスマホだとわかる。動画モードで鏡代わりにし、画面に映った自分を見て、ヴァルヴァランは啞あ然ぜんとした。

「子供……!?　それもなんと幼い。もはや幼女ではないか……っ」

　歳は十一歳といったところだろうか。吹けばとんでしまいそうなほど小柄で、病弱さを想起させるほど肌が白い。手足に至ってはもはや本当に棒のようだった。

　かつての絢けん爛らんさが噓のように、弱々しい。その頼りなさを実感してようやく、もう一つの重大なことに気づいた。わずかな膨らみさえない胸に手を当て、絶句する。

「……マナがない」

　世界に比肩するほどのマナが根こそぎ失われていた。転生の際に消失したのか、それともどこかにちらばってしまったのか。とにかく生命維持に必要な最低限の量だけを残し、魔王のマナが消え去っていた。

　……これでは普通の人間だ。今のわたしは……ただの幼女だ。

　魔王としての自負が音を立てて崩れていくのを感じた。魔王を最も魔王たらしめていたのは規格外の圧倒的なマナである。それさえあれば、たとえ異世界がどんな場所だろうと問題ないと思っていた。なのに……。

「わたしはこの先、どうすれば……」

「あらあら、なんだか突然しょんぼりしちゃったわね？」

　無遠慮に顔を覗のぞき込まれ、ビクッと体が震えた。

「あ、えっと……」

　怖い。目の前の女がさっきよりもずっと怖く感じた。今の自分がいかに無力か、気づいてしまったからだ。

「そんな怯おびえた顔しなくていいわよ。何も取って食ったりしないから」

「ほ、本当……ですか？　たとえば腸はらわたを引き裂いて、城門の前で見せしめに晒さらしたりとかは……」

「怯えてるわりにえげつないこと考えるわね。しないわよ。腸を引き裂くんだったらあんたを拾った時にとっくにやってるわ。だって素っ裸だったんだから。ちなみに今着てるワンピースは私の私物ね。なんで幼女用の服なんてウチにあるのかは企業秘密だから聞かないよーに」

「あ……はい、分かりました」

　何がどう企業秘密なのかは分からないが、従順に頷うなずいた。下手に反抗して女を怒らせるのは恐ろしい。

　スマホをテーブルに置いて見てみると、確かに自分はワンピースを着ていた。スカートが花びらのように広がった、ピンクのワンピース。まるで深窓の令嬢のような服装だ。

　女はビールを手にし、残りをちびりとやりながら言う。

「とりあえず自己紹介ね。私は鷺さぎノの宮みや優ゆう子こ。可愛らしく優子先生って呼んでくれればいいわ」

「優子……先生？　教師……なんですか？」

「そんなところよ。だから夜中に素っ裸の幼女が落ちてたら放ってはおけないわけだ。小学校教師としては皆まで言わずに拾って帰るわけよ」

　落ちてたとか拾うとか、言葉のチョイスが一々おかしい気がする。しかし助けてもらったのは事実のようなので口は挟めない。

　この女──優子曰いわく、ヴァルヴァランは鴨川という川のそばで倒れていたらしい。ちょうど仕事帰りだった優子が見つけ、このマンションまで拾ってきたという。

　魔王転生で肉体が再構成されたのがその鴨川のそばだったのだろう。状況としては納得の出来る話だった。

「で、拾われ幼女。あんたの名前は？」

「わたしの名前……」

　包み隠さず話して大丈夫だろうか。正直、転生後はこの世界を征服するつもりでいた。言わば自分はこちらの人間にとって侵略者だ。

　迷っていると、優子がテーブルにビールを置いた。

「言いたくないなら言わなくてもいい、なーんて甘いことは言わないわよ？　拾われた以上、あんたには洗いざらい身の上を話す義務がある。私も黙って家に置いといて、誘拐犯扱いなんてされたくないしね」

「…………」

　……彼女の言うことは正しい。弱者は強者に従うしかない。その摂理に従って自分はかつての世界を支配した。今の自分は哀しいほど弱者だ。ならば選択権はない。

「……わたしの名前はヴァルヴァランといいます」

「ヴァルヴァラン？」

「……はい。異世界からやってきた、『煉獄の魔王』です」

「ふむ」

　続けて、と優子は手で示した。ヴァルヴァランは膝ひざの上でぎゅっと手を握り、懺ざん悔げのように告白する。

「わたしは……元の世界で色んな国を滅ぼし、多くの民を蹂じゆう躙りんしてきました。でも解放軍が現れて、瀕ひん死しの重傷を負わされてしまったんです。それで……配下の四将と共にこの世界に転生してきました。優子先生に拾ってもらった時、何も着てなかったのは肉体だけ再構成したからです。服は生まれ変われないので……」

「なるほど」

　腕組みで頷き、優子はいきなり立ち上がった。

　攻撃されるっ、と思い、ヴァルヴァランは慌てて捲まくし立てる。

「で、でも今はマナを失ってしまったので国土を焼くような力はないんです……っ。念のために息の根を止める──という考え方は分かりますが、わたしは優子先生に逆らうつもりはありません。だから……っ」

　と、そこまで必死に言って、目を瞬しばたたいた。

　優子は攻撃してこなかった。ただダイニングキッチンにいっただけで、戻ってきた手には新しい缶ビールがある。プルタブがプシュッと音を立てた。

「つまり家出少女の不思議ちゃんなわけだ」

「へ？　ふし……なんですか？」

「あー、いーいー。そんなこったろうと思ってたから。ま、無下にはしないから安心しなさい。私にもそんな時期あったしねー」

「え？　あの、優子先生……？」

「警察とか絡むと厄介だから手は回しといてあげる。しばらくウチにいなさい」

「い、いいんですか……？」

「いいも悪いも行く当てなんてないでしょ？　異世界から来たっていうなら」

「は、はい」

　驚いた。なんと善良な人間なのだろう。世界レベルの侵略者にこんな温情を掛けるなんて、元の世界の大司教にだって出来はしないはずだ。

「ありがとうございます。優子先生は……すごく徳の高い方なんですね」

「徳が高い？　私が？　ないない！」

　なぜか爆笑された。

　優子はまたテーブルを乗り越えてきて、こちらの細い体を抱き寄せる。

「私は暇つぶしがしたいだけ。ちょうど退屈してた時にたまたまあんたを拾っただけよ」

　酒臭い吐息がどこか妖よう艶えんに感じた。濡ぬれた瞳ひとみから漂うのは、甘く痺しびれるような危うさ。どこか昔の自分と似ているような気がした。

　だからだろうか。信用出来ると思った。この人はきっと……逆らいさえしなければ、敵にはならない。

「ま、そんなわけだから、これからよろしくね──らん」

「らん？」

「ヴァルヴァランじゃ物々し過ぎるでしょ。らんでいいわよ、らんで」

「……分かりました。今日からわたしは、らんです」

　ヴァルヴァラン──らんはコクコクと頷いた。きっとこの名前の方がこちらの世界では通りがいいのだろう。彼女が言うのなら逆らう気はない。

　精神というものは肉体に大きく左右される。幼女の姿となり、さらにはマナを失ったショックも重なり、らんの精神は大きく変容し始めていた。

　こんな自分を見たら配下の四将たちはなんて言うだろうか……そんなことを考え、らんはふと思い至る。

「あの……優子先生。わたしの他には……誰か倒れてませんでしたか？」

「他に？」

「はい……四人ぐらい」

「なに？　それもらんと同じ魔王なの？」

「あ、いえ……わたしの配下たちです。四将という残虐非道な魔獣たちなんですが」

「とくにいなかったわねえ。魔獣なんていたら大騒ぎになってると思うけど、平和な夜の川辺だったしね」

「そうですか……」

　しゅん、と目を伏せる。どうやら四将は近くにはいなかったらしい。自分が幼女の姿で転生してしまったくらいだ。四将も別の姿になってしまっているか、もしくは元の世界に取り残されているのかもしれない。

「一応、あんたの他っていうと、川辺に面白げな小動物がいたから拾ってきたけど。ほらそこのあれ」

　優子が指を差すのは、さっきも見た部屋奥のケージだ。

　そこにはカメ、イグアナ、ハリネズミ、ヘビという四匹の生き物が雑な感じに入れられていた。

　あまり交ぜて飼うようなものではない気がするが、小動物たちにとくに争うような様子はない。それどころか、らんが視線を向けると、なぜか一斉に勢いづいた。

　カメは高速で首を出し入れし、イグアナは激しく喉のどを鳴らし、ハリネズミはピンッと針を張り詰め、ヘビはハイスピードで舌をチロチロする。まるで何かを訴えかけたいようである。

「あら、いきなり元気。さっきまでピクリとも動かなかったのに。ひょっとして、あいつらがその……四将？　なんじゃない？　数も四匹で合ってるし」

　ふざけ半分の口調で優子が言い、ケージのなかでは小動物たちが首がもげそうなほどにブンブン頷いていた。しかし、らんは「ふふ」と幼女らしい笑みで首を振る。

「それはないです。いくら転生に失敗したからって、動物に生まれ変わったりなんてするはずありませんから」

　あらそう、と優子は興味なげに頷いた。

　むしろらんの笑顔が気に入ったようで「意外に可愛い顔で笑うじゃない」とほっぺを突つついてくる。らんも「あ、えっ、あの……ありがとうございます」と赤くなる。

　そんな二人の後ろでは小動物たちが滝のような涙を流していたのだが──まったく気づいてはもらえなかった。




　　　　◇　◇　◇




「だーかーら、チョコ関係の包装紙はプラスチックゴミだって言ったでしょ？　こっちの袋に入れなさい、こっちに！　何度言えば分かるのよ、もう」

「んなこと言ったって、こんなテカテカした紙、あたしたちの世界にはなかったし」

「言い訳しない！　あんたたちがちらかしたんだから、ちゃんと片付けてもらうわよ」

　久美はおばけ屋のレジの前に仁王立ちしていた。

　その視線の先では赤髪の少女──ハラミが「えー」と不満そうに言い、のそのそと片付けを再開する。着ているのはもうダンボール紙ではなく、Ｔシャツと短パン。昔、祖母がバザーで大量に買ってきた服が押し入れにあったので、そのなかのものを着させた。

　自称・異世界人たちが店を荒らした、翌日。

　今日は久美の指揮の下、朝から全員で店内の大掃除をしている。もともと彼女たちが荒らしたものなので、きれいにするのは当然のことである。不法侵入その他諸もろ々もろでもう一度警察に突き出さないだけありがたいと思え、とは久美の談。

「いい？　わたしはとっととここを片付けて、一日でも早くおばけ屋を再開したいの。今日中に全部終わらせるからね」

「無理だってそんなのー。ほらここなんて棚ごと倒れてるんだぞ？　……お、なんだこの小ちっこいの？　回して遊ぶのか？」

　倒れた陳列棚のなかからベーゴマを見つけ、ハラミは目を輝かせた。棚に貼ってある説明書きを見て、見様見真似でコマを回そうとし始める。

　さっきから目を離すとすぐこれだった。久美としては居間や二階も掃除したいのだが、店内がこの調子なのでどこも一向に進まない。

「なー、久美。これぜんぜん回んないぞ。楽しくない。不良品？」

「ウチに不良品なんてないわよ。それは一度紐ひもを巻いて──こう回すの！」

「おー！」

　昔、祖母に教えてもらった要領でコマを回すと、意外に上手うまくいった。ハラミが歓声を上げるので、つい得意になって「ふふん、どーよ？」と胸を張る。……が数秒して我に返った。

「……違う違う。掃除をしなくちゃなのよ、今は」

　反省。こっちが乗せられてどうする。

　見れば、ハラミは回っているコマを物珍しそうに眺めている。

　昨日はアーネリアを助けるために一目散に駆けていったハラミだが、どうやら普段はそこまで気を張っているわけではないらしい。片付けは全然しないし、目を離すとすぐに遊び始めてしまうし、なんだか小学生男子のような性格だった。

「ほら、ハラミ。いつまでもコマ見てないで、そこら辺のゴミ拾いなさいよ」

「えー、久美が回し始めたんだろ？　これが回り終わるまで待って。な？」

「だーめ」

　そんなふうに言い合いをしていると、ふいに陳列棚がゴゴッ……と動いた。

　横倒しの状態からいきなり起き上がってきたので「うわっ」と思わず声が出てしまう。

「あ、ごめん。驚かせちゃった？」

　陳列棚の陰から顔を出したのは、青髪の小柄な少女──舞だった。

　着ているのは地味なジャージ。せっかく可愛い顔をしているのにやっぱり勿もつ体たいない。

　しかし棚は久美の背丈より高く、かなりの重さがあるはずだ。なのに舞は細腕一つで軽々と持ち上げている。

「なんていうか……舞ちゃん、力持ちなのね？」

　舞はハラミのようにサボることはなく、真面目に片付けをしてくれている。お姫様だっこされた照れもあり、久美はなんとなく『ちゃん』付けで呼んでいた。

　舞は酢ダコのプラスチックケースを棚に戻しつつ、答える。

「わたし、ずっと修行して体を鍛えてたから、こっちの世界でも少しのマナさえあれば多少は力が出るみたい。……と言ってもせいぜい斥候レベルで、魔獣の群れを薙なぎ倒したりは出来ないけど」

「いや、京都に魔獣は出ないから大丈夫だとは思うけど」

「そっか。ならよかった……のかな」

　どこか所在なげに舞は頷うなずいた。彼女は拳けん法ぽう家からしいので、ひょっとすると力を振るう場所がないのは手持ち無ぶ沙さ汰たなのかもしれない。そんなことを思わせる横顔だった。

　……まあ、それでご近所に魔獣だかなんだかが出てきても困るのだけど。

「あのさ、久美」

「ん、なに？　舞ちゃん」

　プラスチックケースを並べ終え、髪と同じ青い瞳がこっちを向いた。

「色んな絵が動いていた、あの四角いやつ……ええっとなんだっけ？」

「絵が動く？　ああ、テレビのこと？」

「そう、そのテレビに昨日出てた……」

「アイドルね。わたしもグループ名は分からないけど、みんなの前で歌ったり踊ったりする人たちよ」

「アイドル……みんなの前で歌ったり踊ったりする人……」

　甘い蜜みつをそっと啄ついばむように、舞はその言葉を唇に乗せた。まるで母親の口紅をこっそり塗る少女のような秘めやかな雰囲気だった。

　その横顔は先ほどまでと違って、どこか熱を帯びていて、横で見ていると、妙にドキドキしてしまう。

「舞ちゃん、アイドルに興味あるの？」

「分かんない。でも可愛くて、すごくキラキラしてたから……いいなぁと思って」

「キラキラかぁ。だったら舞ちゃんもなれるんじゃない？　アイドルに」

「わ、わたしがっ？　無理だよ、そんなのなれるわけないじゃん！　何言ってんのよ、久美」

　軽い気持ちで言ったら、なぜか驚かれてしまった。舞は逃げるように棚の後ろへまわって、片付けを再開する。

　今時、アイドルの動画ならスマホでいくらでも観られる。片付けが終わったら観せてあげようかな、と思っていると、土間の方からＫがやってきた。

　その手にはお盆とお茶、あとは煎せん餅べいなどのお茶菓子がある。

「久美さん、お茶を淹いれましたから、そろそろ一いつ旦たん休憩しませんか？」

　土間のサンダルを自然に履きこなし、Ｋはお盆を掲げてみせる。

　着ているのは、ネクタイの付いた細身のレディーススーツ。秘書っぽい雰囲気のＫにはよく似合っていた。

　彼女には土間の掃除を頼んでいたのだが、気を利かせてお茶を淹れてきたようだ。如才ないというかなんというか、感心を通り越して呆あきれてしまう。

「ハラミみたいなのも困るけど、Ｋさんみたいに普通に順応されるのも反応に困るわ……なんで日本茶とか淹れられるのよ」

「お茶っ葉の袋に淹れ方が書いてあったんです。私は学者畑なので、こちらの世界のことを知るのが楽しくて。あ、ついでに久美さんのお湯加減の好みも教えて頂けますか？」

「そんなの知ってどうするのよ……」

「これから毎日淹れることになりますし」

「あのね、確かに昨夜ゆうべは流れで泊めちゃったけど、わたしはあんたたちをここに住まわせるなんて言ってないからね？」

「まあまあ、とりあえず一杯どうぞ」

　さらりとかわされてしまった。湯ゆ吞のみを受け取って口に運ぶと、なかなかちょうどいい熱さだった。……学者畑、侮れない。

　ちなみに年齢を聞いたところ、彼女は同年代らしいのだが、いつの間にか『久美さん』と呼ばれていたので、こちらも『さん』付けで返している。

「ハラミ、舞ちゃん。Ｋさんがお茶淹れてくれたから休憩するわよ」

「おー」

「ん」

　それぞれに返事がきて、居間へ移動する。結局、ハラミはベーゴマで遊び続けていたので、軽く小突いてやる。「痛いてっ」とふくれっ面をするが、Ｋのお盆のお茶菓子を見つけてすぐにご機嫌になった。本当、小学生男子のようだ。

　そうして居間に入ると、モコモコした不定形で、見ているこっちが不安になるような背中があった。

　ハラミたちのリーダーこと現在は犬、アーネリアである。

「お、片付けは終わったのか？」

　彼女はテレビを観ていたようで、ぐるんっと首を回してこちらを向いた。……ちなみに首と背中の境目が曖あい昧まいなので、まるで巨大なスポンジが回転したような動きだった。色々と心臓に悪い。

　胸の動どう悸きを抑えつつ、ちゃぶ台の前に座る。

「まだよ。ハラミが遊んでてちっとも進まないの」

「なんと……。ハラミ、理性を失っていたとはいえ、久美には多大な迷惑を掛けたのだ。償いはきちんとしなくてはいけないぞ」

「わーってるって」

　微妙に面倒くさそうに言い、ハラミはもう煎餅をかじり始めている。「まったく」とアーネリアは嘆息。

「すまないな、久美。狂戦士ゆえか、ハラミは戦いの時以外はこの調子なのだ。許してやってくれ。私が片付けを手伝えたらいいのだが……」

「いや、大丈夫よ。別にアーネリアがちらかしたわけじゃないんだし」

「しかし私にもリーダーとしての責任がな」

「いや本当に……さすがのわたしでも犬に店の片付けさせようとは思わないわ」

「そうか……恩に着る。くっ、私もこんな姿でさえなければ……っ」

　ほろり、と涙するアーネリア。

　ハラミたちの話では彼女も元は人間だったらしい。しかもすごい美人で、すごいカリスマ性を持っていたとか。それが今は犬。事情はよく分からないけれど、思うところはあるだろう。とりあえず深くは聞かず、そっとしておく。どう聞いたところで犬に生まれ変わった話なんて共感してあげられないし。

「まあまあ、アーネリア。とりあえずお茶をどうぞ」

「ああ、すまんな、Ｋ」

　湯吞を差し出され、どうするのかと思ったら、器用に前足で摑つかんでみせた。大きな口で見事にお茶をズズ……ッと啜すする。まるで動物びっくりショーでも見てる気分だ。

「ねえねえ、アーネリア。テレビ観てたの？」

　舞がちょっとソワソワしながら訊たずねる。たぶんアイドルの出ている番組を観たいのだろう。だがそんな舞の気持ちには気づいていない様子で、アーネリアは重々しく頷いた。

「ああ。ニュースを観ていたんだ」

「ニュースですか。確か……この世界の情報を教えてくれる水晶通信のようなものでしたっけ？」

　Ｋの言葉にアーネリアは頷き、湯吞を置く。

「もしもヴァルヴァランが動けば、必ずニュースになるだろうからな。朝からずっと監視していたのだ。幸い、まだ街一つ滅んだり、魔獣が地平を埋め尽くしたりといった事件は起きてないようだが」

「そんな事件起きたら堪たまらないわよ……」

　思わず横から突っ込んだが、アーネリアの耳には入らなかったようだ。犬のリーダーは深刻そのものの顔で言う。

「『魔王転生』の術式から考えると、ヴァルヴァランは私たちの近くに転生している可能性が高い。一刻も早く見つけ出し、奴を倒さなくてはならない」

「でも……」

　Ｋが控えめに手を挙げる。

「ヴァルヴァランを見つけたとして、どうやって戦いましょうか？　魔術師の私は自然界のマナがなければ魔術を使えませんし、ハラミも身体能力が普通の人間並みになっています。多少、かつての動きが出来る舞であっても……」

「ヴァルヴァランが以前のままだったら、わたし一人じゃちょっと勝てないよ？」

「で、最強のアーネリアは犬だしな？」

　ボフボフッとハラミがアーネリアの毛並みを雑に叩たたく。

「コラやめろ！　私だって好きで犬になったわけじゃないぞ!?　わんわんわんっ！」

「お、おおう……」

　どうやら興奮すると犬語になってしまうらしい。吠ほえたてられて、ハラミがちょっと引いていた。まんまな犬っぽさに久美もその横でちょっと引く。

　……しかし、どこまで信じていいのやら……。

　何やら本人たちは深刻そうだが、魔王だの魔獣だのと言われてもピンとこない。まあ、目の前でアーネリアが喋しやべっているので、もう頭ごなしに否定は出来ないが……それでも全体的には半信半疑だ。

　……とりあえずこのまま居座られるのだけは勘弁だわ。

　せっかくの新生活を台無しにされるわけにはいかない。どうしたもんかと考え込んでいると、ふいに──アーネリアの毛がハリネズミのように逆立った。さっきまで叩いていたハラミが驚いて飛び退く。

「うわ、そんなに怒らなくてもいいだろ!?」

「違う！」

　座布団から飛び下り、アーネリアは告げた。

「ヴァルヴァランの気配だ！　この店の近くにいるぞ……っ！」

　その声はこれまでにないほど緊迫感に満ちていた。
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　アーネリアが気配を察知する、三十分ほど前。

　ヴァルヴァランこと、らんは小学校の裏の通りをひとりで歩いていた。

　優子に持たされたポシェットを肩に掛け、なかにはお金とメモが入っている。内容は主にチーズやさきいかなどのつまみ類。はじめてのお使いである。

　今日はこの世界の休日らしく、優子は朝からビールを飲んでいた。冷蔵庫の中身はほぼビール一色でストックは十分。だがつまみの方が先に尽きたという。

　そこでらんの出番となった。弱者は強者に従う。住まわせてもらっている以上、家主に尽くすのは当然のことだ。らんは自分から優子に買い出しを申し出た。義理堅い元・魔王だった。

「それにしても……どうにかして元の姿に戻れないものか」

　転生前の仰々しい口調で、らんは呟つぶやく。優子には敬語を使うものの、ひとりの時はあえて以前の口調で喋るように心掛けていた。そうしないと、精神がどんどん肉体に引っ張られてしまうのだ。気を抜くと、本当に幼い少女になってしまいそうな感覚がある。

「転生時にマナが消失してしまったのならもうどうしようもない。だが……わたしが幼女の形になったように、マナ自体がなんらかの形を持って顕現しているならあるいは……」

　考えごとをしながら通りを進む。そうしていると、

「わん！」

　唐突に背後から犬の鳴き声が聞こえた。同時にスカートの下を何かが突っついてくる。

「きゃ……っ」

　転生前にはありえないような悲鳴が出た。やはり精神が肉体に影響されている。しかしそれを嘆いている余裕はなく、らんは驚いた拍子に転んでしまった。

「な、なんだ、お前は……っ」

　倒れたまま顔だけ振り向く。するとなんともブサイクな犬がそこにいた。たぶんオスだろう。つぶらな瞳ひとみのダックスフントだった。

　オス犬は「ヘッ、ヘッ」と息も荒く、らんのスカートへ鼻先を突っ込んでくる。

「な……っ!?　ぶ、無礼者っ。やめろ！　本当、やめ……や、やだぁ！　やめてよぉ！」

　生娘のような声を上げてしまった。魔術を放つように手をかざすが、当然何も出てこない。ただ、ばたばたと手を振って無力な抵抗をするしかなかった。

　馬鹿な!?　『煉れん獄ごくの魔王』たるわたしがこんな小汚い犬ごときに……っ。

　優子と接している時以上の圧倒的な無力感だった。自分はこのまま食い殺されてしまうのかもしれない。そんな絶望が胸に溢あふれてくる。だが、ふいに小学校のグラウンドの方から助けがきた。

「コラーっ！　女の子をいじめんとき！」

　ポニーテールの少女がやってきて、オス犬を叱りつけた。おそらく今のらんと同年齢ぐらいだろう。スパッツを穿はいた、活動的な雰囲気の少女だった。

　少女に叱られると、オス犬は慌てた様子でらんから離れた。

　しっしっ、と犬を追いやり、少女の手がこちらへ差し伸べられる。

「大事ない？　この子、近所で有名なイタズラっ子なんよ。えらい災難やったね」

　優子と言葉遣いが少し違う。どうやら地域的な方言のようだが、この程度であれば術式がなくとも意味はわかる。

「……れ、礼を言う。危うく腹を食い破られ、臓物をまき散らされるところだった」

「お腹を？　あはは、この子はそんなことせえへんよ」

「見ただろ!?　あの獰どう猛もうな攻撃を！　血に飢えたオーガの如き様相だったぞ!?」

「飢えてへん、飢えてへん。じゃれてただけやから。この子、人懐っこいんよ」

　少女はオス犬の首根っこに手をまわして引き寄せる。するとオス犬はしっぽを振って少女の頰を舐なめた。……オーガのように頭ず蓋がいを食い破ったりはしなかった。

「でもわたしには襲い掛かってきたぞ……」

「この子、めんこい子に目がないんよ。あなたに一ひと目め惚ぼれしたのかもしれへんね。お尻しりを舐めるって犬の求愛行動やから」

「求愛行動って……」

　少女の安穏さに啞あ然ぜんとしていると、オス犬がこちらへ顔を寄せてきた。思わずビクッと後あと退じさったが、少女に叱られたことが効いているのか、オス犬にさっきのような荒々しさはなかった。小さく舌を出し、らんの頰をぺろっと舐める。

「どう？　懐っこいやろ？」

「……むう」

　オス犬は先ほどの詫わびとでも言いたげにぺろぺろと舐めてくる。

　そんな必死な様子が……正直、少し可愛い。

「敵では……ない、のか？」

「敵て。ソシャゲやないんやから。そんなのおらんよ。この世界には」

　何気ないその言葉は、らんのなかではかなり衝撃的だった。

　敵のいない世界。そんなもの考えたこともなかったから。

　つい押し黙っていると、少女の視線がらんの膝ひざに向いた。

「あ、お膝擦りむいてるやん。絆ばん創そう膏こう持ってるから貼ってあげようね」

「……？　あっ、治療などいらん。わたしは配下の四将にも身を任せたことはないのだ」

「よう分からんけど、とりあえず動かんとき。……はい、出来た。もう心配あらへん」

　可愛いピンクの絆創膏。自分の膝に貼られたそれを見て、らんは呆ぼう然ぜんと呟く。

「なぜ、お前はこんなことをする？　わたしを助けてもなんの得もないだろうに……」

「？　別に当たり前やん？　困ってる人がいたら助けてあげなさい、って学校で先生も言うとるし」

「当たり前なのか……」

　敵のいない世界。誰かを助けることが当たり前だと学ぶ世界。

　膝の絆創膏を撫なで、らんは目の前の少女へ視線を向ける。

「……ありがとう……ございます」

　意識して敬語を使った。優子の時のように恐れからではない。目の前の相手に対して敬意を表したくなったのだ。魔王としての拘こだわりが薄れていき、精神が少女の肉体にリンクしていくのを感じた。しかしらんはもうそれを拒もうとは思わなくなっていた。

「あの、お前……いや、あなたが学んでいる学校というのは……」

　どういうところなのか、詳しく聞きたかった。だが言葉の途中で、らんははっとあらぬ方向を向く。自分の──かつての『煉獄の魔王』のマナを感じた。
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　さて、らんのいる場所から一本隣の通りをアーネリアたちは駆けていた。

　駆けていると言っても、アーネリア自身は久美の自転車のかごに収まっている。

　先陣を切って店を出たのだが、足が短くてハラミたちに置いていかれそうになり、見兼ねた久美が自転車を出してくれたのだ。

「すまんな、久美。助かる！」

「どうでもいいけど、この先に本当に魔王なんているの？」

「いる！　感じるんだ。煉獄の魔王ヴァルヴァランは確かにこの近くにいる……！」

　と、豪語した矢先、突然、頭上の木の枝から何かが降ってきた。

　間違いない、ヴァルヴァランの気配だ。アーネリアは即座に仲間たちへ叫んだ。

「上だ！　真上から攻撃がくるぞ……っ！」

　最初に反応したのは、かつての力を残している舞。青髪を揺らし、拳こぶしを握って迎撃の姿勢に入る。しかし真っ先に突っ込んだのはハラミだった。赤い髪が翻り、降ってきたものの正体も確かめずに体当たりしていく。

　そこへＫが叫んだ。彼女は皆の後方にいるので、全容が見えているようだ。

「ハラミ、ストップ！　それはヴァルヴァランじゃないわ！」

「ん？」

　寸前で急停止。その頭の上へ、

「にゃー」

　子猫がステップを踏むように着地した。木の枝から降ってきたのはただの子猫だった。

「これがヴァルヴァランか？」

　ハラミが子猫を乗せたままこちらを見る。久美も自転車のかごを覗のぞき込んできた。

「あれが魔王なの？」

「いや……」

　アーネリアは言葉に詰まった。この子猫からは間違いなくヴァルヴァランの気配を感じる。しかし当然のことながらかつての妖よう艶えんな魔王とは似ても似つかない。

「──はっ!?　まさか私が犬になってしまったように、ヴァルヴァランも猫になっているのか!?」

「いや、ないだろ」

「ないとは限らないだろ!?　何を根拠に否定するんだ、ハラミ!?」

「アーネリアみたいに面白い形してない」

「なるほど！　……いや待て、私をなんだと思ってるんだ!?　わんわんわんっ！」

　アーネリアが吠ほえるなか、久美が呆あきれた顔で手を伸ばす。ハラミの頭から子猫を抱き上げ、ため息。

「まったく、勢い込んで出ていくからどんなことになるかと思えば……。人騒がせにも程があるわよ」

「私は噓は言ってない！　本当にその猫からヴァルヴァランの気配がするんだ。わんわんわん！」

「はいはい、分かったからわたしにまで吠えないでよ。さあ、魔王がいないんだったらとっとと戻って片付けを再開するわよ」

　久美がそう言って話を締めようとした時だった。Ｋと舞が同時に目を見開いた。

「久美さん……っ」

「ちょっとその猫……っ」

「え、なに？」

　久美の腕のなかで子猫は無邪気に顔を洗っている。だがその体から邪悪なオーラが迸ほとばしっていた。

「は!?　なによこれ!?」

「久美！　手を放せ！」

　アーネリアはかごから飛び出して久美の手へ体当たりした。子猫の体が宙を舞い、さらなるオーラを発しだす。同時、子猫の両目が闇色に輝いた。

「ニャアアアア……ッ！」

　獰猛な雄お叫たけびを上げ、その姿が変化していく。

　体は保健所の車ぐらいに巨大化し、体毛が針のように逆立ち、爪は剣のように鋭く伸びた。それはアーネリアたちにとって、ひどく見慣れた姿だった。

　──魔獣。この禍まが々まがしさは彼女たちが戦い続けてきた敵と酷似している。

「ば、化け猫!?　噓、なんなの一体……っ!?」

　久美が腰を抜かし、自転車が倒れた。

　無理もない、とアーネリアは着地しながら思った。一般人には応こたえるだろう、魔獣の殺気などというものは。久美を庇かばうように二本足で立ち、アーネリアは告げた。

「あれが我々の敵だ」

「敵……？　じゃあ、あんたたちの言ってたことって、全部本当のことなの……？」

「そうだ。残念ながらこの世界は今、危機に瀕ひんしている。邪悪な魔王の転生によってな。だが安心してほしい。ここには我々がいる！　そうだな、ハラミ！　舞！　Ｋ！」

「ふふん、今度こそあたしの出番だな？」

「わたしもやるよ。なんたって、魔王を倒すために長年山やま籠ごもりしてたんだから」

「後方支援は任せて下さい。久美さんは私が守ります」

　ハラミと舞がアーネリアの両側に立ち、Ｋが久美を後ろへ下がらせる。

　すると魔獣が猛烈な勢いで飛び掛かってきた。

「正面から真っ向勝負か。いいね、そういうの好きだよ！」

　獰猛な笑みを浮かべ、ハラミが迎撃に出る。その笑みはかつての狂戦士そのものだ。

「ハラミ、無理はするな！」

「大丈夫さ、アーネリア。なんか──力が溢れてくるんだ！」

　そう豪語し、ハラミはそばのフェンスを素手で引き千切った。ステンレスの縦棒を剣のように振りかざし、怒ど涛とうの勢いで魔獣の眉み間けんへ一撃を見舞う。

「喰くらえ──ッ！」

　縦棒が炸さく裂れつした瞬間、衝撃波が生まれた。魔獣は金切り声を上げて吹っ飛んでいく。反作用でハラミ自身も大きく後退したが、舞が見事なチームワークで背中を受け止める。

「ハラミっ、今の一撃、なんだか転生前みたい……っ」

「へっへー、言ったろ？　力が溢あふれてくるって」

　ハラミは勝ち気に笑む。その瞳ひとみは赤く光り輝いていた。マナの光だ。

　一連の様子を見て、アーネリアの頭に仮説が浮かぶ。それを確認すべく、背後へ叫ぶ。

「Ｋ！　マナを感じるか!?」

「はい、おそらくあなたの想像通りです！」

　解放軍の参謀だった彼女は即座に意図を汲くみ取った。久美を庇いつつ、魔術師としての見解を口にする。

「あの魔獣から大量のマナが放出されています！　おそらくはヴァルヴァランが体内に保有していたマナです。その影響で私たちにもかつての力が蘇よみがえっています……っ」

「ふふ、まさかこんな形で戦闘力の問題が解決するとはな。世界に比肩するほどのマナが仇あだになったな、ヴァルヴァラン！」

　目の前の子猫こそが『煉れん獄ごくの魔王』だと確信し、アーネリアは声高らかに宣言する。

「決着の時だ！　たとえ世界を越えようと解放軍はお前を逃がしはしない。覚悟しろ！」

　宣言に呼応し、ハラミが得物を構える。その背中を押すようにアーネリアは叫んだ。

「いけ、ハラミ！　世界に平和を取り戻すんだ。さあ、ヴァルヴァラン。今こそ己の罪を悔い改めるがいい！」

「子猫の魔王になら負ける気しないな。手加減なしでぶっ飛ばすぞ！」

　ハラミが赤い炎のように突撃する。魔獣は最初の一撃ですでにふらついており、まさしく次の一撃で決着になると思えた。

　しかし魔獣が目前というところで、隣の路地から突然、幼い少女が飛び出してきた。

「待って！」

　少女は魔獣を庇うように両手を広げた。

「この子は違う。なんの罪もない、ただの子猫。ヴァルヴァランはわたし！」

「──っ!?　ハラミ、止まれ！　幼い子供が巻き込まれてしまう！　幼い子供が──ってなんだと!?　ヴァ、ヴァルヴァラン!?　えっ、ヴァルヴァラン!?」

　ハラミの振るうステンレス棒はギリギリで少女の真横を薙ないだ。衝撃波が駆け抜け、少女の黒髪をふわりと揺らす。

「？　どういうことだ？」

　ハラミは得物を振り抜いた姿勢で眉まゆを寄せる。

　すると少女が怯おびえたような目で狂戦士を見つめた。

「も、もしかしてハラミ……なの？」

「…………」

　無言でハラミはスンスンと鼻を鳴らした。そして「あ」と呟つぶやき、どこか確信を帯びた声で問う。

「お前、ヴァルヴァランか？」

「な、なにぃ!?」

　響いたのはアーネリアの声。少女はコクッと頷うなずいた。

「わたしは今、隣の道にいた……の。先生におつかいを頼まれてて……いやお使いは関係ないけど、とにかくわたしのマナを感じて、びっくりして走ってきたら、アーネリアの声が聞こえて……。そしたらハラミがこの子を倒そうとしてて、気づいたら……こうして飛び出してたの」

　少女の言葉には自分で自分の行動に驚いているような節があった。口調もどこかたどたどしく、煉獄の魔王の威厳など微み塵じんも感じない。確かにヴァルヴァランの物らしきマナを感じるが、それも極々微量だ。

　なんなら背後の魔獣の方がよっぽどマナが濃いぐらいで、アーネリアは混乱した。

　まさかこんな小さな子供があの恐るべき魔王だと言うのか……？

　そんなリーダーの戸惑いとは裏腹にハラミはあっけらかんと言った。

「なるほどな。お前は子供の姿で生まれ変わったってことか」

「信じてくれるの……？　わたし自身も戸惑ってるのに……」

「信じるも何もお前の匂いはヴァルヴァランの匂いだ」

　ハラミは得物を構え直す。そこにマナの光が集まっていく。

「子供の姿で弱くなってるなら好都合だ。お前を倒せば、あたしたちの戦いは終わる。魔獣諸もろ共とも、ぶっ飛ばしてやる」

　少女──ヴァルヴァランは怯えて後退する。だが背後の魔獣をちらりと見ると、どこか覚悟を決めるように、あるいは何かを諦あきらめるかのように、独りごとを言った。

「こんな気持ちになるなんて……わたしは本当にただの女の子になっちゃったみたい。でも不思議……ぜんぜん嫌じゃない」

　そしてヴァルヴァランは必死に訴えかけてきた。

「わ、わたしはどうなってもいいから。だからこの子猫は傷つけないで……っ」

「はあ？」

「この子猫はハラミたちの敵じゃない。わたしのマナが敵にしてしまったの。本当はここは敵なんていない世界のはずなのに……だから傷つけないで。この子猫がハラミたちに殺されてしまったら、わたしも……さすがに寝覚めが悪い」

　ハラミが『どうする？』と言うようにこっちを見てくるが、アーネリアも色々予想外過ぎてとっさに指示を出せない。その間を縫って、ヴァルヴァランは説明してくる。

「わたしは転生の影響でほとんどのマナを失ったの。どこにいったのか分からなかったけど、この子を見て気づいた。わたしのマナは欠片かけらになって、ちらばってしまったみたい。そしてその一つがこの子に……」

「つまり……」

　魔術師のＫが後方で思案顔をする。

「その魔獣は、実際は普通の子猫ということですか。先ほど枝から落ちてきた時の姿そのままの……ただの子猫」

　ヴァルヴァランは激しく頷いた。

「そう！　だからお願い、傷つけないで……っ」

　アーネリアはさらに混乱した。街を焼き、人々を苦しめた『煉獄の魔王』とは思えない言葉だ。一方で迷いのない者もいた。ハラミである。

「駄目だ。アーネリアは決着って言った。決着ってことはどっちかが滅ぶってことだ。だからお前もその魔獣もぶっ飛ばす」

　ハラミは得物を構え直し、マナの光が増大していく。

「いや、ハラミ……」

　アーネリアの口から逡しゆん巡じゆんの欠片がこぼれたが、それは確固たる形にはならない。元の世界での様々な争いの記憶がハラミを止めるのを躊躇ためらわせた。

　代わりに声を上げたのは、そんな争いとは関係のない、この世界の人間だった。

「ちょっと待ちなさいよ！　何馬鹿なこと言ってんの」

　久美だ。大おお股またで歩いていったかと思うと、久美はハラミを押し退けてヴァルヴァランを抱き寄せた。

「こんな小さな子をぶっ飛ばすとか本気で言ってるわけ？　そんなの絶対許さないわよ」

「でもその魔獣が出てきたの、ヴァルヴァランのせいだぞ？」

「そ、そりゃこの化け猫はおっかないけど……」

　久美は背後でフラフラしている魔獣をチラ見する。その表情にはありありと恐怖が浮かんでいる。それでも意見は曲げないようだ。

「とにかく駄目。暴力は無し！　この化け猫もなんとか元に戻してあげなさいよ」

「殺したら戻ると思うぞ？」

「だから駄目だっての。ちゃんと生きたまま！」

「えー、あたし、そういうの苦手なんだけどな……」

　ハラミの返答は煮え切らない。すると久美は「ったく」とため息をついた。

「じゃあ、これでどう？　その化け猫をちゃんと子猫に戻せたら、しばらくはあんたたちをウチに住まわせてあげる。だからなんとか頑張んなさい」

「？　もう住んでんじゃん？」

「許可した覚えはないわよ！　……だけど、許可してあげるって話！」

「じゃあ、ついでにお菓子もまた食べたい」

「お金払うんならね！」

「よーし、だったら頑張るか。──ってことでいいか、アーネリア？」

「……出来るのか、ハラミ？　殺さずに助けるなんて？」

「とりあえずやってみる。久美がお菓子くれるって言ってるし」

「お金払うならよ？　タダじゃないわよ？　ちょっと聞いてる？」

　ハラミは聞く耳持たずで腕まくりをした。一方、魔獣の方は敵かなわないと本能で悟ったらしい。でかい図体に似合わず、ヴァルヴァランの背に隠れてビクビクしている。

「動くなよー？　下手に動くと、狙いが外れるぞ？」

　ゴオッ！　とハラミの全身からマナの光が迸ほとばしった。大きく振りかぶると、マナの光が得物に一気に集束していく。響くのは裂れつ帛ぱくの気合い。

「いくぞ！　峰打ちアタック──ッ！」

　峰打ちと言いつつ、普通の斬り下ろしだった。斬ざん撃げきの衝撃波が魔獣に直撃し、マナの光が凄すさまじい勢いでスパークする。

「ちょっと!?　どこが峰打ちなのよーっ!?」

　久美の叫び声が響き、ヴァルヴァランも思いっきりオロオロしている。

　だが衝撃波が光となって弾はじけた時、そこには──。

「……にゃ、にゃー」

　目を真ん丸にして怯えている子猫の姿があった。どうやらケガもなさそうで、子猫の体からはマナのオーラが分離していく。

　オーラはやがて一か所に寄り集まり、「キュピッ！」と鳴いて、妖よう精せいのような姿になった。ヴァルヴァランのマナが顕在化したのだろう。すでに敵意は感じない。

「ん、上手うまくいったみたいだな？」

　ハラミは得物で肩を叩たたき、したり顔。どうにも行き当たりばったりだった感が否めず、久美が眉を寄せる。

「もっかい訊きくけど、何がどう峰打ちだったの……？」

「んー、なんかそういう気合い！」

　ハラミは適当な感じで親指を立てたのだった。
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　ヴァルヴァランが手招きすると、妖精はふよふよと寄っていき、手のひらに収まった。

「……おかえりなさい。ごめんね、気づいてあげられなくて」

「キュピッキュピッ」

　妖精は安心したように声を上げ、ヴァルヴァランの手のなかで結晶に変わった。主人の下へ戻ったことで、マナが固定化したようだ。

　アーネリアは「やれやれ」と吐息をはき、警戒しながらヴァルヴァランへと近づく。

「分散した魔王の力の一部……言うなれば、『魔王の欠片』といったところか。こんなものが他にもちらばっているのなら迷惑極まりないな」

　幼女の姿になった魔王を見上げ、凛りんと睨にらむ。

「それでヴァルヴァラン、その『魔王の欠片』をお前はどうするつもりだ？」

「…………」

　宿敵はしばらく何も言わなかった。なぜか呆ぼう然ぜんとしているようにも見える。その瞳ひとみは戸惑うようにハラミを見て、久美を見て、舞を見て、Ｋを見て──恐る恐る呟いた。
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「ア、アーネリア……なの？」

「犬になったんだ。笑えるだろ？」

「笑うところじゃない！　わんわんわんっ！」

　気軽に言うハラミを吠ほえ立てる。

　一方、ヴァルヴァランはしばらく啞あ然ぜんとしていたが、やがて現実を受け入れたようだ。

　手のなかの『魔王の欠片』を差し出してくる。

「これは……アーネリアたちに預ける」

「なんだと？」

「その方がいいと思うから。正直、わたしも最初は力を取り戻すことを考えてた。でもこの世界に敵はいなくて、人と人が助け合う世界らしいの。それなら……わたしにはもう魔王としての力は必要ない。だから……アーネリアたちが持っていて」

　ヴァルヴァランの口調はとても柔らかいものになっていた。

　しかもせっかく戻ってきた力の源を差し出すという。にわかには信じがたい話だった。

　だが言葉を探しているうちにヴァルヴァランは話を進めてしまう。まるで見たままの幼女のような口調で。

「そうだ、良かったらこれも使って。借りたものだけど、先生はいらないって言ってたし……アーネリアは犬だから持って歩くのも大変だと思うから」

　そう言って、ヴァルヴァランは自分の下げていたポシェットを外し、『魔王の欠片』を入れてこちらの首に掛けてきた。

　その際、元からポシェットに入っていたらしきものをヴァルヴァランは取り出していた。見ると、それはおつかいのメモとお金だった。

　……魔王がおつかい？　もうワケが分からん。

　アーネリアの混乱と戸惑いはもはや整理不能なところまできてしまっていた。
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　さて、偶然ながらこの京都には、解放軍の姫騎士と同等の混乱と戸惑いを抱いている者たちがいた。四将である。かつてヴァルヴァランと共に世界征服を成し遂げた魔獣たちは今──ケージのなかにいた。

　イグアナの青龍帝が喉のどを鳴らしつつ、動物の言葉で嘆く。

「（なぜだ!?　なぜ我々はこんな物哀しい姿になってしまっているのだ!?）」

　ハリネズミの白虎帝が針を逆立てて答える。

「（転生に失敗したのだ！　くう、我らの身さえ十全ならば、すぐにヴァルヴァラン様にお気づき頂けるものを……っ）」

　カメの玄武帝が甲羅から首を出し入れしつつ訴える。

「（皆の者、機を待つのだ……っ。我々は闇に生きる存在。夜になり、月の光を浴びれば必ずマナを生成出来るはずである……っ）」

　紅一点、ヘビの朱雀帝が舌をチロチロしながら同意する。

「（そうよ！　そうすれば、きっと人間の言葉も話せるはず。必ずやヴァルヴァラン様にお伝えするの。たとえ貴女あなた様が幼女の姿になってしまおうと、我ら四将ここにあり！　いつでも世界を滅ぼします、って！）」

　四将たちは熱く決意し、互いに互いを鼓舞し合う。

　だが哀しいかな。ケージは優子の部屋の最も奥にあり、夜になったところで月の光が当たることはまったくなかった。

　というわけで、かつてアーネリアたちを苦しめた、恐るべき四将──彼らが魔王に気づいてもらえるのは、まだ当分先のことである。








第三章　不思議の国、ニッポン






「だーかーらー」

　化け猫の一件から一週間後。おばけ屋の店先で久美は大声で言った。

「山盛りのナンや餃ぎよう子ざは家賃の代わりにはならないんです！」

　目の前にいるのははた迷惑な異世界人たち──ではない。れっきとしたこの世界の人間だ。ただし日常からはややかけ離れた個性を放っている。

「そんなつもりありまセン。ワタシたちはただちょーっとお店の商品を作り過ぎてしまったからお裾すそ分わけにきただけですヨ。だから美味おいしく食べてくだサーイ、本天沼久美さん」

　好青年な雰囲気で山盛りのナンを差し出してくる、ネパール人……っぽい男。

　名前はレナード。彼はおばけ屋に向かって右隣の店の主人だ。

「ウチのお店『バフット・サスタ』のナンは最高ですヨ！」

「いやいいですって！　レナードさんのお店、いまだになんの料理屋か分かんないし怖いんですよ！」

「ええっ!?　なんでワカラナーイですか？　インド料理屋ですヨ。店名でワカルでしょ？　バフット・サスタ──意味は『大安売り！』です！」

「いやインド関係ない！」

「そこは心意気ですヨ！」

「適当過ぎるでしょ!?」

「日本の店だっていたる所に『大安売り！』って書いてあるじゃないですカ！」

「それはチラシの謳うたい文句だから！」

「なんとっ!?　『大安売り！』って書いとけばあとは適当でいいと思ってましタ」

「日本の商店なめんな！」

　鼻先スレスレに差し出された皿を久美はぐいっと押し返す。

　すると逆側から今度は中国人……っぽい男が山盛りの餃子を差し出してくる。

「これは言ってみれば、お近づきの印だからネ。遠慮しないで食べてほしいヨ。で、ちょーっとだけ家賃を待ってくれたらみんなハッピー」

　見るからに怪しい笑顔であごヒゲを撫なでるこの男は、同じく左隣の店の主人、ロン。

　これまた鼻先にきた皿を久美は押し返す。

「いらないですって。ロンさんのお店もなんの料理屋か分かんなくて怖いんですよ」

「なに言ってるノ。ワタシのお店は分かりやすいヨ。ほら、店名は『祥しよう龍りゆう軒けん』。どう見ても中華料理屋だよネ。中国四千年の魂、込められてるヨ」

「確かに店構えは中華っぽいですけど、たまに見るからに堅気じゃないお客さんが食事してる様子もなく出入りしてるし……ちなみに店名の由来は？」

「ワタシが店を開こうとした当時、街中でショウリュウケン、ショウリュウケン聞こえたから便乗したんだヨ」

「それ、日本のゲーム！　四千年の魂どこいった!?」

「んー、ゲーム？　知らないナー。で、家賃は待ってくれる？」

「結局、家賃の話じゃないの。もう」

　久美は腰に手を当て、支払いを渋る大の男二人に睨みを利かせる。

「いい？　わたしは食べ物なんかで誤ご魔ま化かされませんから。いつまでも子供だと思ったら大間違いですよ。二人ともきちんと払うもの払って、大人の義務を果たして下さい」

「そんな……ワタシの故郷ではナン一つあれば、人の命の一つや二つは頂けましたヨ？」

「怖い！　一体どこの国の人なんですか、レナードさんは!?　また適当なこと言ってるんでしょ!?」

「とりあえず餃子食べてみてヨ、久美さん。一口食べたらハッピーが脳にキまって家賃なんてどうでもよくなるヨ！」

「怖い！　一体何が入ってんのよ!?　ロンさんのお店の商品なんですよね、それ!?」

　とにかく駄目、と言い含め、突きつけられた二枚の皿を押し返す。

　レナードとロンは「えー、そんなァ」と子供のように拗すねてみせた。どう見ても三十代の男二人が唇を尖とがらせている様はなかなかにホラーだ。

　この二人は祖母の代からおばけ屋の隣の土地を借り、それぞれ店を営んでいる。今は久美がおばけ屋を継ぐことになったので、二人から家賃をもらおうとしたのだが、いざ催促してみたらこの有り様である。子供の頃、祖母のところに遊びにきていた時は気さくで陽気なお兄さんたちだと思っていたのに、まさかこんな駄目大人たちだったとは。

　ついでにレナードはなんとなくネパール人っぽい雰囲気で、ロンもなんとなく中国人っぽい雰囲気だが……実際、かなりわざとらしい。正直なところ、どこの国の人間なのかも不明な人たちだった。

　ちなみに先日、警察署から連絡を取り、無事に釈放させてくれたのがこの二人である。ついでにアーネリアがきた時、保健所を呼んでそもそもの原因を作ったのもこの二人だった。

「はぁ、なんでわたしのまわりって一癖も二癖もある連中ばっかりなのかしら……」

「おー？　本天沼久美さん、ストレスですか？　ワタシの国の香草いりますカ？　リラックスに効果てきめん、心配事も一網打尽ですヨ？」

「結構です」

「じゃあ久美さん、代わりにこれあげるヨ。今すぐ駄菓子を卸してくれる問屋のリスト。久美さんが店主ってことで取り引き出来るように話も通しといたカラ」

「結構で──え？」

　会話の流れで断りかけ、途中で驚いて目を瞬しばたたく。

　様々な問屋の書かれたリストをロンはひらひらさせている。

　確かに新しい商品は揃えなければならないと思っていた。幸い、ハラミたちに食べ尽くされたのは賞味期限切れのものばかりだったが、それはそれとしておばけ屋を再開するには問屋とのやり取りは必ひつ須すである。

「それからこないだの犬、飼うことにしたんでショ？　偉い人にうるさく言われないように手をまわしといたからそっちも無問題」

「手をまわしといたって……」

　言われて気づいたけど、犬のアーネリアがいたら、それこそ保健所から営業停止にされそうな気がする。なのにそれも問題ないという。

「こないだの警察署といい、一体何者なんですか、ロンさんって……」

「言わぬがフラワーなこともあるヨ、久美さん？」

「言わぬが花ってことですか？　怪しい……」

「ちなみに本当は仕事料もらうところなんだけどネ。でも久美さんだから特別にオマケしとくヨ。とりあえず、これで家賃待ってもらえたりするかナ？」

「……」

　ちょっと迷ったけど、実際、自力で一から問屋に掛け合うのは大変だ。さらにアーネリアの件に至ってはもう久美個人ではどうしようもない。ここは清濁併せ吞のむべきだろう。

「……じゃあ、一週間だけ待ちます。一週間だけですからね？」

「あいあいサー」

　書類をこちらに渡し、ニヒッと笑ってロンは店に戻っていく。ついでにレナードも「感謝しマス、本天沼久美さん。ナマステー」とお辞儀をして帰っていく。そっちには待つと言っていないのに流れるように便乗していた。

「まったく……。まあ、これで本格的におばけ屋を再開出来るならアリ……かしら？」

　自分を納得させるように言って、店のなかに戻る。

　得体の知れなさでいえば、異世界人だけでお腹いっぱいだ。得体の知れない隣人については深く考えないことにしよう。そう心に決めて居間にいくと、当の異世界人のひとりがぐてーっと畳の上に転がっていた。

　ハラミである。赤髪の少女は日向ひなたぼっこ中のドラ猫のようにお腹を出している。

「暇だー……」

　保健所の時や化け猫の時など、ピンチの時は頼もしい雰囲気のハラミだが、普段はずっとこの調子だ。とくにここ数日は酷ひどい。手持ち無ぶ沙さ汰た感が滲にじみ出ていて、うつろな目はもはやリストラされたサラリーマンのようである。

「あんたねえ。もうちょっとシャキッとしなさいよ。ほら、シャツ出してないでちゃんとズボンに入れる。お腹冷やすわよ？」

　口を酸っぱくして言いつつ、言っても動かないのはこの一週間で分かっているので無地のＴシャツを引っ張って、無理やりズボンのなかに入れる。

　すると引っ張られた勢いに乗っかり、でかいドラ猫がゴロゴロと転がってきた。

「久美、退屈ー。なんとかしてくれー」

「知らないわよ。他のみんなはどうしたの？」

「アーネリアは情報収集。Ｋもこの世界の文化を見てくるって。舞は知らない。ふらっとどっかいった」

「つまりみんな出かけてるのね。あんたも外でなんかしてきなさいよ。魔王の……欠片かけらだっけ？　集めなきゃいけないんでしょ？」

「ダメダメ。昔からあたしが偵察に出ると、アーネリアが怒るんだよ」

「なんでよ？」

「偵察先でひとりで魔獣と戦って、近くの村が巻き添えで壊滅したりするから。『ハラミは暴れ出したら歯止めが利かないんだから、私がいるところで戦いなさい』って言われてるんだ。あたしが偵察にいって、京都タワーが真っ二つになったら困るだろ？」

「……そりゃ困るわよ。でも京都に魔獣なんていないから……とも言い切れないのか」

　思い出すのは先日の化け猫騒ぎ。

　アーネリア曰いわく、あれは失われた魔王の力の一部──『魔王の欠片』によって引き起こされたものらしい。欠片はあちこちにちらばっているという。だとすると、またあんな化け猫みたいなのが現れる可能性は確かにあるのだ。

「そんな危険なものをウチに置いとかれても困るんだけどね……」

　ちらりと視線を向ければ、部屋の隅に件くだんの『魔王の欠片』が置いてある。

　先日、らんという少女からアーネリアが預かったものだ。保管場所に困ったので、とりあえず酢ダコのプラスチックケースを洗って入れ物にしてある。

　欠片は鉱物の結晶のような形をしていて、キラキラと光っている。……のだが、その光が『魔王の欠片』の神秘的な光なのか、酢ダコのぬめりの光なのかは定かではない。

「っていうか、ハラミ。京都タワーなんてよく知ってるわね。こないだまで野犬みたいな感じだったくせに」

「んー、テレビで観た」

「だったらその京都タワーでも観てきたら？　散歩ぐらいならアーネリアだって怒らないでしょ？　ちょっと距離あるけど、こっからなら歩いていけるわよ」

「興味なーい」

「あっそ」

　まったく、と肩を落とす。引きこもりの子供でも持った気分だ。

「そうだ。だったらご飯の炊き方でも覚えなさいよ。わたしが教えてあげる」

「ご飯!?　食べるのか!?」

「食べるんじゃなくて炊くの！」

　しゅばっと立ち上がってきた赤頭を押さえつける。

「あのね？　わたし、もうすぐ大学始まるのよ。忙しくなるからそうしょっちゅうご飯作ってやれないの。居候なんだからご飯ぐらい炊きなさいよ」

「大学？　ってなにさ？」

「分かりやすく言えば学校よ、学校」

「学校って、久美、魔術師にでもなるのか？」

「ならない、ならない。ほらそれより土間にきなさい。まずはお米の砥ぎ方から」

「えー、やだってば」

　足首を持って引きずっていこうとすると、ハラミはテレビ台にかじりつき、ジタバタと抵抗した。まったく役に立つ気配がない。諦あきらめて手を放すと、古いゲーム機をテレビに繫つないで遊び始めてしまった。

　確か、昔に父が買ってきたゲーム機だ。一体どこから見つけてきたのか、ハラミの操作によって、ドット絵の戦闘機が画面のなかを飛び始める。

　まあ、京都タワーを真っ二つにされるよりは戦闘機を乗り回してもらっている方がいいかもしれない。「本当、しょうがないわねえ」と腰を上げ、ひとりで土間に向かう。

「それにしても……テレビゲームに夢中になる狂戦士ってどうなの？」

　ハラミがこの調子だと、Ｋや舞もどこで何をしてるんだか分かったもんじゃない。困ったもんだと思いながら、久美はお米の袋を開けるのだった。
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　魔術師ケーと言えば、叡えい智ちの深しん淵えんを求める才女としてその名を知られていた。

　解放軍ではアーネリアの参謀を務め、彼女の知略の数々は幾度となく仲間たちの窮地を救った。一方で男嫌いなところがあり、一応体面上はきちんとコミュニケーションを取るものの、先日の警察官のように男性の騎士や戦士と打ち解けることはなかなかない。

　そんなケーこと、Ｋが今、男の裸身を一心不乱に見つめている。

「こ、これは興味深い……っ」

　場所は京都市役所近くのブックショップ。

　並んでいるのは通常よりもかなり平たい本。表紙には耽たん美びな青年たちが描かれている。

　一般の本屋ではあまり大っぴらには置かれていない書物、つまりは俗にいう──薄い本だった。

　Ｋは見本誌の一冊を手に取り、わなわなと震えている。

　本のなかでは美しい青年たちが一糸まとわぬ姿で愛を交わし合っていた。男だ。自分が毛嫌いしていた男たちだ。なのにこんなにも美しい……っ。

「こんな世界があったなんて……っ」

　ついに知の真理に至った。そんな思いでページをめくり、むさぼるように熟読。

　男同士でのこうした行為は、野営地でハラミと歩いている時に何度か見たことがある。

　当時はなんの興味も覚えなかったが、こうして書物で読んでみると、驚くほど心が潤っていく。

　──今日、Ｋはこの世界の状況をより知るために街を散策していた。当然、『魔王の欠片』の捜索も兼ねている。

　こちらの世界についてはすでにかなりのことを学習済みだ。一般常識や知的体系を分析し、なんならテレビで恋愛ドラマを嗜たしなむほどである。

　そんなＫが今回、これはと思い、足を止めたのがこのブックショップだった。太古の魔導図書館と同じ匂いがしたのだ。魔術師の勘が働いたと言ってもいい。

　結果、Ｋは自分のなかに新たな扉が開いたのを感じた。

「これらの薄い本を絶対に手に入れなければなりません。お値段の方は……」

　読み終えた見本誌をひっくり返す。

　この世界にも貨幣が流通していることはすでに知っている。それどころか知略家であるＫは今日のために久美から軍資金を借りてきていた。散策の際、必ず必要になると予想していたのだ。

　久美は最初こそ渋ったものの、風ふ呂ろや台所まわりの掃除をすることで最終的には資金の援助を承知してくれた。

　その額、五百円。駄菓子を売買しているおばけ屋ならば、贅ぜいの限りを尽くせる金額である。当然、ページの薄いこの本ならば何冊でも購入出来るだろう。そう思ったのだが、

「な……っ!?」

　Ｋは言葉を失った。

　薄い本の裏表紙に印字されていた金額は、なんと千円。手持ちの倍である。

「馬鹿な!?　こんなに薄いのに!?　伝説級の魔導書の写本だってここまで暴利ではありませんよ……っ!?」

　駄菓子屋ならば王族の如き豪遊が出来る金額を以もってしても、この薄い本一冊にすら届かない。翻れば、この本にそれだけの価値があるということだ。

「働かなければ……っ」

　熱い激情が心に沸き起こってきた。

　おそらく五百円以上の金額は久美からは援助してもらえない。ならば自らの手で稼ぐしかない。これは叡智への純然たる挑戦、魔術師としての聖戦である。

　薄い本を恭しく棚に戻し、決意を込めて囁ささやく。

「待っていて下さい。私は必ず戻ってきます。あなた方をお迎えできる資金を携えて、必ず……」

　表紙の青年たちに誓いを残し、ブックショップを出た。その足で向かったのは近くのコンビニ。

　ここ数日で調べた知識によれば、働きたい人のための情報誌はこういうところにあるはずだ。すぐに見つかり、店前のラックからアルバイト情報誌を取って瞬時に速読。

　様々な古代文字を解き明かしてきた稀き代たいの魔術師が探すのは『日払いＯＫ』、『即日勤務可』、『未経験も採用』の表記。完全に才能の無駄遣いだが、Ｋは本気である。

　運のいいことに条件のいい事務所がすぐそばにあった。『当日面接、当日採用』と書いてある。公衆電話から約束を取り付け、すぐさま向かった。

　事務所では作業服姿のでっぷりした中年男性が待っていた。

「あー、はいはい。電話くれた面接希望の方ね。履歴書はある？　ないの？　じゃあ、これに書いて。適当でいいから。えーと、草くさ薙なぎ・Ｋさんね。外国の方？」

「はい、異世界出身なので国の外という意味なら外国の人間です」

「はー、異世界か。前職は何をしてたの？」

「魔術師をしておりました」

「そりゃすごいね。何か特技はありますか？」

「属性を付加する魔術が得意です。エンチャンテッド・ウェポンと言いまして、たとえば木の棒にカミソリの属性を付加すれば、剣のように鋭く出来ます」

「へー、そりゃいい。水を酒に変えたりとかは出来るの？」

「素もととなるアルコールがある程度必要ですが、不可能ではないです」

「いいねえ。飲み代が浮くってもんだ」

「あっ」

「どうしたの？」

「すみません、マナがないので今は魔術が使えないんでした……」

「ああ、いいよいいよ。最初から右から左に聞き流してるから。じゃあ、草薙さん、今日からお願い出来る？」

「えっ、採用ですか!?」

「はい、採用です。ウチは日払いだから夜勤で入ってもらったら、明日あしたの朝にはお給金が出るよ」

「いいんですか？　自分で言うのもなんですが、私、だいぶ正体不明なのに……」

「いいの、いいの。そういうの慣れてるから」

　男性が気軽に手を振ると、ちょうど事務所の奥の扉がガチャッと開いた。

　汗臭い感じの男たちが作業着姿でぞろぞろと出てくる。

「あー、ちょうどいい。紹介するよ、草薙さん。右から自称・安あ倍べの清せい明めいの生まれ変わりの山やま田ださん、自称・ＵＦＯに攫さらわれたことのある畑はた中なかさん、自称・今度のＧ１で万馬券を当てる男の五十嵐いがらしさん、自称・未来人のターハマ君。──みんな、こちらは今日からシフトに入ってくれる、自称・異世界の魔術師の草薙・Ｋさんだ。よろしくね」

　バラエティ豊かな男たちは声を揃えて「おなしゃーす」と頭を下げる。

　まるで野営地の戦士たちのような粗野な雰囲気だった。

　今までの男嫌いのＫならば、敬遠していた種類の人間だ。だが今のＫは違った。

「（二の腕が屈強な山田さんは攻め。蛮族に攫われそうなひ弱な顔の畑中さんは受け。でも畑中さんは夢見がちそうな五十嵐さんのことが放っておけないという三角関係。そしてターハマ君は実は山田さんの元嫁……っ）」

　粗野な男たちで妄想が捗はかどった。脳内で歓喜しつつ、爽さわやかな笑顔で挨あい拶さつする。

「みなさん、よろしくお願いします。私、とっても楽しく働けそうです」

　Ｋが男嫌いを斜め四十五度に克服した瞬間だった。

　面接をしてくれた男性がテーブルにヘルメットや制服、光る棒を置く。

「良かった良かった。じゃあこれが支給品ね。僕らが工事している間、草薙さんはこの誘導棒を使って、交通誘導をして下さい。あ、カミソリの属性を付加とかはしなくていいからね」

　従業員の設定に柔軟な上司だった。

　Ｋは奥の部屋で制服に着替え、ヘルメットを着用。誘導棒は魔術で使うホウキのようで手にすると意外にしっくりきた。ホウキの要領でヒュンヒュンッと振ってみると、仲間たちから「おー」と拍手が起こった。

　声援に応こたえ、ヘルメットの縁を上げて微笑む。

「いい感じです。お任せ下さい。現場は必ず死守します！」

　目的は薄い本を一冊でも多く手に入れること。

　こうして草薙・Ｋは『異世界の魔術師』から『工事現場の警備員』へのジョブチェンジを果たしたのだった。……勇者としての使命感はすでにだいぶ薄れている。
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　舞は昼過ぎにおばけ屋を出て、京都駅の近くまで歩いてきていた。視界の端では京都タワーが青空のなかに高くそびえている。

　通行人は非常に多い。アーネリアの故郷である王都にだってこれほどの人々はいなかったと思う。

　ここまでやってきた目的は『たぶれっと』なるものを手に入れることだ。それがあるとキラキラしたアイドルの姿をいつでも観られるらしい。

　教えてくれたのは久美である。先日、駄菓子屋の掃除が終わった後、『すまほ』でアイドルの動画を観せてくれたのだが、『たぶれっと』だとさらに大きな画面で楽しめるのだという。それ以来、舞は『たぶれっと』がほしくて堪たまらなかった。

「たぶれっと、たぶれっと……」

　忘れないように呟つぶやきながら機敏に歩いていく。

　ボサボサ頭のジャージ少女がブツブツ言いながら歩く姿はなかなか異様で、通行人は舞をチラ見しつつ道を空ける。

　やがてたどり着いたのは、駅前の家電量販店。テレビのコマーシャルによれば、ここで『たぶれっと』が手に入るはずだ。他流派の道場破りをするような気構えで足を踏み入れると、ガラス製のドアが音もなく開いた。

「く……っ」

　一瞬、怯ひるみそうになった。だが天破死叫拳・二代目免許皆伝『破岩のマイ』の心はこれぐらいでは揺るがない。Ｋが観ていた恋愛ドラマで自動ドアの存在は知っている。ここ数日で舞もだいぶこの異世界のことを学んでいた。

「わー……」

　それでも電飾のキラキラした光を直じかに見ると、さすがに目を奪われた。

　色とりどりの光が店内を彩っている。松明たいまつや魔術の光とは違う、この世界独特の光の群れ。とてもきれいだ。

「まるでヴァルヴァランの宝物庫みたい……」

　思い出したのは『煉れん獄ごくの魔王』が財のすべてをため込んでいた宝物庫。世界中の財宝を集めたあの場所も記憶に焼きつくくらい美しかった。

　家電量販店のこの光はかつての財宝たちの輝きに匹敵している。……まあ、その宝物庫はハラミが雑魚ざこ魔獣と一緒にぶっ飛ばして灰にしてしまったのだけれども。

「……あ、見み惚とれてる場合じゃなかった」

　当初の目的を思い出し、舞は大きく息を吸い込む。こんなところで感心していては『たぶれっと』は手に入らない。思い出せ。道場破りの気構えだ。ということで。

「たのもーっ！」

　気後れせず、声を張り上げた。

　すると店員や客たちが気後れし、店内の空気が凍りついた。

「……あ、あれ？」

　一瞬でやらかしたことに気づいた。ハラミと違って、舞は空気が読める子だ。地平線の彼方かなたが見渡せるほど目も良いいので、周囲の啞あ然ぜんとした顔もよく見える。

　とりあえず、気まずさで死にそうになった。

「よ、宜よろしかったらご案内致しましょうか……？」

　若い女性の店員が話しかけてくれ、舞はブンブンと頷うなずく。

「えっと、たぶれっとがほしいんだけど……」

「あ、タブレットですね」

「そう、タブレット！　アイドルが観られるやつ……っ」

　自分の発音がややふわっとしていたことに気づき、勢い込んで言い直す。

　相手が一応、客らしいことを理解し、店員はブースを手で示した。

「この辺りが最新のタブレットです。学割が利くものですと、これなんかがお買い得ですよ」

「あ、お金……っ」

　はっとした。もちろん舞とて代価が必要なことは分かっている。しかしこの世界の貨幣は持っていない。初めにその交渉をしなければいけないことを思い出したのだ。

「ごめん、お金はないの」

「ええっと、お客様、それはどういう意味でしょうか……」

「だから体で払います」

「お客様、それはどういう意味でしょうか!?」

　対応マニュアルにまったくない、未知の客を前にした顔だった。一方、舞は迷いなく拳こぶしをかざした。

「牛でも熊でも仕留めてくるわ。十頭分も肉があればタブレットを売ってくれる？」

「当店は遊牧民のような物々交換は行っておりません！」

「そんな……っ」

　舞は愕がく然ぜんとした。この世界に魔獣がいないことは久美から聞いて知っている。でも牛や熊は元の世界と同じようにいるらしい。だからそれを狩ってくればお金の代わりになると思っていたのに、ダメだという。もしかして実力を信用してもらえていないのだろうか。

「大丈夫、信じて。今のわたしだって空気を叩たたくくらいは出来るんだから！」

　その場で素振りを連打。押し出された空気が軽い衝撃波となって店員の体を浮かせる。

「っ!?　な!?　え、何ですかこれ!?」

「素早さや跳躍力だってこの通り！」

　その場で跳ねる。舞の姿は店員の視界から一瞬で消え失うせ、おばけ屋の屋根より高い量販店の一階天井にタッチした。すたっと降り立ち、瞳ひとみに期待を込める。

「どう？　野生動物ぐらいなら、わたしにとって生肉同然だって分かるでしょう？」

　哀れな店員はすでに現実から逃避していた。

「お、お客様は神様でしょうか……？」

「ん？　神様なんていないよ？　魔王はいるけど」

「お、お客様は魔王様でしょうか……？」

「違う違う。わたしは魔王を倒す方」

「とにかくお帰り下さい！　当店は神様とも魔王様ともお取引きは行っておりません！」

「いやだから魔王はわたしじゃなくて……っ、ねえ聞いてよーっ!?」

　一斉に集まってきた店員たちに背中をぐいぐい押され、店外に放り出されてしまった。

「わたし、なんか間違ったことしたぁ？」

　路上にぺたんと座り込み、舞は呆ぼう然ぜん。

　結局、タブレットは手に入らなかった。がっかりしながらトボトボと家路に就く。

「上手うまくいかないなぁ……。わたしはただ、この世界のキラキラしたものをもっと見たいだけなのに」

　舞は生まれてからほとんどの時間を山やま籠ごもりで過ごした。修行して、修行して、食って寝て修行して、そしてまた修行。そんな毎日だった。ほとんど山猿みたいな生活で、自分が女の子だということさえ、十四歳になるまで知らなかった。

　だからかもしれない。女の子らしい、キラキラしたものに強い憧あこがれがある。

　最初にそれを感じさせてくれたのはアーネリアだ。もちろん人間だった頃の姫騎士アーネリアである。

　風に舞うブロンド、凛り々りしくも華やかな顔立ち、宝石のような瞳。

　世界にはこんなにきれいな人がいるのか、と思わず見惚れてしまった程だ。

　逆に今の犬になったアーネリアはちょっと……ない。アリかナシかで言ったら断然ナシだ。まあ本人に言ったらワンワン吠ほえられそうだから黙ってはいるけど、たぶん彼女が犬になって一番ショックだったのは自分だと舞は思っている。正直、今のアーネリアに命令されると、たまに脊せき髄ずい反射で逆らってしまいそうになる。

　だから自分がこの世界のアイドルに興味を持つのは良いことだと思う。アイドルに気持ちがいっていれば、アーネリアへの変な反抗心もなりを潜めてくれるだろう。

　そんな意味もあってタブレットがほしかったのだけど。

「本当、上手くいかないなぁ……」

　と、ぼやきながら歩いている時だった。ふいに横から声を掛けられた。

「すみません、ちょっといいですか？」

　妙にナヨナヨした男だった。髪が女みたいに長いし、筋肉もない。蛮族でも攻めてきたら一撃で殺されそうなタイプだ。

「そこの美容室なんですけど、今、カットモデルを募集してて」

　びよーしつ？　かっともでる？

　分からない単語だった。『魔王転生』の術式も翻訳してくれないので、元の世界にはない言葉だろう。蛮族に降伏する時の暗号だろうか？

　舞は訝いぶかしげに眉まゆを寄せる。だが次の単語は鮮明に耳へ直撃した。

「ぜひ協力してもらえませんか？　君、すごく可愛いから」

「え……っ」

　すごく可愛い。耳元で衝撃波付きの拳打を百連撃された気分だった。

「可愛いって……わたし？　それ、わたしに言ったの？」

「もちろんだよ。他に誰がいるのさ？　君、すっごく可愛いよ。で、ウチの美容室でカットモデルをやってくれたら、もっと可愛くしてあげられると思う。ね、だからお願い！」

　男は慣れた様子で拝むポーズをする。

　蛮族に撲殺される程度の男に懇願されたところで別段心は動かない。だが、

「わたしが可愛い……」

　その言葉は小さな胸に特別なトキメキをもたらした。

　可愛い、きれい、美しい。そうしたキラキラした言葉は舞にとって遠く眺めるだけのものだった。言わば地上から見つめる星々に等しい。それが今、自分に向けられている。

　魔獣の召喚符さえ破った『破岩のマイ』もこれには敵かなわなかった。ふわふわした気持ちで気づけば男に対して頷いていた。

「ありがとう！　じゃあ、こちらへどうぞ。カットモデル一名様、入りまーす」

　そうして『美容室』とやらに招き入れられ、『カットモデル』として鏡付きの台に座らされた。どうやら美容室というのは身だしなみを整えてくれる場所らしい。まるで王族のような扱いで髪に櫛くしが入れられる。

　ボサボサの髪がストレートになり、隠れがちだった顔がはっきり表に出てくると、だんだんと店員が真顔になり始めた。「……君、マジでダイヤの原石じゃね？」と呟いたかと思うと、他の店員を呼んできて、いつの間にか美容室の総力を挙げて舞の見た目を整え始めた。しまいには店長が「ちょっとこの子に似合う服買ってきなさい！」と使いを出し、着るものまで用意してくれた。そんなこんなで四時間が経った頃。

「これが、わたし……？」

　鏡の向こうには生まれ変わった舞の姿があった。

　髪は毛先にシャギーを入れて可愛らしくくるんっと丸まり、唇に薄く引いたルージュが少女らしさを際出たせている。青のダブルカラーＴシャツにミニスカートを穿はき、ニーソックスでポップな印象。

「まるでアイドルみたい……」

　思わず呟つぶやき、直後に恥ずかしくなった。山猿同然に育てられた拳けん法ぽう家かがアイドルみたいだなんて図ずう々ずうしい。きっと笑われてしまう。

　でも一緒に鏡を見つめている店員たちは四方八方から同意してくれた。

　曰いわく「本当にアイドルレベルだよ！」とか「お嬢さん、今のあなたとっても素敵よ」とか雨あられと賛辞が降り注いでくる。

　こんな気持ち初めてだった。なんだかゾクゾクしてくる。今ならなんだって出来そう。

「実際、アイドルとかなれちゃうんじゃない？　今のご時世、スマホかタブレットでもあれば、動画サイトで即デビューでしょ？」
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　そう言ったのは最初に声を掛けてきてくれた男だった。舞は跳ねるように振り返る。

「タブレットでアイドルになれるの……っ!?」

「なれるなれる。君の可愛さなら一発だよ」

　胸が高鳴った。オーガ百体を血祭りにして免許皆伝した時だって、こんな高揚感は覚えなかった。

「あの、みんなありがとう……っ。わたし、これから頑張ってみる！」

　いい仕事をした、と満足げに手を振る店員たちに見送られ、跳ねるように家路を急ぐ。なんなら屋根の上でも駆けていきたい気分だった。

　タブレットがほしい。絶対ほしい。久美に相談してみよう。

　この世界のお金のことは難しい。家電量販店では物々交換が駄目だと言われたけど、今の美容室では見た目を整えてくれた上、服までくれたのにタダだった。

　やはりこの世界の人間に訊たずねるのが一番だろう。

「あ……っ、でも家で訊きいたら、アーネリアの耳にも入っちゃうわよね……」

　たぶん怒られるような気がした。自分たちが今一番しなくてはならないのは『魔王の欠片かけら』を捜すことだ。きっとアーネリアは今この瞬間もそのために動いているはず。アイドルになるためにタブレットがほしいなんて言ったら、間違いなく良いい顔はしない。

「……どうしよう」

　おばけ屋を前にして、軽やかだった足取りが一気に重くなった。帰宅を渋る子供のように店先をうろうろする。

　すると中華飯店の扉が開いて、あごヒゲの男が外に出てきた。

「んー？　久美さんとこの……舞さん、だったっケ？」

「あ、確か……ロンさん？」

　お互い久美を通してなんとなく顔と名前は知っていた。

「どしたの、舞さん？　家に帰れないリストラサラリーマンみたいな顔してるネ？」

「喩たとえの意味は分からないけど、実は……」

　考えてみれば、相談出来る相手は何も久美だけではない。ロンもこの世界の人間だ。なので思いきって話してみた。

　すると王都の武器商人みたいな怪しげな雰囲気のロンは「オッケー」と親指を立てた。

「タブレットだったら調達してあげるヨ」

「え、本当!?」

「ただし仕事料、千円」

　親指が人差し指に変わった。

「せんえん？　あ、お金のこと……？」

「あれエ？　舞さん、千円知らない？　これだヨ、これ」

　仕事着の懐から一枚の紙が取り出された。それを見た瞬間、舞の両目は見開かれる。

「しょ、召喚符……っ!?」

　ほぼ反射的に迎撃の構えを取った。両手両足の挙動だけで烈風が吹き荒れ、中華飯店の暖簾のれんを波立たせる。舞から発せられる威圧感は、紛れもなく歴戦の猛も者さのもの。その辺の牛や熊なら失禁して逃げ出すレベルの殺気だった。

　しかしロンはなぜかまったく動揺しない。それどころか大笑いした。

「何勘違いしてるの。これお金だから。怪しげな呪じゆ符ふとかじゃないヨー？」

「え、ち、違うの？」

「舞さん、面白いネ。いいヨ、笑わせてもらったから仕事料は後払いにしてあげる」

　懐から帳面を取り出し、ロンはさらさらとメモをしていく。

「ついでに銀行口座も作っとこうカ。アフィリエイトとか始めたら楽に稼げるし、ワタシも早めに仕事料もらえるしネ」

「よく分からないけど、タブレット……手に入るの？」

「明日には用意出来るヨ」

「本当!?　やったぁ……っ！」

　スカートを舞わせて飛び跳ねる。未来がどんどん明るくなっていくのを感じた。前の世界と違って、この世界は楽しいことに溢あふれている。転生してよかったと思った。

「舞ちゃん？　帰ってきたの？」

　ロンとの話し声が聞こえたのか、久美がおばけ屋から顔を出した。

「あ、久美っ、聞いて聞いて！」

「テンション高いわね。なんか良いことあったの？　って、どうしたのその格好、すごい可愛い」

　また可愛いって言ってもらえた。嬉うれしい。こうなると、もっと可愛く、もっとアイドルっぽくなって、びっくりさせたい。

「今日ね、色んなことがあったの！　でも……まだナイショ！」

　唇に人差し指を当て、舞は花の咲くような笑みを浮かべた。

　そして翌日、中華飯店の前で、約束通りロンがタブレットを手渡してくれた。

「やった！　ありがと、ロンさん。……あれ？　でもなんかちゃんと動かないんだけど？　以前に久美が観せてくれた……動画サイト？　っていうのを観たいのに」

「ＳＩＭシムカード入れないとネ。これワタシが仕入れた特注品。日本にはないやつだヨ」

　ロンの懐から四角い板が取り出された。表面には何やら怪しげな字体で『龍ロン印じるし』と書いてある。それを入れると、タブレットに動画サイトの画面を出せた。

「わ、映った！　映った！」

「舞さんはアイドルになりたいんだッケ？　ネットアイドルだったら、もう今すぐできるはずだヨ」

「本当？　どうやるの!?」

「ここ押してカメラ起動して、録画して、アプリからアップするカンタンなお仕事。ネタがないと駄目だけども、ゲーム実況とかならイージーかもネ」

「ゲーム……？　なるほど」

　それなら当てがある。ロンにお礼を言って、すぐさまおばけ屋に駆け込んだ。

「ハラミ！　ハラミ！　わたしにもゲームやらせて！」

「は？　なんだ、いきなり。舞、ゲームなんて興味なかったろ？」

「いいから！　ハラミはわたしがゲームするところ録画して！　ほらここ押せばいいの」

「えー……面倒だなぁ」

「晩御飯のおかず一品あげるから！」

「おっ、だったらいいぞ」

　コントローラーを持ってテレビに向かい、画面上の戦闘機を乗り回す。後ろからハラミが録画してくれる。

「どう？　撮れてる？　撮れてる？」

「よそ見してると敵のボム食らうぞ？」

「後ろ向きだとわたしの顔映らないんだもん……って、あーっ！　やられちゃった！」

　ボムを食らって戦闘機が爆発。ちょうどオチもついたので、動画サイトにアップしてみた。サイトの観方はアイドル動画を観せてもらった時に久美からなんとなく聞いている。

　閲覧回数の数字が増えるほど、多くの人が観てくれたということだ。

　リロードを繰り返しながら、三時間ほど自分の動画ページを凝視した。その結果。

「……閲覧回数、十五回」

　しかもそのほとんどは自分でリロードしたものである。

「よく分かんないけど、良かったな」

「良くないわよ！　わたしはもっと何万回も何十万回も再生されて、たっくさんの人に観てほしいのーっ」

　ゲーム中のハラミに興味無さそうに言われ、舞は地団太を踏む。

「もっと、もっと研けん鑽さんが必要なんだわ……っ。相手の呼吸を読み、理解し、乾けん坤こん一いつ擲てきのカウンターを常時繰り出せるような、もっと深い研鑽が……っ」

「よく分かんないけど、頑張れー」

「頑張る！　わたし、生き甲が斐いを見つけた気がする！」

　研鑽の仕方を調べる方法は目の前にある。タブレットをちゃぶ台に置き、舞はネットの海に繰り出した。

　ゲーム実況は始めやすい反面、閲覧数を稼ぐのが難しそうだ。閲覧者が喜ぶようなスーパープレイは、ハラミならともかく自分には出来ない。

　だったら他にはどんな動画があるだろう。そんな検索をしていて舞の指はぴたっと止まった。目に留まったのは『歌い手』の動画。──これだ、と思った。

　可愛い女の子が可愛い格好をして歌っている。まるでテレビのアイドルのように。

　わたしもこうなりたい……っ。

　ゴブリンに指弾を放つような勢いで操作し、必要なものを調べる。タブレットでも出来ないことはなさそうだけど、上を目指すならもっと高性能な機材がいるらしい。

「ロンさん、ロンさん！」

「あいあいー？」

「動画編集できるパソコンがほしいの！　あとコンデンサーマイクとオーディオインターフェイスも！」

「おー、本格的になってきたネ。イイヨ、実費プラス仕事料また千円。後払いネ」

　翌日、どこの国の製品かも分からないデスクトップパソコンと音響機材一式がロンからもたらされた。おばけ屋の前に積まれた、大量の機材を目にし、ハラミが呆あきれる。

「どこに置くんだ、これ？　久美に見つかったら怒られるぞ？」

「そうね、収録場所の確保は重要だわ……」

　本当ならスタジオでも借りたいところだけど、そこまではまだ出来ない。あくまでおばけ屋のなかで、しかも久美やアーネリアに見つからないように作業出来る場所がほしい。

「となると……あそこね！　ハラミ、荷物運ぶよ！」

「えー……面倒だなぁ」

「晩御飯のからあげ三個」

「しょうがないな、仲間の頼みだからな」

　かくして機材は運び込まれた。場所はおばけ屋の店先から壁一枚隔てた商品倉庫だ。

　在庫のダンボールを積み上げて壁を築き、頭上にも偽造のダンボールを置いて屋根を作った。ぱっと見はただの在庫の山にしか見えない。そのなかにパソコン及び音響機材一式を設置する。──完成、舞のダンボールスタジオ。

「なんか秘密基地みたいだな？」

「実際、秘密の基地なのよ。久美とアーネリアにはナイショだからね？　今は見すぼらしいけど、ここからちゃんとしたスタジオやステージに立てるように頑張るの！」

　かくして舞は活動を始めた。

　みんなが寝静まった頃にこっそり倉庫にいき、ダンボールスタジオで歌って録音＆動画をアップ。何日も繰り返すうち、トイレに起きた久美に見つかりそうになったこともあったが、どうにか息を潜めてやり過ごした。家族との闘いは、新人の歌い手ならば誰もが通る道。

　その洗礼をかいくぐり、何本もの動画をアップしているうち──ある日、波がきた。ビッグウェーブだ。

　ダンボールハウスから歌っている美少女の歌い手がいる、とネットで噂になったのだ。

　ここだ！　と拳けん法ぽう家かの直感が告げていた。

　舞はあえて今まで控えていたＳＮＳを解禁し、動画とリンク。加えてダンボールスタジオからの生配信を敢行した。

「はーい、新人歌い手の舞坂舞です！　なんかぁ、ネットでわたしのことが祭りになってるみたいでー。ちょっと怖かったんだけど、でも勇気を出して生配信してみました。さあお前ら、どうだこのヤローっ！」

　新たに購入したＷＥＢカメラに向かって、可愛らしく挑発ポーズ。その瞬間、好意的なコメントが滝のように流れた。

　この日を境に舞はさらに躍進することとなる。ネットの有志が舞のオリジナル曲を作って提供したり、ブログのアフィリエイトでどんどん儲もうけが出始めた。生配信をする舞の華やかさは、すでにキラキラした輝きに溢れている。

　これが後に京都を席巻する歌い手・舞坂舞──その誕生の瞬間だった。

　……ちなみに勇者としての使命感はすっかり頭から抜け落ちている。
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　さて、ハラミ、Ｋ、舞がそれぞれに異世界を満喫し始め、しばらく経った頃。

　最初の化け猫以降、『魔王の欠片かけら』は現れず、平穏な日々が続いている。

　そんなある日、久美は二階の自室でキャンバスに向かっていた。

　もともとは祖母が使っていた六畳部屋で、奥には仏壇があり、鴨居には清きよ水みず寺でらや三さん年ねん坂ざかの絵が飾ってある。生前、祖母が描いた絵だ。

　今日は美大の通学初日だった。近所の小中学校などは明日が入学式らしいが、大学の場合はやや早く、今日からの通学になる。

　久美はもともと真似事で描く程度はしていたが、本格的に絵を学ぶのはこれが初めてだった。どうしても緊張するので、通学前に少しスケッチでもしてから家を出ようと思っていたのだが……。

「お前たち、事の重大さが分かっているのか!?　ちゃんと私の話を聞け！」

「あー、大丈夫大丈夫、ちゃんと聞いてるって。お、新しい武器、ゲット！」

「聞いてないじゃないか!?　まずはそのピコピコの電源を切れ！」

　階下からの声が超うるさい。早朝にも拘かかわらず、アーネリアを筆頭に居候共が騒いでいる。かれこれ三十分ほどこの調子だった。

「あー、もういい加減にしなさいよ！　集中出来ないじゃない！」

　鉛筆を放り投げ、荷物を持って階段を下りていく。

　居間にいくと、アーネリアが座布団の上に陣取り、三人へお説教をしていた。

「いいか、もう一度言うぞ!?　私がここ数日で調べたところによると、どうやらこの京都という街はかなり呪じゆ術じゆつ的に優れた場所らしい。日本でも有数の結界都市、私やヴァルヴァランの転生が失敗したのはここに原因があるのだと思う。『魔王転生』が京都の呪力に影響を受けたのだとすれば、『魔王の欠片』はこの街一帯にちらばっている可能性が高い。つまりはいつ何時、先日の猫のような魔獣が出現するか分からんのだ。みんな、気を引き締めろ！」

「そんなこと言って、ここしばらくなんも起きてないじゃん？」

　と、言うのは寝そべって携帯型のゲームをしているハラミ。

　その横では舞がちゃぶ台にタブレットを置いて忙せわしなく指をタップしている。

「そうそう、対処するなら何か起きてからでいいんじゃない？　あ、またコメント増えてる。もう返事書くだけで大忙しっ」

　Ｋも何やら押し入れの前で本を箱詰めして整理していた。

「まあ、戦地でも常に気を張っていては、いざという時戦えませんし。適度な休養も必要ではないかと。そう、これは心の休養なんです。うふふふ」

　本を手にして不気味な笑み。ひどく薄い本なのだが、そのわりに一冊一冊ぴっちりとカバーがされていて微妙に怪しい。

　全員、気もそぞろで、アーネリアは毛並みを逆立てる。

「一体、どうしたと言うんだ!?　みんな、なぜそんなにやる気が失われてるんだ!?」

「いやー、なんていうかこの異世界──ニッポン、だっけ？」

「楽しいことが山盛りなんだよねー」

「まったくです……不思議の国、ニッポン。恐るべき場所です」

　牙きばを抜かれた表情で三人はしみじみと頷うなずき合う。

「お前たち……くっ、ならばこうだ！」

　毛玉のような体が座布団から跳躍した。意外な俊敏さで部屋のなかを駆け抜け、ハラミの携帯ゲーム機、舞のタブレットを口に咥くわえ、Ｋの整理箱の上へ着地する。

「これらは没収する！」

「「「あーっ!?」」」

　三人の声が見事にハモった。それをさらに超える音量で久美は叫ぶ。

「うるっさいのよ、あんたたち！　近所迷惑でしょうが──っ！」

　おばけ屋を揺らすほどの大声だった。さすがに驚き、異世界人たちはぴたっと止まる。

　ハラミがアーネリアの顔をピザ生地のように引っ張り、舞がタブレットと携帯ゲーム機を口から引き抜こうとし、Ｋがあわあわしながらとりあえず整理箱が壊れないように押さえていたが──とりあえずぴたっと止まった。

「……久美、機嫌悪いのか？」

「悪いわよ。わたしだってね、四六時中、あんたたちの馬鹿騒ぎを大目に見てられるわけじゃないの」

　恐る恐るなハラミの質問に半眼で返した。

「毎日毎日、食っちゃ寝、食っちゃ寝。丸っきりただのニートじゃないの！　食費だって馬鹿にならないんだからね？　たまには働きなさいよ！」

「あ、一応、私はアルバイトを始めまして……」

「言い訳しない！」

　Ｋが手を上げて何か言いかけたが、ぴしゃりと遮った。

「とにかく、全員ちょっとは働きなさい。わたしが大学から帰ってくるまでに何かしら考えとくこと。いいわね？」

「わ、私もか？　一応、犬なんだが……」

「犬もよ！」

　わりと理不尽なことをさらにぴしゃりと言い放ち、久美は居間を出ていく。

　多少、登校初日の不安で八つ当たりしてしまった感は否めない。でも異世界人たちが無駄飯食らいなのも事実。たまにはいい薬だ。

　そんなことを思いながら、久美はおばけ屋を後にした。








第四章　魔都京都






　最寄りの神宮丸太町駅から電車に乗り、揺られること数駅。鴨川からＹの字に分岐した高たか野の川がわを車窓越しに眺め、やがて久美は長閑のどかな住宅街で下車した。

　しばらく歩いていると、住宅街の家越しに大きな山が見えてきて、すぐに大学の正門をくぐることができた。ちゃんと時間通りに着けてほっと一安心──したのも束の間。

「（うわぁ、なんなの、ここ……）」

　オリエンテーションが行われる大教室で、久美はひそかに戦せん慄りつした。

　度肝を抜かれたのは、生徒たちの格好。

　あちこちに絵の具がついたポンチョ姿、ベレー帽に丸メガネの昭和な漫画家スタイル、特大の簪かんざしをつけた着物少女もいれば、髪がレインボーカラーなファッションモデルみたいな男子もいる。極めつきは半裸にボディペイントのおじさんもいた。

　みんな、常識外れの格好だった。でも全員が全員そうなので、奇抜さこそが常識になっていた。

「さすがは美大、半端ないわー……」

　オリエンテーションの後、久美は中庭のベンチで思いきり肩を落とした。

　着ているのは普通のロングＴシャツ。普段よりちょっとお高めのものを着てきたのだが着物やボディペイントと比べたらまるでお話にならない。

　見回せば、中庭も大教室と同じように個性的な生徒で溢あふれている。一体、京都の街のどこにこんな生徒たちがいたのだろう。

「しっかし、なんでみんなあんなに自信満々なのかしら……。わたしなんてちょっと可愛い髪留め使うだけでも一晩悩むのに。みんなが発してる、この『自分が一番オーラ』はなに？　主人公？　ここは主人公たちの見本市なの？　……ムリ、万年脇役体質のわたしにはムリ。小学校の劇でやった一番マシな役が『きびだんご・その三』だもん。こんな主人公だらけの場所じゃ生きてけない。はぁ、まるで異世界にきたみたいだわ……」

　そんなことを呟つぶやいて項うな垂だれる。だが直後に慌てて首を振った。ちょっと大学デビューに失敗しそうだからって異世界だなんて、ウチの居候たちに毒され過ぎだ。

「ああもう、やめやめっ。暗いこと考えても仕方ない。教室が無理そうならサークルよ、サークルに入りましょう」

　確か正門近くに手作りの看板がいくつも置いてあった。勧誘のビラ配りをしていた先輩たちもいたはずだ。

　今日はオリエンテーションだけで授業はない。中庭を出て、久美はサークルの吟味を始めた。やがてあまり個性が爆発していなかったチラシを持ち、サークル棟を訪れた。

「し、失礼しまーす……。サークルの募集を見てきたんですけど」

　恐々と扉を開いた途端、絵の具の匂いが鼻を突いた。部屋のなかは画材が溢れていて、上級生っぽい女性が中央で絵を描いていた。

「ああ、新入生？　いらっしゃい。ごめんね、ちょっと今手が離せなくて、少し待っててくれる？　なかに入ってきてくれていいから」

「あ、はい。ありがとうございます」

　やはり上級生の先輩らしい。すごくまともな感じの人だった。格好もＴシャツにジーンズで親近感が湧いてくる。

「これ、先輩……の作品ですか？」

「そうよ。まだまだ完成には程遠いけどね」

　部屋に入り、先輩の後ろからキャンバスを見る。

　空を飛ひ翔しようする龍りゆうの絵だった。風を纏まとうようにして、龍が天へと昇ろうとしている。

　なんというか渋い。まるで水墨画のようなタッチだ。そんな感想を予想していたのか、先輩が苦笑する。

「ババくさいでしょ？　よく言われるのよ。モチーフが老人みたいって」

「や、そんなことは。力強くて良いい絵だと思います」

「ふふ、ありがと。自分でももうちょっと若々しい絵が描きたいんだけどね。昔から祖母の絵を見てたから、どうしても影響されちゃうの」

「おばあさんの、ですか？」

「ええ、祖母が絵描きだったの。ぜんぜん素人しろうとだったけどね」

「わ、わたしもおばあちゃんが絵を描いてたんです」

　嬉うれしくなってつい勢い込んだ。先輩は「あら偶然」と一いつ旦たん手を止め、振り返る。

「身内が描いてると影響受けちゃうわよね、どうしても」

「分かります。わたしもおばあちゃんみたいに描けたらなと思って、子供の頃に描き始めてそれで……」

「それで美大にきたわけだ？」

「はい、中途半端な理由が恥ずかしいですけど……」

「そんなことないわ」

　先輩は淡く微笑んだ。

「スタートなんてどんな理由でもいいのよ。大事なのはそこからどう進むかだわ」

　受け入れてもらえたような気がして、ちょっと嬉しかった。美大といっても奇抜な人たちばかりじゃない。こういう懐の深い先輩もちゃんといるのだ。……と思ったのだけど。

「私もね、頑張って進もうとしているの」

　絵の具をいっぱいに吸った筆がぶちゅっと音を立てた。

「祖母に追いつきたくて、もうずっとこの絵を描いてるの。何年も何年も。祖母が初めて買ってくれたこのキャンバスにね。失敗したと思ったら、サンドペーパーで古い絵を削って、下地を新しく上塗りして、それを繰り返し繰り返し、入学前からね。キャンバスに私の情念を塗りたくるように！」

　目が爛らん々らんと輝き、筆が滅め茶ちや苦く茶ちやに躍りだす。精せい緻ちに描かれていた龍を無作為な線が塗り潰つぶしていく。

「ちょ、あの……先輩っ!?」

「なのにまだ追いつけない！　描いても描いても私は祖母に追いつけない！　一体何が足りないって言うの!?　ねえ、なんなの!?」

「知りませんよ!?　っていうか怖い！　落ち着いて下さい！」

「──あら、ごめんなさい。私ったらつい熱くなっちゃって」

　憑つき物が落ちたように先輩はふっと戻った。照れ笑いを浮かべ、席を立つ。

「どうも気持ちが入るとまわりが見えなくなっちゃうみたいなの。休憩がてら何か飲み物買ってくるわ。缶コーヒーとかでいい？」

「あ、いやわたしは……」

「いいからいいから、遠慮しないで。ここでちょっと待っててね？」

　自分が座っていた椅子に久美を座らせ、先輩は部屋を出ていく。

　残された久美はしっちゃかめっちゃかになった龍の絵を見つめ、肩を落とした。

「やっぱ美大、半端ないわー……」

　たぶん良い人なのだとは思う。同じ話題があって仲良くなれそうな気がしたし、格好も普通だし、少なくとも大教室の時のような疎外感はない。でも熱量がヤバい。

「わたしはあんなに本気になれるのかな……」

　この大学を選んだのは、単純におばけ屋から近かったからだ。何も本気で絵の道に進みたくて美大を選んだわけじゃない。だからこそ生徒たちの個性的な格好や先輩の熱量についていけないものを感じてしまう。

　……なんか本当に異世界にきちゃったみたい。

　もともと自分の一番の目的はおばけ屋を継ぐことだ。絵を始めたのだって祖母の真似っこで、無理して異世界のような場所にいる理由があるのかと訊きかれれば……とくにはなかった。

「ここじゃやってけないかも、わたし……」

　泥のなかで溺おぼれるように呟いた、その時。

　ふと視界の端に違和感を覚えた。メガネの縁の辺りで何か光ったような気がした。不思議に思って、視線を斜め上に向ける。途端、声が洩もれた。

「え……っ」

　窓の向こうにふよふよしたぬいるぐみのような物が飛んでいた。一見すると可愛らしいが、目や口が尖とがっていて、悪そうな黒っぽいオーラを放っている。

　見覚えがある。化け猫騒ぎの時、ハラミがやっつけた猫から出てきたのと同じものだ。

「確か、魔王の……欠片かけら？」

　朝、アーネリアが居間で言っていたことを思い出す。『魔王の欠片』はこの街一帯にちらばっている──そう、自称・解放軍のリーダーは言っていた。

「だ、だからってなんでこんなところに……っ」

　思わずガタッと立ち上がる。するとその音に反応して『魔王の欠片』がこっちにきた。両手で律儀に窓を開け、こちらへまっすぐ飛んでくる。

「じょ、冗談でしょ!?」

　あの化け猫のようになっては堪たまらない。反射的にしゃがみ込んだ。

「ギュビーッ！」

　欠片は可愛いんだかキモいんだか分からない声を上げ、ギリギリで頭上を通り過ぎた。

「た、助かった……？」

　恐る恐る顔を上げる。どうやら自分が化け猫になるのは免れた。だが事態は一向に収まっていなかった。

　イーゼルに掛かっていた、龍の絵。そこへ『魔王の欠片』が溶け込んでいく。

「駄目っ、それは先輩の大事な絵！　先輩のおばあちゃんへの気持ちが込められた絵なのに……っ！」

　止めたいのに、止める手段がなかった。ぬいぐるみのような欠片は、トプン……っと水面みなもへ落ちるように絵と一体になってしまう。

　そして次の瞬間、絵全体が禍まが々まがしいオーラを放ったかと思うと──風の龍が現実のものとなって飛び出してきた。

「ええええええっ!?　噓でしょ!?」

　龍は窓から外へと向かおうとする。イーゼルに掛けてあったキャンバスが消えて、木枠だけが残っていた。それを見て、絵そのものが龍になってしまったのだと分かった。

「待って、先輩の絵……っ！」

　反射的に手を伸ばしてしまい、直後に死ぬほど後悔した。幸か不幸か、久美の手は飛んでいく龍の角をジャストなタイミングで摑つかんでいた。

「きゃあああああああっ!?」

　龍は風をまとい、窓から飛び出した。久美はその頭に摑まっている。

「お、下ろして、下ろしてってばあああああっ！」

　龍の姿は風の如く透明だった。しかし角度によっては『魔王の欠片』のオーラが縁を彩り、雄々しい姿が見て取れる。

　中途半端に不可視の龍が中庭の上空を駆け抜けた。お昼時の生徒たちは突然の暴風に驚き、ベレー帽やストールがいくつも宙に舞う。

「なあ、今の見た!?　なんか頭に女子を乗せた、でっかいトカゲみたいなのが飛んでたよな!?」

「え？　そんなの見てないけど？　風でしょ、今のは」

　幸い、龍を視認した生徒は少数だった。この分ならば、おそらく見間違いということになるだろう。でもそんなことはどうでもいい。現在、久美にとって重要なのは──龍がすごい勢いで飛び続けていることだ。

　もはや高さはビル数階分に達している。落ちたら間違いなく無事では済まない。

　振り落とされないように必死にしがみつきながら、久美は心から叫んだ。

「だ、誰か助けてえええええーっ！」
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　同時刻。叡えい山ざん本線沿いの道路を優子の車が走っていた。

　その助手席で、らんは胸をときめかせている。両腕に抱えているのは優子に買ってもらった、自由帳やクレヨン、手作りアクセサリーセットやトイカメラなど、小学生女子が使うようなアイテムの数々。後部座席には子供用の図鑑や虫取り網もある。

「あの、優子先生……ありがとうございます。わたしのために……こんなに贅ぜいを極めた宝の山を買って下さって」

　サングラスを掛けた優子はハンドルを握りながら気楽に肩を竦すくめる。

「いーのいーの。別にお金なんて唸うなるほどあるしね」

「とくにこの自由帳という冊子……調べたところ、小学校でも使うもののようなので、すごく嬉しいです」

「なに？　らんちゃん、ひょっとして学校いきたいの？」

「……はい。小学生になってこの世界の文化や道徳を身に付けたいと思って」

「殊勝な家出少女ねえ」

「すみません。一応、わたし、家出少女ではなく……元・魔王です」

「あー、そうだったね。はいはい、魔王、魔王。可愛い、可愛い」

「あう」

　運転席から手が伸びてきて、頭を撫なでられた。

　今日は朝から二人で買い物に出ていた。なんでも買っていいというので、自由帳を一冊だけ選んだところ、優子が『子供が遠慮なんてしてんじゃないわよ』と目についた端から色々買い込み、こうして抱えきれないほどの量になった。

　命いのち乞ごいや献上品以外でこんなに贈り物をもらったのは初めてだった。

　嬉しいな……と、らんは宝物を抱き締める。そうしているとふいに──力を感じた。

　全身が粟あわ立だち、両目がマナの光を帯びる。来る、と思った。

「先生、車を停めて下さい。危ないから……っ」

「？　なによ、突然」

　首を傾げながらも優子の挙動は素早かった。ハザードランプを点つけ、ブレーキを踏み、瞬時に車を一時停止させる。幸い、通行量のほとんどない道だったので、前後の車にぶつかるようなこともなかった。優子がこちらを見て、少し驚いた顔をする。

「どうしたの、その目？　なんかビームでも出そうな感じになってるわよ？」

　返事をしている余裕はなかった。近づいてくる力の気配を一心不乱に探る。そしてはっと頭上を見上げた。

「……っ！　う、上ですっ」

「上？」

　ウインドウを下げて、優子が空を見上げた。らんも助手席で同様にする。

　直後、巨大な龍りゆうが頭上をかっ飛んでいった。凄すさまじい風で車体が上下し、周囲では木の枝が揺れ動く。

　黒髪が煽あおられ、らんは必死に押さえつつ言った。

「先生、あれ、わたしの力です……っ。魔王ヴァルヴァランから離れた『魔王の欠片』、それが何かにとり憑いて暴走してます……っ」

　調べたところ、この世界に魔術はない。優子はこちらの話をあまり信じていない節があったし、いきなりこんなことを言っても驚かせてしまうかもしれない。

　そう思ったけれど、意外なほど優子の理解は速かった。

「へえ、あんたの言ってたこと本当だったのね」

　彼女は面白い映画でも観たかのような顔で感心している。

「信じてくれるんですか……？」

「信じるも何も今この目で見たからねえ」

　ダッシュボードで肘ひじをつき、優子は猫のように笑う。

「で、らんちゃんはどうしたいの？」

　まるで魔王が配下を試す時のような物言いだった。

　らんは胸の前でぎゅっと手を組む。

「欠片を捕まえたい、です……」

「なんのために？　あれって魔王の力なんでしょ？　力を取り戻して世界を征服したいとか？」

　大きく首を振った。それは違う。きっと違う。

「わたし、この世界にきて……初めて平和というものを知った気がするんです」

　この世界には敵はいない。人々は当たり前のように助け合って生きている。だから邪魔をしたくない。かつての自分の力のせいでこの平和を乱してしまいたくはなかった。

「この世界の人たちに……迷惑を掛けたくないから。だからわたしの力が悪さをしないように……捕まえたいです」

「なるほどねえ」

　肯定とも否定ともつかない相あい槌づちだった。

　会話の途中だが、こうしている間にもさっきの龍はどんどん遠くへいってしまう。

「ごめんなさい。先生、わたし、いってきます」

　ぺこりと頭を下げ、助手席のドアを開けようとした。だが「待った」と運転席からロックされてしまう。

「あんたの足じゃ追いつけないわよ。だから協力してあげる」

「いいんですか……？」

「今日だけね。しょっちゅうは面倒くさいから。あとは……そうね」

　すっと優子が近づいてきた。大人の指先がらんの小さな唇に触れる。

「らんちゃんが魔王に戻ったらさ、私にこの世界を征服させてよ」

「世界を……？　あ、でも『魔王の欠片』は姫騎士のアーネリアに預けるので……」

「あー、らんちゃんと一緒にこの世界にきた奴だっけ？　それならそれでいいわ。何かの拍子にらんちゃんがやっぱ魔王に戻ろうと思って、やっぱこの世界を征服してやろうと思ったら、その時に私に世界をくれればいいから」

　ね、と念を押すような笑みを向けられる。

「それで私の協力が得られるんだから安いもんじゃない？」

「確かにありがたいですが……」

「煮え切らないわね。じゃあ、もうひと押し。あんたを小学校に通わせてあげるわ」

「……っ、本当ですか？　あ、でも子供が小学校に通うには、役所への届け出とか戸籍とか必要なはずじゃ……」

　これも調べた知識だ。この世界では人間の出自が完全に管理されている。異世界からやってきたらんは普通の手段では小学校に通うことなんてできないはずだ。

　しかし優子はなんの問題もないという顔で笑む。

「任せときなさい。この国で私に出来ないことなんてそうそうないのよ」

　秘密だからね？　と前置きして教えてくれたところによると、優子はゴクドーの娘というものらしい。ゴクドーとは『極道』と書き、この世界の裏側を牛耳る存在だという。

　昔の自分と似ていると感じたわけだ。優子はきっとこの世界における魔王のような立ち位置になり得る人なのだろう。

　そんな優子が世界を征服させろという。冗談なのか、本気なのかは分からない。でも協力してもらえることも、小学校に通わせてもらえることも正直ありがたかった。それに自分はこの人には逆らわないと決めている。

「……分かりました。お約束します。万が一、わたしが魔王に戻った時は、優子先生に世界を差し上げます」

「オッケー。じゃあ、さっきの龍を追えばいいのよね？」

「はい、お願いします……っ」

「飛ばすわよ。しっかり摑まってなさい！」

「きゃ……っ!?」

　宣言と同時にエンジンが唸りを上げた。法律なんて置いてけぼりのスピードで車は龍を追い始める。
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　その頃、おばけ屋ではアーネリアが頭を悩ませていた。

　犬の姫騎士は不定形な雲のような頭を右に左に揺らしている。

「まさか久美をあんなに怒らせてしまうとはな。犬の働き口などこの世界にあるのだろうか……」

「別に真に受けなくてもいいんじゃない？　久美だってきっと本気で言ってるわけじゃないよ」

　タブレットいじりを再開し、舞が適当な感じで言う。

「それより見てよ、アーネリア。新しい動画の再生数が鰻うなぎ登のぼりで止まんないの！　わたし今、めっちゃバズってる……っ」

「バ、バズ……？　なんだって？」

「……あ、なんかメッセージ来てる。……ライブハウス？　え？　なにこれ……『歌い手の舞坂舞さんに出演のご依頼』？　えーっ!?」

　舞はテンション高くアーネリアの顔を引き寄せる。モフモフの犬頭は拳けん法ぽう家かの腕に押し潰つぶされ、「ふぎゅ!?」とあまり上品ではない音が洩もれた。

「どうしよどうしよ!?　ライブよ、ライブ！　わたし、ライブに出演出来ちゃうかも！」

　アーネリアはジタバタもがいて舞の腕から脱出する。

「ラ、ライブ？　なんだそれは？」

「だから……あーもう言葉で説明してもアーネリアには分かんないか。ちょっと待って、今検索で出すから。ほらこれよ、これ！　こんなふうに大勢の観客の前で歌うの！」

「どれどれ……んん!?　なんだこの軽薄な馬鹿騒ぎは!?　こんなものに参加して何が楽しいのだ!?」

　タブレットの動画を見て、アーネリアは露骨に顔を顰しかめる。

　一方、舞は舞でカチンときていた。

「そんな言い方しなくてもいいじゃない。ステージに上がって、歌って、みんなに見てもらえたら絶対楽しいわよ！」

「楽しんでどうする!?　私たちは誇り高き解放軍だぞ!?　ハラミ、ピコピコばっかりしてないで、お前も何か言ってやれ！」

「さあ？　舞の好きにすればいいんじゃないのか？」

「他人ひと事ごとか!?　くっ、まったくどいつもこいつも……っ」

　歯をギリギリしていると、Ｋが「まあまあ」と言いながら居間に入ってきた。見れば、大きなビニール袋を抱えている。いつの間にか買い物に出ていたようだ。

「一いつ旦たん、クールダウンしませんか？　今日は朝からずっと会議やお説教ですし、氷を買ってきたので、みんなでかき氷を作って食べましょう？　お店のかき氷機を使っていいと以前に久美さんに許可を頂いていますから。美味おいしいものがあれば、久美さんも機嫌を直してくれますよ、きっと」

「むう、そういうものか？」

「あ、ちなみに氷は安い方の氷ですけど、我慢して下さいね？」

「いや、氷の高い安いなど知らんが……」

　本当にかき氷などで久美の機嫌が直るだろうか、と思っていると、ハラミがゲーム機のポーズボタンを押して振り返る。

「食べ物か!?」

「ええ、食べ物よ。みんなで作りましょう。ほら、舞も」

「ん、ちょっと返信だけするから待って。えっと……ライブハウスのオーナー、名前は高こう円えん寺じさんか……」

　タブレットを操作しつつ、舞の体の向きはみんなの方を向いている。

　なんとなく場が一つにまとまってきた。こういうことはアーネリアより元・参謀のＫの方が器用なのだ。

「まったく……かき氷を食べたら話を続けるぞ。『魔王の欠片かけら』の件もまだ話し合わなければならんのだからな」

　ため息交じりに言うと同時、突然、アーネリアの毛が今までにない勢いでビーンッと逆立った。一斉に毛が尖とがった姿はまるでハリネズミのようである。

　さすがに全員驚き、ハラミが足の先で毛を突っつく。

「な、なんだなんだ？　怒ったのか？」

「違う！」

　ふわっと毛が戻り、アーネリアは弾はじかれるように店先の方を向いた。

「これはヴァルヴァランのマナ……『魔王の欠片』だ！」

　同時、舞のタブレットが着信を告げた。液晶に表示されたのは『久美』の名前。返信の途中だったので、舞は流れで通話ボタンを押してしまい、直後、久美の絶叫が響いた。

「『ひゃああああああ!?』」

「えっ!?　な、なに？　どうしたの、久美!?」

「『龍りゆうっ！　龍っ！　大学……魔王の欠片ぁぁぁぁぁぁっ！』」

　プツ……と通話が途切れた。

　居間に凄すさまじい沈黙が下りる。全員、歴戦の勇者たちである。皆まで言わずとも、状況からなんとなく事態を察した。アーネリアがギギギッと首を傾け、舞たちの方を見る。

「……言わんこっちゃないだろ。どんな偶然かは知らんが、見事に一般人の久美が巻き込まれたみたいだぞ？」

　さすがに今回は誰も言い返さず、アーネリアは表情を引き締めた。

「全員、やることは分かってるな？」

　ハラミが無言でゲーム機を離し、舞もタブレットをちゃぶ台に置いた。Ｋは魔術師の代名詞であるホウキを土間から持ってくる。『魔王の欠片』の影響がここまで届き、彼女たちの瞳ひとみはすでにマナの輝きを宿していた。

　座布団から飛び降り、アーネリアは解放軍のリーダーとして指示を下す。

「ハラミ、舞、Ｋ。私についてこい！　これより我々解放軍は──」

　その声はかつての姫騎士の清廉さで朗々と響いた。

「──久美を救出する！」
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「うひぃぃぃぃぃぃぃ!?」

　久美の絶叫が木霊し、スマホが手から離れて飛んでいく。どうにかアーネリアたちに助けを求めようと通話したのだが、話せたのはほんの一瞬。ちゃんと伝わったかどうかは分からない。もう色々絶望的だった。

　京都の街は屋根が低い。連なる屋根の上を龍は突風と共に飛ひ翔しようしていく。角に必死に摑つかまる久美を乗せ、龍はそのまま線路の上空を通過。やがて住宅街を抜け、高野川に出た。

　龍は水を好むのか、一級河川をなぞるように進んでいく。高度は水面みなもスレスレで、久美の顔まで水みず飛沫しぶきが飛んでくる。水量が多いので顔面で滝行をしているような有り様だ。

「ぶはっ!?　いやぁ!?　溺おぼれる溺れる溺れるーっ!?」

　龍の飛翔を止めるものは何もなく、水鳥たちが慌てたように飛び立っていく。

　やがて目前に賀か茂も大おお橋はしが見えてきた。鋼でできた大きな橋だ。賀茂大橋は高野川と賀茂川の合流地点になっている。その三角地帯に見知った顔を見つけ、久美は救いを得たような気持ちになった。

「ロンさん、レナードさん……っ！」

　おばけ屋の隣人二人だった。

　何やら怪しげな商売をするための下見でもしているらしい。ロンはオレンジのツナギ、レナードはアロハシャツを着て、屋台の骨組みみたいなものを設置し、あれやこれやと話し合っている。

「屋台をやるなら、やっぱりもっと山側の方がいいかネ？」

「出店するのは夏の『五山の送り火』の時ですよネ？　ここならみんな集まりマスし、悪くないと思いマスヨー？」

　龍のスピードは速く、どんどん三角地帯が近づいている。チャンスは今しかない。久美はあらん限りの声で叫んだ。

「二人とも！　わたしよ、久美です！　助けてーっ！」

　地図を眺めていたロンが「ん？」と顔を上げた。

「今、久美さんの声がしなかったかネ？」

「本天沼久美さんの声ですカー？」

　レナードも軽く首を傾げ、辺りを見回そうとする。

「そう！　そうよ！　こっちこっち！」

　だが間の悪いことに二人は三角地帯の逆側を向いてしまった。

「違う！　そっちじゃなくて、逆方向！」

「やっぱり久美さんの声だ」

「本当ですネ。どこからともなく本天沼久美さんの声がしマス」

　二人がこちらを向こうとする。だがその時、龍の通過による水飛沫が太陽光を反射し、ロンとレナードの頭上に七色の虹にじが生まれた。

　隣人二人は久美の声よりも自然の輝きに目を奪われる。

「「美しい……」」

　と言っている間に、久美と龍が背後を通過。

「美しい、じゃなーい！」

　びしょ濡ぬれになりながら絶叫。いつか二人がピンチになっても絶対助けてやんない、と固く心に誓う久美だった。しかし天は久美を見放さなかった。助けは意外なところからやってきた。より正確に言うならば、意外な生き物だった。

「久美ーっ！」

　犬だ。

　アーネリアだ。

　見慣れた毛玉姿が荒こう神じん橋ばしの欄干に立っている。太陽を背にし、その身は颯さつ爽そうと橋から飛び降りた。ふわふわのドーナッツのような状態で回転し、久美の頭の上に着地。

「アーネリア……っ!?」

「待たせたな、久美！　安心しろ、もう大丈夫だ！」

「あの通話で気づいてくれたの……？」

「当然だ！　それにたまには働かねばと思ってな？」

　頭にしがみつきながら見得を切る。犬なのにちょっと格好良かった。

「この龍、大学の先輩が描いた絵なの！　こないだの『魔王の欠片』が窓からきて……」

「やはりか。ヴァルヴァランのマナを感じる。絵に欠片が取り憑ついたんだな」

「アーネリアにどうにか出来るの？」

「出来ん！」

「出来ないの!?」

「私は犬だからな！」

「そうよね[image: ]　そうだと思ったから聞いたのよ!?」

　龍は丸太町橋を通過し、さらに勢いを増している。風はもはや台風のようで、川の両側の土手にヒビが入りそうなほどだった。だがアーネリアのつぶらな瞳に焦りはない。

「確かに今の私は無力だ。しかし私には──仲間がいる！」

　すぐ真横で水飛沫が弾けた。アーネリアの言葉に応こたえるように現れたのは、ガーリッシュな格好の青髪の少女。

「舞ちゃん!?」

　道路から土手を越え、川まで跳躍してきたのは舞だった。龍に並走しながら舞は勢い込んだ様子で話しかけてくる。

「ね、久美なら分かるわよね？　わたし、ライブハウスから出演のオファーがきたの！　これってすごくない!?」

「なんの話してるの!?」

　外敵が現れたことを察し、龍が咆ほう哮こうを上げた。邪悪なオーラから衝撃波が生まれ、舞の小さな体を弾き飛ばす。

「おいコラ、舞！　油断するな！」

「もうアーネリアうるさいなぁ……油断なんてしてないってばあ！」

　舞は両手で衝撃波をガードしていた。吹っ飛ばされはしたものの、土手に叩たたきつけられると同時に跳躍し、衝撃波の勢いを逃がす。土手の一部が爆散するが、その時にはすでに舞は飛び退いていた。

　水面を蹴けりながら再び龍と並走する。まるで映画でも観ているような光景だった。

「ね、ねえ、今さらだけど舞ちゃん、なんか川の上を走ってない!?」

「ああ、久美の前でやるのは初めてだっけ？　わたし、これくらいは楽勝よ？」

「楽勝なの!?」

　驚きよう愕がくする久美の頭で、アーネリアがなぜか自慢げな顔をする。

「舞は天破死叫拳という拳けん法ぽうの達人なのだ。その体術は解放軍でも随一！　右足が沈む前に左足を出し、左足が沈む前に右足を出し、川の上を歩くなど造作もない！」

「あと今はマナのブーストもあるし……ね、っと！」

　龍が再び衝撃波を放った。舞は軽やかに跳躍して回避。青髪の軌跡が空中で弧を描き、川の真ん中の飛び石に着地する。

　同時、目前に二に条じよう大おお橋はしが見えてきた。衝撃波を放ったことで龍の体は水面から浮き上がっている。それにより何が起こるかというと、

「は、橋にぶつかる!?」

「大丈夫だ！　──舞っ！」

「りょーかい！」

　飛び石の上で、力を溜ためるようにグッと身を屈かがめる。

「天破死叫拳・二代目免許皆伝！　京都で大注目の歌い手・舞坂舞、参る──っ！」

「そこは『破岩のマイ』だろ!?」

　アーネリアの指摘をかき消すほどに川が爆はぜた。舞の凄まじい踏み込みによってだ。青髪の身は龍に正面から飛び込んでくる。そして、

「破──ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、鋭い蹴りが龍のあごを直撃した。龍は悲鳴のような咆哮を上げ、垂直に吹っ飛ばされる。向かう先は空。まるで龍が天に還かえっていくような光景だった。

　すごい一撃だ。ネットに夢中な女の子とは思えない、豪快な一発。その蹴りは間違いなく龍に大きなダメージを与えている。だが一つ、大きな問題があった。

「わたしまだ頭に乗ってるんだけどーっ!?」

　龍りゆうは上空へ見る間に吹っ飛んでいく。たぶん龍自身の飛行能力のせいもあるのだろう。地平線が丸く見えるほどの高さになり、京都の碁盤目状の全景が眼下に収まる。

　久美の左手側には五山送り火が行われる如によ意いヶが嶽だけ。右手側には京都御所。ちょうど股またの位置には鴨川からＹ字に分かれた高野川と賀茂川があった。

　無論、落ちたら即死だ。間違いなく助からない。だがアーネリアは頭の上で計算通りという顔をする。

「これでいい！　見ろ、久美。この魔獣は次第に実体化し始めている。このままでは地上に大きな被害が出てしまうからな。だからこうして空まで追い立てたのだ！」

「地上の被害はいいけど、わたしの身の安全は!?」

「当然考えてある！　ほら──来たぞ！」

　犬の手が精一杯ピンッと伸ばされる。

　アーネリアの言う通り、半透明だった龍は次第に明確な色を持ち始めていた。その青黒い鱗うろこの向こうに、一人の女性の姿があった。

「あれは……Ｋさんっ!?」

「久美さん！　すみません、土間のホウキを勝手にお借りしました！」

「いやそれはいいけど……飛んでる!?」

　雲間から現れたＫはホウキを使って飛行していた。跨またがっているのではなく、サーフィンの要領でホウキの柄に乗っている。

「Ｋは解放軍一の魔術師だ！　得意技はマナを使って様々な道具に属性をエンチャントすること。ホウキに風の属性を与えれば、あのように飛行することも可能だ！」

　黒髪をなびかせ、Ｋは空を滑るように近づいてきた。長い手が差し伸べられる。

「さあ、こちらへ！　早く！」

「た、助かったわ……っ」

　Ｋは居候たちのなかでもまともな方だ。こういう時は頼りになる。ほっとした思いで久美は手を摑つかもうとする。

　だがその寸前で、龍がダメージから回復した。犬の嗅きゆう覚かくで気づき、アーネリアが声を上げる。

「──いかん！　Ｋ、離れろ！」

　直後、鉄のような鱗の尾が思いきり振り抜かれた。龍が空中で大きく身を捻よじり、尾をぶつけてきたのだ。空気を裂くような一撃に対し、Ｋは紙一重でホウキを転身。円を描くように舞って、緊急離脱する。

「まずは動きを止める必要がありそうですね！」

　Ｋの手にはビニール袋が握られていた。場違いに日常生活的なものなので、久美は角にしがみつきながら戸惑う。

「何あれ!?　ビニール袋なんてどうしようっていうの!?」

「大丈夫だ、見ていろ！　あれこそがＫの真骨頂だ！」

「ふふ、アーネリアにそう言われては張り切らないわけにはいきません！」

　ビニール袋が宙に放り出され、一瞬で切り刻まれた。Ｋの指先が挟んでいたのは小さなカミソリの刃。それによって袋から出てきたのは、いくつもの氷だった。

「氷塊よ、敵を穿うがつ矢となれ！　エンチャンテッド・シルフ！」

　氷が風の属性を得て、矢のように撃ち出された。無数の氷は龍の尾へ次々に着弾し、その身を氷漬けにしていく。

　龍が苦く悶もんの声を上げ、まるで空に縫い付けられたかのように動きが緩慢になり始める。

「Ｋさん、すごい……っ」

「ふふん。そうだろう、そうだろう！」

　やはり妙に誇らしげなアーネリアだった。

　Ｋはホウキを旋回させ、龍の体の方へも氷を放っている。おかげで龍は着々と動かなくなっていた。この分ならもう決着がつくだろう……と思ったのだが。
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　ピキッ……とヒビが入る音がした。

「ん？　なんだ、この音は……？」

「ちょっと！　アーネリア、あれ……っ！」

　久美は慌てて指を差す。龍の腹の部分から氷にヒビが入っていた。氷が薄くて表面しか凍らせることが出来ていないのだ。

「なんか氷が砕けそうなんだけど……っ」

　あ、とＫが空中で今気づいたような顔をする。

「すみません、使ったのが安い方の氷だったから……魔術の効果が薄いかも」

「は!?　なんでちゃんとした氷を用意しなかったの!?」

「これ、かき氷用に買ってきた氷なんです。高い方と迷ったんですけど、ちょっと学術的書物を購入し過ぎてお金が……次はちゃんと高い氷を買ってきますから！」

「ここで死んだら次なんてないわよーっ!?」

　久美の嘆きと同時、龍が衝撃波を放って内側から氷を叩き割った。氷の粒が空に舞い、龍は再び動き出す。

　その身にはまだところどころ氷が残っており、動き自体は緩慢だった。飛ぶ方向も定まっておらず、龍は身み悶もだえるように落下していく。

「ああっ、アーネリア!?　久美さん!?」

　Ｋがホウキから手を伸ばすが、さすがに届かない。

　久美の髪に摑まり、アーネリアは声を張り上げた。

「問題ない、ダメージ自体は負っている！　作戦通りだ！　このまま追い詰めるぞ！」

「いや何が作戦通りよ!?　その前に真っ逆さまに落ちてるから！　死ぬわよ、これ!?」

　地上が見る間に近づいてくる。視界に広がっていくのは複数の路線が集っているターミナル。龍は京都駅の方向に落ちていた。アーネリアはそれでもまだ揺るがない。

「命の心配などする必要はない！　私たち解放軍にはもうひとり仲間がいるからな！」

「それって……っ」

「ああ！　──狂戦士。そう呼ばれていたことには意味がある！　獣人として生を受け、人の世の理不尽さを知りながらも、彼女の武勇は荒れ狂う嵐の如く、仲間を守る！　さあ出番だぞ──ハラミ！」

　声の掛けられた先は、建設中のビルの屋上。鉄骨に囲まれた場所にその少女はいた。

　龍から吹く突風が赤い髪を揺らしている。指先をぺろりと舐なめ、彼女は言った。

「待ってました♪」

　京都駅の方向へ落ちていく龍を見据え、ハラミは素早く膝ひざを折った。クラウチングスタートのポーズだ。

　舞のような名乗りは上げない。Ｋのような呪じゆ文もんも唱えない。狂戦士はただ一言。

「ぶっ飛ばすッ！」

　宣言して駆け出した。その瞳ひとみはマナの輝きを灯ともし、踏み込んだ一蹴けりで周囲の鉄パイプが宙を舞う。工事業者が忘れていったのだろう。鉄パイプと一緒に一本のスパナが目の前に躍り出た。

「ちょうどいい武器、発見！」

　ハラミはスパナをキャッチし、屋上から飛び出した。その勢いはさながら大砲。赤の砲弾が地上と平行に突き進み、スパナの一撃が龍の横っ面をぶっ叩たたいた。

「ひゃあっ!?」

　突然の方向転換に久美が悲鳴を上げる。目の覚めるような一撃によって、龍の顔は真横に弾はじかれた。なんならそのまま首ごともげてしまいそうなほどだ。

　先ほどの舞の蹴りも強力だったが、ハラミの攻撃には有無を言わさぬ破壊力がある。言わば、膂りよ力りよくの暴風。

「ハラミの攻撃力の高さに説明は必要ない！　──純粋に、ただ強い！　それが狂戦士ハラミだ！」

　吹っ飛んでいる勢いでモフモフの体が半ばひしゃげつつ、やはり自慢げなアーネリア。

　一方、ハラミは龍のヒゲを摑み、顔面にスパナを連打している。

「戦闘機もいいけど、やっぱ自分で戦った方が楽だな！　十字キーで移動しなくても攻撃がばかすか当たる！」

「いや当たるのはいいけど……っ」

　スパナの連続攻撃を受け、龍は悶もだえ苦しみ、滅め茶ちや苦く茶ちやに飛んでいく。

「これどこにいくのよーっ!?」

　うねる軌跡が渦になり、龍は横向きの竜巻のように突き進む。その先には京都駅があった。巨大な長方形を三つ並べたようなガラス張りの駅ビルが瞬く間に近づいてくる。

「ちょ……ぶつかる!?　本当にぶつかるわよ!?　これも作戦通りなの、アーネリア!?」

「いや、その、なんだ……ハラミ！　まだ倒せないのか!?」

「こいつ思ったより硬い……っ。この武器だとちょっと無理かも！」

　ひぃっ、と久美は青ざめる。頭の上のアーネリアもとうとう顔が引きつった。

「無理かもじゃないわよ！　どうにかしなさい！」

「と、とにかく方向転換だ！　障害物のない方に誘導しろ！」

「やってるけど……無理かも！」

「「無理かもじゃない！　やれーっ！」」

　京都駅の壁がついに目前にきた。

　ヤバい、死ぬ……っ！

　久美は世を儚はかなんで目を瞑つぶる。だが直前でハラミが足を大きく振り上げた。

「こンの！」

　龍りゆうの鼻を豪快に蹴り上げた。悲鳴染みた咆ほう哮こうが上がり、方向転換。ギリギリで龍の巨体は壁ではなく、駅ビルの吹き抜けへ飛び込んだ。

　京都駅ビルのコンコースはトンネル状の吹き抜けになっている。その壁面は全面がガラス張りだった。曲線と直線の入り混じったガラスの空間を風の龍が駆け抜ける。

　突然、突風が吹き、改札口から出てきた客たちはたたらを踏んだ。帽子や羽織りものだけでなく、薄めのガイドブックやコーヒーショップのカップまでもが乱れ飛ぶ。

　そのなかで何人かがやはりマナの光にきらめく龍の姿を視認した。

「おい、今何か飛んでたぞ!?　か、怪獣!?」

「警察だ、警察を呼べ！　いや自衛隊か!?」

　その喧けん騒そうを背に龍は吹き抜けの反対側から外へと出ていく。

　久美は角にしがみついたまま愕がく然ぜんとする。

「なんかとんでもない大事になりそう……っ」

「嘆いている場合じゃないぞ！　今がチャンスだ！　久美、飛べ！」

「へっ!?　飛べってなによ……きゃあっ!?」

　アーネリアがこちらの後ろ襟を咥くわえたかと思うと、ハラミと一緒に龍の頭から飛び降りた。

　……ついに死んだ！　と思ったが、直後に草の匂いがし、マリモのような樹木が出現してクッションになってくれた。

「い、生きてる……？」

「Ｋの魔術だ！　植物の種をマナで急成長させたんだ」

「大丈夫ですか、二人とも！」

　頭を葉っぱだらけにして体を起こすと、ホウキに乗ったＫがそばを飛んでいた。その手には家庭菜園の種の袋がある。

　どこかのビルの屋上だった。おそらく一般に開放されているのだろう。ベンチや花壇が並んでいて、幾何学的なオブジェも建っている。幸い人の姿はなかった。

　Ｋへ返事をしようとしたが、その前にさらにＫが叫んだ。

「とりあえずそこから離れて下さい！　今すぐに！　潰つぶされますよ!?」

「潰される？　って、うわぁ!?」

　首を傾げた矢先、視界に映ったのは舞の姿。

「いい加減、やられちゃいなさい！　破──ッ！」

　鴨川から追いついてきたらしい拳けん法ぽう家かが龍の顔面に回し蹴りを放っていた。獰どう猛もうな打撃音が響き、龍がこっちへ倒れてくる。

「もう嫌ーっ！」

　そばにいたアーネリアと一緒に転がるように駆け出す。ほぼ同時に龍が倒れてきて、マリモがバラバラに千切れ飛んだ。しかしそれでも龍は死んでいない。かなりのダメージを負っているようだが、唸うなり声を上げて起きようとしている。

「う、噓でしょ？　みんながあれだけ頑張ったのに……」

　久美は植木の前で立ち竦すくんだ。ここまで戦ってまだ倒せないなら、もう何をすれば勝てるのかという話だ。泥のような徒労感が胸を支配していく。なのに。

「やれやれ、厄介な敵だな。ま、歯ごたえがあっていいけどね」

　その眼前でハラミが不敵な表情でスパナを拾い上げる。だがあちこち傷だらけだった。龍の顔面で戦っていたせいだろう。鋭い鱗うろこによって肌を裂かれてしまっている。

「……もういいじゃない」

　思わずそんな言葉が洩もれ、「ん？」とハラミが振り向く。傷だらけの横顔へ言う。

「あんたたちはもう十分頑張ったわよ……っ。これ以上、痛い思いなんてしなくていい。あとは警察とか自衛隊に任せましょう。誰か通報してくれてるはずだから！」

「そんなわけにはいかないな」

「なんでよ!?　あんたたちはこの世界の人間じゃないんでしょ!?　だったらもう放っておきなさいよ。確かに原因はあんたたちの世界のことなのかもしれないけど、せっかく別の世界にきたんだから、そんな傷だらけになってまで戦わなくてもいいじゃない……っ」

「関係ないよ。元の世界とか、ここが異世界だとか、そういうことは関係ない」

「え……」

　ハラミはスパナを担ぐようにし、八重歯を見せる。




「どんな世界にいこうと、あたしたちはあたしたちだ」




　赤毛の少女の笑みには一切迷いがない。

「アーネリアが『魔王の欠片かけら』を回収するって言ったんだ。だからあたしたちは戦う。アーネリアの意志があたしたちの意志だ。ここが元の世界だろうと、異世界だろうと、やることは変わらないんだ」

「ハラミ……」

　強いな、と思った。

　自分は異世界のような美大にいって、やっていけないかもと思ってしまった。すぐに挫くじけそうになってしまった。絶対、馴な染じめないと思ったから。

　でもハラミは違う。この異世界人たちはたとえ美大にいっても好き勝手に振る舞うのだろう。ニートみたいに食っちゃ寝したり、かと思えばピンチに本気を出したり。

　……家主として、居候たちに後れを取るのはなんかちょっと……癪しやくだった。

「はぁ……」

　大きくため息をつき、久美は言う。

「ハラミ、殺さないように倒して。っていうか、破かないように倒して、かしら？」

「ん？」

「その龍ね、大学の先輩が描いた絵なの。だから──」

　異世界になんて負けないように、大きく胸を張って叫ぶ。

「この後、わたしは絵を返しにいかなきゃいけないのよ！　で、先輩のサークル入って、絵の勉強して、大学生活をエンジョイするの！　だから絵が破れないように倒しなさい」

「ええっ!?　またか!?　あたし、殺さずに倒すのとか苦手なんだってばぁ。正中線をズバッとやっちゃえば早いのにぃ」

　思いっきり嫌そうな顔だった。だから腰に手を当て、指を突きつける。

「グダグダ言わない。『魔王の欠片』を回収するのがあんたたちの仕事なんでしょ？　ニートがたまーに本気出した時ぐらい、きっちり働きなさい！」

「お？　じゃあ、これが久美の言う『働いた』ってことでいいのか？」

「いいわよ！　いいからちゃっちゃとやりなさい！」

「オッケー。そういうことなら──」

　スパナを放り投げて一回転。キャッチして構え直し、ハラミは駆け出す。

「──いっちょ、本気出しちゃいますか！」

　視線の先では龍の周囲に邪悪なオーラが集まっていく。また衝撃波を放つ気だ。この位置では久美も巻き添えになりかねない。

　それをさせまいとハラミは跳躍。同時にアーネリアが叫んだ。

「Ｋ！　舞！　ハラミをアシストだ！　四将をも倒した、必殺のコンビネーションを見せてやれ！」

　指示に応じ、Ｋが素早く手をかざした。その指先には、先ほどビニール袋を切り裂いたカミソリ。

「エンチャンテッド・ウェポン！」

　魔法陣が出現し、ハラミのスパナと呼応。鋼の工具がマナの光で輝きだす。

　また、ハラミが跳躍した先では舞が拳こぶしを構えていた。

「思いっきりいくよ、ハラミ！」

「ああ、頼む！」

「破──ッ！」

　大気を砕くような轟ごう音おんが響いた。舞の拳は靴底を打撃し、その勢いでハラミは鋭い突進力を得る。同時、龍も衝撃波を放つ。暴風の塊がハラミを襲う。しかし。

「甘い！　さっきまでのあたしとは違うのさ！」

　魔術の付加と拳の加速。その二つに背中を押されたハラミのスパナは衝撃波と正面から拮きつ抗こうした。ぶつかり合っている箇所からマナがスパークとなって迸ほとばしる。マナの輝きがハラミの不敵な笑みを照らし出す。

「なあ、でっかいドラゴン。お前、なかなか強かったよ。でも残念だったな」

　スパナの光が流星のように輝きを増す。

「三人揃そろったあたしらは無敵なんだッ！」

　ハラミの一刀がついに衝撃波を打ち破った。

「真・峰打ちアタック──ッ！」

　スパナの閃せん光こうは刃やいばと化し、龍を真っ二つに切り裂く。巨大な顎あぎとから迸るのは、空気を割るような断末魔の悲鳴。

「────ッ！」

　龍の体は光の粒となって弾はじけ飛んだ。キラキラとマナの残ざん滓しが降り注ぐなか、ハラミは颯さつ爽そうと着地。だが途中でガクッと尻しり餅もちをつく。

「ハ、ハラミ!?　大丈夫か!?」

「あー、へーきへーき。ちょっと疲れただけ」

　心配するアーネリアへ手を振り、ハラミはその場で足を投げ出した。そして「ふはー」と空を見上げる。

「やっぱ戦闘機の方が楽かも。早く帰ってゲームやりたい」

　赤髪の少女はそう言って、砂すな埃ぼこりだらけの顔で笑った。




　　　　◇　◇　◇




　どうにか龍りゆうを退治することができ、アーネリアはほっと胸を撫なで下ろした。

　ビルの屋上はあちこち荒れてしまっている。ベンチが横倒しになったり、オブジェもちょっと傾いていた。だが久美に怪我はなさそうだし、仲間たちも致命傷は負っていない。

　皆、疲労困こん憊ぱいだった。魔獣を倒して辺りのマナが消えたせいだろう。瞳ひとみの輝きは消え、Ｋのホウキは浮力を失って下りてきて、ハラミと舞も「疲れた～」と背中合わせで座り込んでいる。

「よくやったな、お前たち」

　労ねぎらいの言葉を掛けると、ハラミが失礼にも頭をワシャッと摑つかんできた。

「いいよなぁ、アーネリアは犬だから働かなくて」

「何を言う!?　最前線で指揮を執ってただろうが！　あとワシャッてするな！　お前、まさか私で手の汚れを拭ふいてるんじゃないだろうな!?」

「あ、分かった？　ずっと鼻先にいたから、ドラゴンの涎よだれがついちゃって」

「やめろーっ!?　騎士の毛をなんだと思ってるんだ！」

「犬の毛だと思ってる」

「犬でも涎を拭いたら駄目だろうが!?」

　そうして怒鳴っていると、ふいに視界の端で光が瞬いた。

　マナの光だ。見れば、龍の体が消えたところに一枚のキャンバスが落ちていた。光はそこから発せられている。久美がそばにいき、龍が描かれたキャンバスを手に取った。

「良かった……どこも破れてない。ちゃんと上手うまくやってくれたのね、ハラミ」

「おー、気合いだ、気合い」

　ひらひらとハラミが手を振る。先ほど久美も言っていたが、あの絵に『魔王の欠片』が取り憑ついていたのだろう。

「そうだ、肝心の欠片は……っ」

　駆け寄ろうとすると、ちょうど久美の持っている絵から『魔王の欠片』がキュポンッと飛び出した。ぬいぐるみのような丸っこい姿をしている。邪悪なオーラは消えていて、暖かい光に満ちていた。

「つ、捕まえなければ！」

　短い足でばたばたと走りだす。しかし犬の体が災いした。『魔王の欠片』はふよふよと浮遊し、あっという間に手の届かないところへ浮いていってしまう。

「あ……っ。ハラミ、舞、ジャンプして捕まえるんだ！」

「無理、もう立てない」

「わたしも限界～」

「く……っ、Ｋ！　お前のホウキは……っ」

「……マナ不足でもう飛べません」

「だったら久美！」

「わ、わたしは一般人よっ」

　すでに欠片は久美の身長の二倍ぐらいの高さまで飛んでいってしまっていた。せっかく一度倒したのにこのままでは逃がしてしまう。

「くそう！　何か手はないか、何か……っ」

　その時だ。屋上に設置されているエレベーターがチーンッと鳴り、何者かの来訪を告げた。扉がゆっくりと開いていく。現れたのは──黒髪の幼い少女。

「ヴァルヴァラン!?」

「うん、わたし。任せて」

「な、貴様、どうして……っ」

「追ってきた。それから……虫取り網も持ってきた」

「お、おお……なんでちょうどよくそんな物を!?」

「先生が買ってくれたの。ちょうど買い物帰りでよかった」

　もう口調も雰囲気も完全に幼女だった。それはともかくヴァルヴァランは言葉通りに虫取り網を持参しており、駆け足で『魔王の欠片』へ近づく。そして微妙にハラハラさせる手つきで虫取り網を振った。

「えいっ」

　だが身長が絶望的に足りない。今のヴァルヴァランは幼女である。かつての魔王の姿ならばいざ知らず、今の身長では虫取り網を使っても欠片の位置まで届かなかった。

「えいっ、えいっ、えいっ」

　届かな過ぎて、だんだん涙目になってきた。元・魔王だと思うと、何か哀れな光景である。すると見兼ねた久美が手を伸ばした。

「えっと……わたし、やろうか？」

　ヴァルヴァランは驚いたように目を見開いた。

「いいんですか……？」

「まあ……わたしだったら届きそうだし」

「お礼に財宝も領地も差し上げられませんが……」

「いらない、いらない」

　虫取り網を受け取り、キャンバスを一いつ旦たん置くと、久美は少し背伸びをして「よっと」と振った。すると「ピキュッ！」と見事に欠片かけらが網に収まった。確保完了だ。

「よ、良かったぁ……っ」

　全身の力が抜け、アーネリアはその場に蹲うずくまった。モフモフの体が潰つぶれたスポンジのようになる。ハラミが「おー」と面白そうに足で突つついてくるが、今ばかりは怒る気力も湧いてこない。本当に危機一髪だった。

　屋上の真ん中では久美がおっかなびっくり網を覗のぞき込んでいる。

「これ、触っても大丈夫なの？」

「あ、こっちの世界の人はダメかもです。取り憑かれちゃうかもしれないから……」

　ひえっ、と久美は手を引っ込め、ヴァルヴァランが欠片を抱き締める。すると「ピキュー、ビキュ……」と眠りに就くような声を上げ、欠片は結晶の形になった。

　それを大事そうに抱き締め、ヴァルヴァランは久美へ頭を下げる。

「あの、手伝ってくれてありがとうございました。虫取り網とか色々」

「いいのよ、別に。乗りかかった船だったし。いや乗りかかった龍だったか……まあ、とにかく気にしないで。えっと……ヴァル、ヴァル……」

「らんです」

「ん？」

「らん、って呼んで頂けたら……嬉うれしいです」

「らんちゃん、ね。よろしく。わたしは本天沼久美よ」

　ヴァルヴァランは久美を興味深そうな目で見つめる。

「久美さんは……この世界の勇者みたいな人なんですか？」

「勇者？　え、なんで？　違う違う」

「違うんですか？　でも……アーネリアたちと一緒にいるし」

「わたしはただの美大生よ」

「美大生？」

「そ。絵の勉強をしてるの。いや、っていうか……これから本気出して絵の勉強するの」

　久美は床に置いていたキャンバスを手にし、どこか決意を込めた表情で言った。

「そのために学校にいくのよ。これから毎日ね」

「学校……。わたしも今度から小学校に通います」

「元・魔王なのに？」

「はい。元・魔王で小学生です」

「すごいわね、それは……」

　久美とヴァルヴァランは何やら世間話っぽいものをしている。だが、いつまでも欠片を持たせてはおけない。見た目こそ幼くなったが、ヴァルヴァランは元・魔王だ。何を企んでいるか分かったものではない。
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　アーネリアは威嚇するように言う。

「ヴァルヴァラン！　いつまで『魔王の欠片』を抱いている。早くこっちに寄越せ！」

「ん……わかってる」

　トコトコと駆けてくると、小さな手で『魔王の欠片』を差し出した。

　アーネリアは毛のなかからポシェットを取り出し、結晶状態の欠片をしまい込む。

　だが渡し終えてもヴァルヴァランはじっとこちらを見つめていた。

「アーネリアたち……早くここから逃げた方がいいかも。ビルの下におまわりさんがきてる。誰かが屋上で大騒ぎしてるって」

「え、警察!?」

「この世界の騎士団か！」

　久美とアーネリアは同時に目を剝むいた。ヴァルヴァランはやんわりと頷うなずく。

「先生が……あ、わたしの保護者の人が引き留めてくれてるけど……たぶん長くは保もたないと思うから」

「お前の保護者だと!?　魔王に保護者がいるのか!?」

「……うん、魔王みたいな人」

「どんな危険人物だ!?」

　と思わず叫んでしまったが、今は追及している時ではない。元来、アーネリアは優秀な指揮官だ。撤退のタイミングを間違えたりはしない。

「みんな、すぐに離脱するぞ！」

「だから無理だって。あたし、疲れて動けない」

「わたしもちょっと厳しい。ライブが控えてるのにこんなところで警察沙ざ汰たなんてダメなのに……っ。うぅ……ダメ、動けない」

「すみません、私も……魔術を使い過ぎてヘトヘトです」

「も、もうちょっと頑張れないのか!?」

　応援の意味で吠ほえてみるが、仲間たちはへたり込んだまま一向に動かない。

　すると久美がやおらヴァルヴァランの手を摑つかんだ。

「分かった。わたしとらんちゃんはエレベーターで逃げるからあとヨロシク」

「久美!?　仲間を置いて逃げるのか!?」

「ほら、わたしは大学戻らなきゃだし、らんちゃんも小学生だから放ってはおけないし」

「私たちはどうなる!?」

「犬とニート三人なんだから社会的には困んないでしょ。もし牢ろう屋やに入れられたらまたロンさんに頼んであげるから。さ、らんちゃん行こっ」

「あ、はい」

「おおい!?　本当に置いてく気か!?　久美、おい久美！　わんわんわんっ！」

　そうして京都の空に犬の鳴き声が虚むなしく響いた。







　その五分後、やってきた警察官たちによって、ハラミたちは見事に連行。

　しかし久美の言葉通り、ロンの謎の手引きによって、どうにか夕方には釈放してもらえた。

　ただし、龍りゆうの魔獣のことは『京都の駅ビルに謎の強風！』というテロップで夕方のニュースになってしまった。

　美大で色々作り話をでっち上げてどうにか先輩の絵を返却し、ハラミたちも迎えにいって、「やれやれ……」とおばけ屋に帰ってきた久美は、画面端に一瞬だけ映った自分の姿を見て、死ぬほど青ざめた。

「あ、あれ、わたし……っ。今、ガラスのところに一瞬映ったの、わたしだ！」

「おー、本当だ。まあ、いいじゃん？　こうして全員生きてんだし。もうゲームやっていい？」

「そうそう、生きてるのが一番よ。わたしも無事にライブの出演決まったしね♪」

「どうにかシラを切り通せたので、私もバイト先を失わずに済みました。さあ、お茶淹いれましたよ。みんなどうぞ？」

「だいたい私たちを置いていった久美も久美だぞ。ニュースの件は天罰という奴だな」

「いや、天罰ってね…っ」

　おばけ屋の居間で、久美は肩を震わせて叫ぶ。

「そもそもあんたたちが居ついてるのがすでに罰ゲームみたいなモンなんだからね!?　分かってんの、この居候共ーっ!?」

　犬の鳴き声に続き、今度は家主の声が京都の空に木霊した。

　京都の駄菓子屋に居候する、元・勇者の異世界人たち。彼女たちの日々はまだまだ続きそうである──。








エピローグ






　異世界人たちが転生してきてから、数か月の時が過ぎた。

　季節は夏。おばけ屋には、今も彼女たちの姿がある。

「あ～づ～い～。炎系の魔術でも仕掛けられてるんじゃないのかこれえ……」

　夜になってもまだ蒸し暑く、ハラミは居間の縁でお腹を出している。

　店の入り口を開けっ放しにして風を通しているのだがジメジメした暑さは変わらない。夏は暑く、冬は寒い。それが京都という土地である。

　久美は自分を扇あおいでいたうちわでハラミのお腹をポンッと叩たたく。

「文句言っても涼しくなんてならないわよ。ほらお腹出さないの。風邪引いちゃうわよ」

「久美～、扇いでくれ～」

「やーよ。もう八月なんだからいい加減慣れなさい」

　するとアーネリアがニュースを見ながら座布団の上で踏ん反り返る。

「誇り高き解放軍が情けないぞ、ハラミ。心頭滅却すれば火もまた涼しだ」

「や、アーネリアは多少暑がってもバチは当たらないと思うけどね……」

　モコモコの毛玉姿を横目に、久美は微妙な顔。正直、アーネリアに関しては見てるこっちが暑いくらいだ。

　そんなことを思っていると、畳に置いていたスマホがピコンッとメッセージを告げた。

「舞からですか？」

　麦茶を注いでいたＫが手元を覗のぞき込んでくる。久美は画面をかざしながら頷いた。

「『今日もライブだからご飯いらないからね♪』だって。大人気みたいね、舞ちゃん」

「ファンも多いらしいですよ。今度、差し入れでも持って見にいってみます」

「まさか本当にアイドル路線へ突き進むとはね。さっすが舞ちゃん」

　舞はライブハウスのオーナーに気に入られ、しょっちゅうライブに出演している。仕事こそしてないが、グッズの売り上げで利益も出始めているらしい。

　ＫはＫでバイトに勤いそしみ、色んな本を買い込んでいる様子だ。ハラミもいつもの調子でゲームをしたりゴロゴロしたりで、居候たちは異世界生活を満喫している。

　ちなみに『魔王の欠片かけら』はちょこちょこ現れている。こないだも祇ぎ園おん祭まつりの時に事件が起こり、散々だった。

「あー、本当、せっかく先輩やサークルのみんなと楽しもうと思ったのに、まさかあんなことになるなんて……」

　酷ひどい目に遭った諸もろ々もろを思い出し、ため息。だがそんな思い出もちゃんと美大に通っているからこそのものだ。久美は今もちゃんと通学し、絵の勉強に勤しんでいる。

　そして──この世界にきた時から一貫して真面目なのが、アーネリア。

　そのアーネリアが突然、声を張った。

「皆、静かに！　ニュースに注目しろ！」

　何事かと思って、久美はテレビに視線を向ける。ハラミとＫも同様だ。

　画面のなかでは女性のニュースキャスターが話している。

「──先月より京都中の古物商から刀剣が盗まれている事件の続報です。つい先程、御み金かね神社そばの古物商で同様の盗難事件が発生し、通行人から『鎧よろい武者のような大男を見た』という不可思議な証言が複数挙がっています」

「うわ、アーネリア、これって……っ」

　思わず久美が声を上げ、それに対してアーネリアが返事をしようとした時だ。開けっ放しだった店先の方に、黒髪の幼女が姿を現した。その手には虫取り網が握られている。

「ごめんください……っ」

「あ、らんちゃんっ」

　らんは肩で息をし、居間の方へ駆けてきた。

「アーネリアはいますか？　わたしのマナの気配を感じたの……っ」

「決まりだな」

　テレビのニュース画面から目を離し、アーネリアは座布団から飛び降りる。

「これは新たな『魔王の欠片』事件だ！　ハラミ、Ｋ、行くぞ！　久美は舞に連絡してから、ヴァルヴァランを自転車で連れてきてくれ！」

「ええっ、わたしもいくの!?」

「すみません、久美さん。わたしが小学生で足が遅いから……」

「やっ、別にらんちゃんが悪いんじゃなくてね……っ」

　そう言っている間にもハラミが「戦場に出れば暑さなんて忘れるよな！」とスパナを持ちだし、Ｋも「先に行ってて！　追いついて空から支援します！」と土間のホウキを持ってくる。もう状況は動きだしていた。こうなったら行くしかない。久美も「ああ、もうしょうがないわね！」と自転車の鍵かぎを取りにいく。

　こうして、新たな事件が幕を開ける。ハラミがいの一番におばけ屋から飛び出し、威勢よく啖たん呵かを切った。赤髪を風に揺らし、狂戦士らしい不敵な笑みで。

「そんじゃ、また大暴れしちゃおうかな！」
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　こんにちは、こんばんは、もしくはおはようございます、永なが菜な葉よう一いちです。

　本作は２０１９年４月５日から公開される、映画『ＬＡＩＤＢＡＣＫＥＲＳ‐レイドバッカーズ‐』の前日譚たんノベライズです。

　内容はファンタジー世界から勇者や魔王が我々の世界に『逆異世界転生』してきて、ゲームしたりアイドルしたりバイトしたり、結構グータラしつつ、でも時々本気出す、というお話です。って感じで……あ、合ってますよね？（製作委員会の方を窺うかがいながら）

　映画本編ではすでにこちらの世界に馴な染じんだハラミたちが大活躍するので、小説版では逆異世界転生してくる直前から描写し、映画へと繫つながっていきます。

　今回、アフレコ現場も見学させていただきまして、原稿でハラミたちに動いてもらいつつ、映画のハラミたちにもどんどん命が吹き込まれていく様子を見るのは、多元宇宙の広がりを目の当たりにするようなとても面白い体験でした。

　脚本家の上う江え洲ず誠まこと様、監督の橋はし本もと裕ひろ之ゆき様、株式会社フライングドッグの南みなみ健たけし様、吉よし田だ博ひろし様、並びに映画関係者の皆様には大変お世話になりました。とくにキャラクター原案の鈴すず木き次じ郎ろう様にはノベライズのイラストもご担当いただきました。厚く御礼申し上げます。

　そしてもちろんこの本を手に取ってくださったあなた様に最大の感謝を。

　小説版を読んでから映画を観てもよし、映画を観てから小説版を読んでもよし、ぜひ色んな『ＬＡＩＤＢＡＣＫＥＲＳ』を体験していただけたら幸いです。
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